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　　　　プロローグ







　俺には、他の〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟らのように明確な欲望、目指す先がない。両りよう界かいの狭はざ間まを超えたのも、故こ郷きようたる〝紅ぐ世ぜ〟に嫌いや気けが差したからではない。ただ、別の世界があると聞き、行ってみるか、と気き紛まぐれに思っただけのこと。そこになにかを求めていたわけではない。




「それは……それは貴方あなたが生せい来らい、強い力を持っていたからこそ、言い得るのです」




　新しん天地を踏み、僅わずか暮らす内に、どうにか己おのが身を適応させる方ほう策さくも見出した。別べつ段だん、その戦せん法ぽうを好んだわけでも、望んだわけでもない。在あり様ようを現した、単なる結果に過ぎない。ゆえに、愉ゆ悦えつもなければ不満もない。それは今までと変わらぬ、己なのだから。




「他に扼やくされず、己で在り続けられるのは……無む自覚な傲ごう慢まんとは思いませんか？」




　物が在る、という世界で多少なりと興きよう味みを引いたのは、剣。過か剰じような執しゆう着ちやくこそないが、物品としての率そつ直ちよくさが、俺の好むところに合がつ致ちした。何らかの依頼を果たし、代だい償しようとしてそれを受け取ってゆく内に、いつしか俺は『殺し屋』と呼ばれるようになっていた。




「剣は、振るわれるための威い力りよくを鞘さやの内に隠かくし持つ存在……貴方あなたに、そっくりです」




　そんな日々の中、小さな、渡り来た同どう胞ほうらの中でも飛び抜けて小さな、蝶ちように出会った。獲え物ものを勘かん違ちがいから取り逃がしたばかりだった俺は、腹いせとして、近辺で行き逢あった戦いに割って入り、道具フレイムヘイズを薙なぎ倒した。そのときは、ただそれだけのことだった。




「力で存在で、他者を圧する強大なる〝紅ぐ世ぜの王〟……私は知っています、貴方を」




　戦いとすら言えない一いち撃げきの後、小さな蝶が付いてくるようになった。どうやら、礼として差し出した剣──俺の趣しゆ向こうについて知っていた──を、俺が受け取らなかったためらしい。少なくとも、自分ではそう言っていた。俺は、わざわざ切り捨てるも面めん倒どう、と放っておいた。




「無関心、なのですね……気に留めることも、追い立てることも、知ろうとさえしない」




　小さな蝶は、それなりに長い同行の間、語り続けた。俺の、誰だれに向けてのものでもない、まして答えとして返されたわけでもない、漫まん然ぜんたる内ない心しんの吐と露ろとして零こぼれる声にも、呆あきれるほどの執しつ拗ようさで応じ続けた。多くは自分の小ささ、より多くは俺の大きさを、執拗に。




「私に在るものは、あまりに小さくささやかな……他者の夢を、他者の力で制す術すべだけ。貴方のように大きく強ければ、誰も彼も、己おのれという渦うずに巻き込むことができるのでしょうね」




　俺は、小さな蝶によって、俺以い外がいから見た俺というものを初めて知った。俺の在り様、俺の力、俺の性せい癖へき……いつしか、俺は自身の口数が減っていることに気が付いた。そして代わりに小さな蝶の語る、小さな自分への怒りと、大きな俺への恨うらみを、聞かされていた。




「そう、貴方に殺しを依頼することで、皆が貴方という大きな渦うずに巻き込まれ、大きな渦たる貴方は、世界の一部を動かしてゆく……私は貴方が、貴方という存在が、羨うらやましい」




　それを聞かせることで、小さな蝶が俺に、なにを求め訴えていたのかは、彼女が去った今となっては知りようもない。知りたいかどうかも、分からない。一つだけ分かっているのは、もう、俺に対する焼け付くような執しゆう着ちやくの声を聞けなくなった、ということだ。




「もし、私がそれを手に入れることができたら……〝壊かい刃じん〟サブラク、貴方あなたのように大きな存在であっても、この私を獲え物ものとして見、標ひよう的てきとして気にかけてくれるのでしょうね」




　どのような遣やり取りの弾はずみだったか、依頼の一つとして得ていた情報を口にしたとき、小さな蝶ちようは全く唐とう突とつに、俺の傍かたわらから飛び去った。付ふ随ずいする困難を、敵の存在として示し、在あり様ようとして教えたが、それでも彼女は去った。とある粗そ末まつな短たん剣けんを、俺に押し付けて。




「要いらないのなら、預かるだけで構いません。私がより大きな、誰だれも彼もを……そう、貴方さえも振り回せるほどの存在として再会したそのときに、返してください」




　短剣は、未だ俺の手の中にある。小さな蝶……馬鹿な女は、小さく馬鹿な者らしく、無む謀ぼうな戦いに果てたのだ。それは世の道どう理り、僅わずか哀あわれを催もよおす程度の事こと柄がらでしかない。ゆえに俺も、別れる前と変わらず、ただ日々の道を行き、ときに依頼を受けては、標的を斬きっている。




「私は、きっと……なってみせる」




　であるというのに、未だ、血を吐くようなその声が耳に残っている。

　なにかを確かめ得る戦いが迫っているからなのか、胸の奥から蘇よみがえってくる。

　小さな蝶、馬鹿な女──〝戯ぎ睡すい郷きよう〟メアの、永遠に失われた声が、木霊こだまのように。










　　　　１　傷







　鳥ならぬ鳥が一羽、空ならぬ空を、先さき駆がけて飛んでいた。

　その後を追って飛ぶのは、人ならぬ人、四人にして七人。

「前方、城じよう砦さい地域の広こう範はん囲いに〝燐りん子ね〟が複数、隠かくれて根を張ってる」

　薄く色付いた影とも見える鳥ならぬ鳥は、太たい古この昔、創そう造ぞう神しんを不ふ帰きの秘ひ法ほうで葬ほうむった者の成れの果てである。それが鳥へと姿を変じて、不安定にして複雑なこの地を先せん導どうしている。

「行き当たる防ぼう衛えい線せんは、これで総そう計けい十二でありますな。例によって狙ねらいは──」

「遅ち滞たい防ぼう御ぎよ」

　飛び行く空ならぬ空は、見やる先も霞かすむほど長大な、曲きよく折せつした管くだの内面を大地とする異い世界だった。ここに在る者は誰だれも名を知らない、神を彼方かなたに隠かくす当地の名を『詣けい道どう』という。

「ちっ、またかよ。少しは怪け我がと体力の回復に専せん念ねんさせてもらいたいぜ」

「よく言うよ。さっきまで、あんなに爆ばく弾だんをばら撒まいておいて」

　先導を受けて飛ぶ四人にして七人は、世の人を〝存在の力〟に変えて喰らう〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟を討とう滅めつし、以って世界のバランスを守る使命を課された異い能のう者・フレイムヘイズ。

「ああ、貴女あなたほどの討うち手なら、もう傷きず自体は治ち癒ゆしている頃ころ合あいでしょう」

「ふむ、いつまでも寝ね転ころがったままでいてもらっては困こ──」

　突とつ如じよ、鳥ならぬ鳥が、折れ曲がるように進しん路ろを変えた。かつて同じフレイムヘイズであったことを思わせない、今ひと時、仮かり初そめの変へん化げとも思えない、踊るような羽ばたきで。

　これを追い、四人にして七人のフレイムヘイズらも、空ならぬ空を折れ曲がる。正確には、鳥を追って飛ぶ先頭の一人に、残る三人にして六人が引かれ、折れ曲がっていた。

　また鳥が進路を変え、また四人にして七人が追う。

　その先頭、紅ぐ蓮れんの炎ほのおからなる一つ目を頭上、僅わずか背後に見開き、同じく紅蓮の双そう翼よくから眩まばゆい炎を引いて鳥を追うのは、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナ。

「今度も同じ布ふ陣じん。前方の城じよう砦さい全体に、隠かくされた〝燐りん子ね〟を支点として張り巡らされている自じ在ざい法ほうが見える。これまでのように三重……隠いん蔽ぺいと相互の交信、後あと一つは未知の形式」

　彼女にリボンを絡ませ、残る一同を引くのは『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメル。

　彼女と契約し、頭上のヘッドドレスに意い思しを表ひよう出しゆつするのは〝夢む幻げんの冠かん帯たい〟ティアマトー。

「やはり、実体化の不安定な領りよう域いきを抜けた場所、纏まとまった構造物ぶつを有する空間に、仕掛けを作り、追つい跡せき者を休ませないつもりのようでありますな」

「用意周しゆう到とう」

　リボンで編まれたハンモックに身を横たえるのは『輝き爍しやくの撒まき手』レベッカ・リード。

　彼女と契約し、右みぎ手首のブレスレットに意思を表出するのは〝糜び砕さいの裂れつ眥せい〟バラル。

「しっかし、その『審しん判ぱん』って目は便利だな。壊こわすしか能のないオレのと交換して欲しいぜ」

「君が、壊すより見る力を欲しがるとは意い外がいだね。まあ、僕は一向に構わないけれど」

　巨大な鉄棒を肩に担かつぎ、リボンに軽く指をかけているのは『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシン。

　彼と契約し、手首に絡む飾り紐ひもに意思を表出するのは〝不ふ抜ばつの尖せん嶺れい〟ベヘモット。

「ああ、迎げい撃げき態勢が同じパターンであっても、自在式が未知の形式というのは危険ですね」

「ふむ、突とつ破ぱした罠わな、十一の内の四つが、未知の形式による攻撃、あるいは足止めだったわけじゃが……まずは警けい戒かいに努めるとしようかの」

　鳥を追って飛び行くフレイムヘイズらは、各おの々おの言い合いながら、一つの可能性へと思いをやる。この『詣けい道どう』を先行する者らの陣じん容ようを知るシャナが提てい示じした、一つの可能性を。

　何度も覚かく悟ごの上で備え、何度も空から振ぶりに終わり、しかしなお、気を張り続ける。

　集中し鮮せん明めいになる彼女らの視し界かいに、新たな構造物が高速で近づいていた。

　これまで辿たどってきた、不ふ毛もうの砂漠から日ひ干ぼし煉れん瓦がの小屋、巨きよ石せきで組んだ御ご殿てんに聖せい堂どうなど、道を往ゆくことで時計の針を進めるかのような、文明発達の軌き跡せき……今また新たに迎える一いつ切さい無む人じんのそれは、高く聳そびえる胸きよう壁へきと尖せん塔とうからなる、広大な中世の城砦群ぐんだった。

　罠の待つ空くう域いきへと、彼女らは警戒しつつも躊ちゆう躇ちよなく、鳥を先立てて飛び込む、




　瞬しゆん間かん、




　茜色の炎が、管くだ状じようとなっている異い世界──頭上、足下、右も左も、全ぜん周しゆうを大地としてグルリ取り巻く城じよう砦さい群ぐん──その全てから噴ふん出しゆつした。空の全てを埋め尽くさんと溢あふれる、濁だく流りゆうの如ごとき炎ほのおの中には、無む数すう大小種々雑ざつ多たな剣の影が踊り狂っている。

　シャナが提てい示じした一つの可能性、実現の場じよう景けい。

　それは、強大なる〝紅ぐ世ぜの王〟による待ち伏せと足止め。

　再び見まみえた難なん敵てき〝壊かい刃じん〟サブラクと交わされる、開戦の烽ほう火かだった。







　シャナら、フレイムヘイズ四人の目的は、ただ一つ。

　創造神しん本体の復活と帰き還かんを目論もくろみ『詣けい道どう』を先行する、代だい行こう体たい〝祭さい礼れいの蛇へび〟坂さか井い悠ゆう二じら［仮装舞踏会バル・マスケ］指導部一いつ党とうの、追つい撃げきと阻そ止しである。その遂すい行こうを妨ぼう害がいする最大の難なん関かんが、今まさに茜あかね色いろの炎として、彼女らの前に立ちはだかりつつあった。

　鳥ならぬ鳥は、後に続く者らの事情には構わず、噴ふき出す炎に埋まりつつある『詣けい道どう』の中央、唯ゆい一いつの突とつ破ぱ点てんを目指し、飛び翔かける。

　シャナも、双そう翼よくから紅ぐ蓮れんの炎を爆発させるように噴ふん射しやし、速度を上げた。

　と、絡んだリボンから伝わる重さが、減る。

「ほいじゃ、先のこたぁ任せるぜ、贄にえ殿とのの!!」

　声を弾はずませ、レベッカが飛び降りていた。その胸には既すでに、彼女の神じん器ぎ〝クルワッハ〟が浮かんでいる。同じく、体の周りで衛星のように巡っていた桃もも色いろの光こう球きゆうが、

「おら──さっ!!」

　掛け声と共に、彼女の周囲ではなく、飛び行くシャナの進路に向かって撃うち放たれた。

　緩い放ほう物ぶつ線せんを描いて奔はしった光球は、見る間に百を超える数へと分ぶん裂れつし、シャナの行く手を包み込もうと伸び上がっていた炎の奔ほん流りゆうの先せん端たんで、大だい爆発を起こした。

　荒れ狂う焦しよう熱ねつを搔かい潜くぐって飛ぶシャナに伝わる重さが、また減る。

「ああ、では」

「ふむ、我々も」

　続いてカムシンが飛び降りていた。

　ゆるりと空を舞いつつ、身の丈たけの倍はある鉄てつ棒ぼうを、まるでバトンのように軽く、己おのれの前でクルリと回す。鉄棒の軌き跡せきに沿って現れるのは、円えん盾じゆんのような自じ在ざい式しき。

「同調」

　短い声を受け、式を底辺とした、褐かつ色しよくの炎からなる竜たつ巻まきが前方に向かって立ち上った。それは、レベッカの巻き起こし膨ふくれ上がった爆ばく炎えんと交じり合って、より大きな竜たつ巻まきとなり、鳥とシャナを後から追って囲む、空の道となる。

　そして、長々と前に伸びた炎ほのおの竜巻の先、シャナの灼しやく眼がんが、

（見えた!!）

　茜あかね色いろの炎を噴ふん出しゆつさせる領りよう域いきを抜けた空、追つい撃げきの活かつ路ろを捉とらえた。

　その手首から、リボンが解ける。

「御ご武ぶ運うんを」

「再さい見けん」

　同行していた最後の一人、ヴィルヘルミナも、離れた。

　別れるとて、感かん傷しようはない。互いに振り返らず、振り返ることを求めず、ただ離れた。

　元より、この戦いが起きることを予測し、突とつ破ぱを行うための作戦通りに動いている。

　フレイムヘイズ同士、戦いに面して各おの々おのの役割を果たすため、邁まい進しんするのみだった。

　シャナから離れたヴィルヘルミナは、いつしか狐きつねにも似た仮か面めんを被かぶり、無数のリボンからなる鬣たてがみを纏まとっている。その、桜の花か弁べんのように舞い落ちる中から、

「はあっ！」

　掛け声と共に、レベッカとカムシンに向かってリボンが鋭く伸びた。

　突き刺さらんばかりの速さで走った二に条じようの白はく線せんは、二人の前で突然、方向を変えて幾いく重えにも渦うずを巻く。ほんの数秒、その奔ほん流りゆうは二人を包む分ぶ厚あつい繭まゆとなっていた。

　続いて、ヴィルヘルミナは自身にも同じ、全ぜん周しゆうから迫り来る攻撃を防ぐ、リボンによる繭を形作る。その渦巻き閉ざされてゆく視し界かいに、少女の後うしろ姿すがたが垣間かいま見みえた。

　桃もも色いろと褐かつ色しよくの混じり合った大おお渦の中央を、何者にも阻はばまれることなく突き進んでゆく紅ぐ蓮れんの光こう芒ぼう。大渦の果て、彼女の行く手には、未だ先の長いだろう道がある。

（──）

　その道たる空ならぬ空、茜色の炎が届かない領域へと、翼つばさ燃もやす少女が、抜けた。

（──よし！）

　突破を見届け、微かすか喜き色しよくを浮かべたヴィルヘルミナの肩を、

「ぐっ！」

　押し包まんとする炎の先せん端たん、剣が掠かすめた。

　後方の二人を防ぼう護ごした分だけ、自身の繭を閉じるのが遅れてしまったのである。とはいえ実際のところ、この傷さえも最さい低てい限げんのものと言えた。

　企き図とを果たさんとする〝祭さい礼れいの蛇へび〟一党が先行している現在の状況下か、四人全員が足を止めて、この驚きよう異い的な耐たい久きゆう力りよくと破は壊かい力を誇る〝壊かい刃じん〟サブラクに真まっ向こう勝負を挑いどむわけにはいかない。可能な限りの戦力を、道の先へと送り出さねばならなかった。

　強大な〝紅ぐ世ぜの王〟を向こうに回した、その可能な限りというのがまさに、無む傷きずの『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』一人なのだった。成果は、他の三人がかりで得たものとしては小さく、傷一つで済んだという点で大きい。

　ヴィルヘルミナとティアマトーは、荒れ狂う炎ほのおと舞い踊る剣に翻ほん弄ろうされる繭まゆの中、傷を負った痛みを紛まぎらわす意味からも、声なき声を交わす。

（まこと恐るべしは〝壊かい刃じん〟サブラク、でありますか）

（存ぞん命めい驚きよう愕がく）

　彼女らは一ヶ月ほど前、日本・御み崎さき市において、この宿しゆく敵てきとも言える〝王〟と激げき闘とうを繰り広げ、遂ついに討とう滅めつした……と思い込んでいた。広こう域いきに浸しん透とうした彼の本体から、意い思し総体を宿す司し令れい塔とうである人ひと型がたを切り離して破は壊かいする、逃がしようのない完勝……のはずだった。

　それが眼前、未だ猛もう威いを振るう障しよう壁へきとして立ち塞ふさがっている。生存をシャナから聞かされても、また現に茜あかね色いろの炎に目を焼かれても、なお心は受け入れることに抵抗を示していた。

　もちろん、体の方は心とは真ま逆ぎやくに、起きた事実を在りのままに受け入れ、対たい処しよを怠おこたらない。リボンで編まれた防ぼう護ごの繭は熱と刃やいばを頑がん健けんに阻はばみ、全ぜん神経は翻ほん弄ろうの中で感覚を失しつ調ちようしないよう研とぎ澄すまされる。

　そして程なく、攻こう勢せいの波は去った。

　かの〝王〟の持つ特性の一つ、大だい規模にして察さつ知ち不能な初しよ撃げきが、終わったのである。

　ヴィルヘルミナは自身の落下する感覚、および近きん傍ぼうの気け配はい、双方に傾けい注ちゆうし、繭の内側に掌てのひらを添えた。瞬しゆん間かん、リボンが張りを失って解け、桜さくら色いろの火の粉こと消える。

　視し界かい一いつ杯ぱいに広がったのは、寸すん前ぜんの光景を留めない、炎燻くすぶる地じ獄ごく。

　屹きつ然ぜんと聳そびえ立ち、傲ごう然ぜんと居きよを構えていた数々の城じよう砦さいは、見上げる天、見渡す地、ほとんど全ぜん域いきで、瓦が礫れきの山と化していた。門は破れ、塔とうは折れ、胸きよう壁へきは崩くずれ、城砦というものが備えていた整せい然ぜんさ堅けん牢ろうさは、茜色の炎踊おどる中、見る影もなく蹂じゆう躙りんの跡を晒さらしている。

　その一いち隅ぐうに着地したヴィルヘルミナ、やや後方に降りたカムシンとレベッカは、見た。

　彼女らの正面、中ほどから折れ、大きく傾いた塔……その頂いただきに立つ姿を。

　剣の影かげ踊る茜色の炎を背に、マントと頭とう髪はつを熱ねつ風ぷうにはためかせ、幾いく重えにも巻いたマフラー状の布で顔を隠かくした、尋じん常じようならざる存在感かんを撒まき散らす、一人の男。

　ヴィルヘルミナは、重い上にも重い声を、口の端はから漏もらす。

「……〝壊かい刃じん〟サブラク……！」

[image: ]

　死し闘とうを覚かく悟ごさせられる圧倒的てきな力が、男の身には漂っていた。







「炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんは取り逃がしたか」

　声をかけられることで初めて三人の存在に気付いたように、サブラクは視線を向ける。

「囚とらわれていたはずの奴やつが、他の討ち手を引き連れてくるとは、な。俺の健けん在ざいを前ぜん提ていに備えられては、一いち撃げきも掠かすり傷止どまり……およそ物事とは、思い通りに行かぬものよ。ともあれ、取り逃がしたとはいえ、伸びる道は一つきり。宿しゆく敵てきを片付けてから、仇かたきを追えばよかろう」

　誰だれに向けたものでもない、内ない心しんの吐と露ろである声が零こぼれた。マントの内より出た両手には、既すでに二ふた振ふりの剣が抜き放たれている。

　その鈍い輝き、一帯に煮え滾たぎる茜あかね色いろの地じ獄ごく、いずれにも臆おくさない大声と、

「へっ、孵かえらぬ雛ひなを数えるな、って諺ことわざを知らねえか、サブラクさんよ？」

「まだ実現していないことを前ぜん提ていに語るのは愚おろかしい、という意味だね」

　同じく臆さない、どころか場ば違ちがいにのんびりした声が、塔とうの上へと投げかけられた。

　声の主に、サブラクは視線を向ける。

「久しいな、〝糜び砕さいの裂れつ眥せい〟バラル、『輝き爍しやくの撒まき手』レベッカ・リード。さすが、我が宿敵に手抜かりはないか。この『詣けい道どう』へと突とつ入にゆうさせるに足る手て練だれを揃そろえてくるとはな」

　今度は相手に向けた、いささか以上に買いかぶった評価を口にしつつ、もう一人の手練れ、最さい古このフレイムヘイズへと視線を転じようとしたサブラクの頭上から、

「!!」

　猛もう烈れつな速さと重さを伴った石せつ塊かいが落下した。

　正確には、自じ在ざい式しき『カデシュの血けつ印いん』を刻んだ石塊と、手に在る鉄てつ棒ぼう『メケスト』を褐かつ色しよくの炎ほのおで結び、まるで鎖くさり分ふん銅どうのように軽々と振るって、サブラクを塔ごと押し砕くだいたのである。

「ああ、悠ゆう長ちようにお喋しやべりしている暇ひまはないでしょう」

「ふむ、そうでなくとも、奴やつの話は取り留めなく長いからの」

　乱らん暴ぼう極まる先制攻撃を食らわせた二人、カムシンとベヘモットは平然と言いつつ、石せつ塊かいに伸ばしていた炎ほのおを断ち切った。即そく座ざに大きく飛び下がる。

　その直後、彼の立っていた地点に茜あかね色いろの炎が噴ふん出しゆつし、溢あふれた。内に剣を躍おどらせる怒ど涛とうへと見る間に膨ぼう張ちようした炎の頂いただきには、全く無む傷きずのサブラクが立っている。

「年とし経へた調ちよう律りつ師しか。これまでは、時と場合の巡り合わせから、互いに力を尽くし戦う機会を得ることもなかったが……今度こそ、壊こわし屋やの真しん髄ずいを目にすることが叶かないそうだな」

　怒ど涛とうの上で呟つぶやく〝紅ぐ世ぜの王〟から目を離さず、三人は距離を取った。

　崩くずれた胸きよう壁へきの上を駆かけながら、レベッカが口を尖とがらせる。

「どーもジジイどもには負けるな。自信なくすぜ」

「なに、これから取り戻せばいいさ」

　その胸の前に浮かぶ〝クルワッハ〟から、バラルが吞のん気きに慰なぐさめた。

　対してカムシンは、深しん刻こくな状況を、表情を崩さぬまま説明する。

「ああ、いちおう報告しておきますが……どうやら『儀ぎ装そう』を組めないようです」

「ああ、そうかい──って、なにぃ!?」

　返したレベッカは駆ける足を一歩、躓つまずかせた。

　その手をヴィルヘルミナが柔らかく取り、輪りん舞ぶを共にする男女のようにクルリと優ゆう雅がに回っる。釣つられて回ったレベッカは、前方へと理想的な速度とタイミングで放り投げられた。その足跡、躓き蹴け立たてられた小石が、すぐ後方に追い迫っていた炎の怒涛に巻かれて消える。

　踊る仮か面めんの内から、

「どういうことでありますか」

「説せつ明めい要求」

　ヴィルヘルミナとティアマトーに促うながされたカムシンは、頷うなずくや大きく低く前方へと跳び、行く手に向かって『メケスト』を振るった。

　応じて正面、真まっ二ぷたつに砕くだけた城の胸きよう壁へき表面に、自じ在ざい式しき『カデシュの血けつ印いん』が褐かつ色しよくに燃え上がる。この自在式によって統とう御ぎよ下かに置いた無数の物体で、巨人『儀ぎ装そう』を組み上げ、縦じゆう横おう無む尽じんな破は壊かい力りよくを撒まき散らし暴れ回るのが、カムシン本来の戦せん闘とう様よう式しきだった。

　が、ヴィルヘルミナは今、

「む!?」

　石組みの胸壁を照らし燃え上がる自在式の周囲に、茜色の輝きが滲にじみ出すのを見る。それがなんであるか見み極きわめる前に、走るカムシンが『メケスト』を後方へと振っていた。

　途と端たん、自在式の火か勢せいが増して、胸壁は中央を引っ張られる布のように手前へと撓たわむ。見る間に撓みは限界点てんを超え、壁の中央が捥もぎ取られた。

　巨大な質しつ量りようの塊かたまりたる胸きよう壁へきは、捥もぎ取られた勢いのまま、振るわれる『メケスト』の指し示す後方、フレイムヘイズらを追って来る炎ほのおの怒ど涛とうへと激げき突とつした。念ねん入いりなことに、激突による衝しよう撃げきを伝え終わった瞬しゆん間かん、褐かつ色しよくの大だい爆ばく発はつまで起こす。

　炎の怒涛は、内に踊らす剣ごと、また頂いただきに立っていた主あるじごと爆ばく砕さいされた。

　駆かけ続ける三人は、それが単なる時間稼かせぎに過ぎないことを知っている。サブラクの持つ特とく性せいの一つは、圧倒的てきな耐たい久きゆう力りよくと回復力なのである。一帯に浸しん透とうした本体から力の供きよう給きゆうを受ける人ひと型がた部分は、彼のほんの一部に過ぎない。これを倒し続けるだけでは、なんら根本的な解決にはならないのだった。

　せいぜい静かに話す時を得た、程度の心こころ持もちで、レベッカが尋たずねる。

「綱つな引ひきにゃ、勝ってるみてえだが？」

　先行し、自分が中央を捥ぎ取った胸壁を飛び越えるカムシンは、首を微かすか横に振った。

「ああ、ごく小さな領りよう域いきを力任まかせに引っ張って、ようやくあの程度。細かな制せい御ぎよ・統とう合ごうを行い巨大な『偽ぎ装そう』を組み上げるのは、現状では不可能ですね」

「ふむ、見たとおり、一帯に〝壊かい刃じん〟がその身を浸透させているためじゃろうな。まったく、どこまでも厄やつ介かいな奴やつじゃて……それより『万ばん条じようの仕し手て』よ、その傷は？」

　ベヘモットに言われて、改めてヴィルヘルミナは肩を押さえる。

「周しゆう知ちの自じ在ざい法ほう『スティグマ』でありますな」

　そこには既すでに応おう急きゆう手当てとして、包ほう帯たい代わりのリボンが幾いく重えにも巻かれていた。血の染しみも見えるが、それほど大きくはない。

　容よう態だいと説明、双そう方ほうへの疑問に、レベッカは首を傾かしげる。

「あん？　そいつはおまえが前の戦いで、とっくに解決したんじゃなかったのか」

　ヴィルヘルミナは即そく答とうせず、仮か面めん越ごしの視線で一同を促うながした。

　三人は胸壁の奥、ズタズタに崩くずされた城の郭くるわに潜もぐり込む。サブラクが再さい来らいするまでの僅わずかな時間、気休め程度の間を取るためだった。

　砂すな埃ぼこりを落とす壁に背を持たせ掛けたレベッカが、早さつ速そく・手て短みじかに尋たずねる。

「で？」

「以前との差さ異いは、傷が広がらないこと、先には効いた解かい呪じゆの式が通じないこと、の二点。御み崎さき市の戦いで『スティグマ』を破られたサブラクが、何らかの改良を施ほどこした、ゆえに以前と同じ式では通じない、というあたりが妥当な推すい測そくでありましょう」

「存ぞん命めい誤ご算さん」

　ヴィルヘルミナはティアマトーの端たん的てきな総そう括かつに、仮面の内で苦にがい顔を作った。

　討とう滅めつした、という思い込みから、彼女はサブラクの新たな力に対する、日々の予防措そ置ちを絶やしていたのである。結果、無む策さくで当たらざるを得なくなった……そんな認にん識しき不足、万まんが一いちを見み過すごした油ゆ断だんで難なん局きよくを招いてしまった己おのれに、激しい怒りを感じているのだった。

「現在、御み崎さき市における場合と同じく、これまでに蓄ちく積せきした自じ在ざい式しきで効果があるものを探す作業を進行中であります」

　自らの傷に触れ、桜さくら色いろの自在式を見えるように現す。無数の式が延えん々えん、点ともっては消えてゆく様さまが、今の彼女にできるせいぜいの対策だった。

「傷きず口ぐちが広がらないのは不幸中の幸いながら、やはり当然の心こころ構がまえとして、負傷は極力避さけるべきかと」

「回かい避ひ専せん心しん」

　自身の手落ちから、そう言わざるを得ないことを、ヴィルヘルミナは、ただ恥はじる。

　もっとも、残る二人にして四人は、彼女の猛もう省せいに追い討うちをかけたりなどしない。これは、彼らが人格者しやだったから、というわけではなく、今在る状況への対たい処しよにこそ重きを置く、実際的な性格だったからである。

　それよりも、と言い合う、

「あの化け物もの相手に傷を負うな、ってのは、なかなか厳きびしい条件だな」

「彼と出くわした際の一番の対策、逃げの一いつ手ては、今の状況じゃ実行しようがないからね」

「ああ、問題は『儀ぎ装そう』を使わず、当とう初しよの作戦通りに動けるかどうか、でしょう」

「ふむ、やはり『カデシュの血けつ印いん』の配置を──」

　彼らの足下、石組みの隙すき間まに茜あかね色いろが閃ひらめく。

　レベッカが叫び、

「言ってる傍そばから──散れ!!」

　三人が三方に飛び出した直後、撹かく乱らんとして放られた光こう球きゆうが、城じよう郭かく内で大だい爆発を起こした。







　サブラクは、燻いぶり出された獲え物ものの一匹、ヴィルヘルミナへと襲おそい掛かった。偶然ではなく、狙ねらってのことである。飛び出した正面に炎ほのおの怒ど涛とうとして立ち塞ふさがり、その波は頭とうの落ちる勢いを加えた双そう剣けんの斬ざん撃げきを叩たたき込む。

　が、やはり当然というべきか、戦せん技ぎ無む双そうを謳うたわれた『万ばん条じようの仕し手て』には、勢いや力攻ぜめは全く通用しない。絡みさえしない、剣けん尖せんを掠かすめたリボンの一ひと振ふりで、斬撃の軌き道どうはあらぬ方向への変へん針しんを強いられる。傍はた目めには、斬きる側が唐とう突とつにつんのめったとしか見えない。

「むう!?」

　それでもサブラクは、つんのめった勢いを殺さず素早く宙で前ぜん転てん、一回りして再びの斬撃を繰り出す。加えて、背負う怒涛の内からも、無数の剣を弾だん幕まくのように撃うち放った。

　が、ヴィルヘルミナはそれすらも一向、苦にしない。

　無数のリボンを鬣たてがみとする優ゆう雅がな舞いは、必殺の威い力りよくも無数の切きっ先さきも、触れることすら最小限に、かわし、いなし、避ける。撫なでるように触れられた剣が他の剣に接せつ触しよくし、中心に在る一人を完全に圏けん外がいとする、剣と剣、空中での壮そう絶ぜつな激げき突とつの衝しよう撃げきと噪そう音おんが散り咲く。

　芸術的、と言って良い宙の剣けん劇げきに、唯ただ一ひとつ混ざっている異い物ぶつは、他ならぬサブラクだった。自分が撃うち放った無数の剣が乱らん舞ぶする中で、容よう赦しやなく切り刻まれる。が、無む論ろんのこと、この程度の損そん傷しようは、彼にとって蚊かが刺すほどにも感じない。

（我が力と真まっ向こうから当たって引かず、凌しのぎ、のみならず攻撃を逆さか手てに取っての反はん撃げきまで繰り出すとは……格かく闘とうの技ぎ巧こうにおいては、間違いなく最高に位置する存在か）

　感かん嘆たんを抱く余よ裕ゆうすら伴って、無む論ろんのこと寸すん毫ごうの恐怖さえ抱かず、ただ切り刻まれ押されるまま、自ら作り出した炎ほのおの怒ど涛とうの中へと叩たたき込まれる。

　と、その沈むのに合わせて、茜あかね色いろの塊かたまりが圧あつ縮しゆくされるように容積を縮めた。巨大な鞴ふいごとして大だい圧力を集しゆう約やくする、その先頭に、いつしかサブラクの姿が──。

　ヴィルヘルミナは、今いま見ている光景の意味を知っていた。

（これは！）

　御み崎さき市の戦いで彼女が完全に避け得なかった、超ちよう高速・大だい威い力りよくの強きよう襲しゆうを繰り出すための構えだった。今度こそ完全に凌ぎきってみせる、と広がる鬣たてがみの全てに気を払う。

　その流れる純じゆん白ぱくの群れの中、

（……？）

　一いち条じよう、茜色が混じっている。

　それはリボンではない、紐ひも状じようの自じ在ざい式しきだった。

　他のリボンのように、仮か面めんから伸びてもいない。

　自在式は、包ほう帯たいの巻かれた肩の傷から伸びている。

　他のリボンのように、長く無む防備に、棚たな引びいていた。

　切せつ断だんすることも引き抜くことも、自在式ゆえに不ふ可能。

（いけない）

　新たに自在法ほうを使って対たい処しよをするための時間さえ、与えられない。

　まさに計ったタイミングで、サブラクを弾だん頭とうとした圧力砲ほうが、撃うち放たれる。

（今は、避けるしか）

　例え超ちよう高速、大威力であろうと、遭そう遇ぐう済ずみの攻撃である。戦せん技ぎ無む双そうの異い名みようを取るヴィルヘルミナ自身のみであれば、なんとか回かい避ひし、リボンで受け、軌き道どうを逸そらすこともできただろう。

（式の対処は、後に──）

　しかし、彼女の制せい御ぎよに与あずからない茜色の自在式が一いち条じよう、かわした宙に残っていた。

　狙ねらって過たず、剣けん尖せんを揃そろえた弾頭となったサブラクは、この自在式の端はしを断ち切る。

　瞬しゆん間かん、

「う、ああっ!?」

　小さかった肩の傷が、まるで手をかけて引き裂かれたように広がった。そのおぞましい感かん触しよくに、包ほう帯たいの中で噴ふき出す鮮せん血けつに、遠のきかけたヴィルヘルミナの意識を、

「覚かく醒せい!!」

　ティアマトーの一いつ喝かつが引き戻した。

　宙に曲線を描き着ちやく地ちしたサブラクは、早々に追い討うちをかけるべく、新たな炎ほのおを圧あつ縮しゆくしつつある。どれほどの痛みであれ、彼女には悠ゆう長ちように呆ほうけているような暇ひまは与えられなかった。

「っ──く！」

　鮮血の広がる肩を押さえ、傷のショックに眩くらむ頭を強く振って、出来得うる限りの速さで降下する。傷きず口ぐちから伸びる自じ在ざい式しきは依い然ぜん、リボンとして棚たな引びいていた。

（今の状態では、私自じ身しんが避けられるか、どうか……可能性は、五分程てい度ど）

　そう冷静に判はん断だんしつつ、辛かろうじて技で保っていた均きん衡こうを一いち撃げきで崩くずされた己おのれの不ふ甲斐がいなさに、また怒る。と同時に、常と変わらぬ戦いを仕掛けたように見せかけて、再さい戦せんのため周しゆう到とうに準備していたサブラクの手しゆ練れんと執しゆう念ねんに戦せん慄りつする。

　思いを巡らせる数秒の間に、打ちかからんと身を屈かがめていたサブラクの足下、臨りん界かいに達した圧力を開放せんとしていた炎の塊かたまりへと、

「!?」

　ボボボッ、と立て続けに光こう球きゆうが打ち込まれた。

　溜ため込んでいた力の全てを弾はじけさせて、茜あかね色いろが誘ゆう爆ばくする。一帯の城じよう郭かくどころか、頭上に見える『詣けい道どう』反対側の地面にまで余よ波はの崩ほう壊かいを起こし、熱と風による暴ぼう力りよくが吹き荒れた。

　その中を翻ほん弄ろうされるヴィルヘルミナを、レベッカが抱きとめる。

「すまねえ、遅れた」

　言って彼女は、戦友の肩から伸びる茜色の自在式、一気に広がったらしい傷を確かく認にんし、先の戦せん闘とうと合わせて大よその見けん当とうをつけた。それでも、口を突いて出るのは戯ざれ言ごとである。

「ったく、なにも自分で実験するこたねえだろ」

「つまりサブラクは、かつての切り札を、破られたと簡単に捨てず、改めて解かい除じよも治ち癒りようも不能という点のみに特とつ化かした式へと組み直したわけか」

　相あい棒ぼうの方は大おお真ま面じ目めに、しかし変わらずのんびりと分ぶん析せきした。

　度たび重かさなる爆ばく発はつに砕くだかれ焼かれ、瓦が礫れきの山と成り果てた城じよう砦さいの陰に、二人は飛び込む。サブラクの溜め込んだ圧力による爆発は、未だ余よ震しんとして瓦礫を不安定に揺り動かしていた。

　その一個を蹴けり飛ばし、即そく製せいの腰こし掛かけを作ったレベッカは、ヴィルヘルミナを座らせる（急きゆう襲しゆうを受ける現状では、迂う闊かつに寝かせるわけにも行かない）。またすぐ状況確認のため、軽く瓦礫の陰から顔を出して、自分が誘爆させた跡あと地ちを見やる。

　クレーターとなって抉えぐれた一帯は、瓦礫さえ吹き飛んで、何物の痕こん跡せきも残していない。

「普通なら、今ので終わりなんだが……やっぱ」

「そうは、いかないか」

　今度は、さっきのように語り合う間は与えられない。レベッカとバラルが声を交わす間に、クレーターの周囲から茜あかね色いろの炎ほのおが渦うずのように巻いて、伸び上がる。

　その頂いただきには、傷一つない〝壊かい刃じん〟サブラクが、全く当たり前のように立っていた。二人の潜ひそむ方角に、ゆるりと剣を付き付け、伸び上がった炎を尽きない雪崩なだれとして差し向ける。

「ちっ！」

　レベッカは舌した打うちして、ヴィルヘルミナを再び抱え上げた。脱だつ兎との如ごとく瓦が礫れきの間を走り抜ける、そのすぐ後ろから波は頭とうを崩くずした茜色の炎が降りかかる。

「おわっ、と！」

　レベッカは跳ちよう躍やくし、危うく避けた。折れた塔とうに飛び移り、洪こう水ずいのように溢あふれ来る炎を背に駆かけ上がる。抱える友人への軽かる口くちも忘れない。

「はは、さっきまでとは逆だな」

「忝かたじけないので、あります」

「救きゆう援えん感謝」

「いいってこと、よっ！」

　ヴィルヘルミナに返すと同時に、塔の先せん端たんから宙に舞い、周囲を巡っていた光こう球きゆうを幾いくつもばら撒まいた。桃もも色いろの爆ばく発はつは炎を吹き散らし、彼女らを大きく離り脱だつさせる助けともなる。無む論ろんのこと、波頭に在ったサブラクへも、一いち撃げき二に撃げきと光球は叩たたき込まれていた。

　大きく距離を取った二人が振り向く先、轟ごう々ごうと燃える桃色の炎の中から、黒いマントの影が瓦礫を踏んで平然と歩いてくるのが見える。

　分かりきっている結果に、それでもレベッカとバラルはウンザリした。

「やれやれ、吹っ飛ばし甲斐がいのない野や郎ろうだ。いっそジジイどもと代わって欲しいぜ」

「人には向き不向きってものがある。僕らにはできないことが、彼らには──っ、と？」

　二人とともに舞い飛ぶ瓦礫の中に『カデシュの血けつ印いん』が大きく点ともり、瞬しゆん時じに周囲の欠かけ片らを集約して巨大な掌てのひらとなる。弾だん丸がんとなって突きかかってくる無数の剣から二人を守るように包み、手首として伸びる褐かつ色しよくの炎に引かれて一気に、遠えん方ぽうへと運んだ。

「ジジイ、怪け我が人にんがいるんだぞ!?」

　掌しよう中ちゆう、レベッカが叫ぶ間に、二人はカムシンの許もとへと辿たどり着いている。握った形でドカンと着ちやく地ちさせる、乱らん暴ぼう極まりない形で。

　最さい古このフレイムヘイズは即そく座ざに掌を分ぶん解かいし、降り立った二人に言う。

「ああ、こちらの不ふ都つ合ごうで、色々手て間まを取らせて申し訳わけありませんでした」

「ふむ、囮おとりとなってもらった時間分ぶんは、しっかり仕掛けさせてもろうたよ」

　レベッカも憎にくまれ口を止め、傍かたわらのヴィルヘルミナに目をやった。

「どうだ？」

「問題なしであります」

　ようやく負傷のショックから立ち直ったヴィルヘルミナは、背せ筋すじを伸ばして立ち上がる。激げき痛つうは未だ肩を責め苛さいなんでいるが、それを怠たい惰だの言い訳わけにするつもりはなかった。

　二人の様よう子すを確かく認にんしたカムシンは頷うなずく。

「ああ、では、始めましょうか」

「おうよ！」

「了りよう解かい」

　三人は、この地に至る道どう中ちゆうで立てた、所しよ定ていの作戦に沿って動き出す。

　一帯に張り巡らせた、罠わなを発はつ動どうさせんと。

　三人の前方で、悠ゆう然ぜんと歩を進めるサブラクも、胸の内で算さん段だんを練る。

　自身密ひそかに用意する、罠の発動について。

「一時、何処いずこかへと姿すがたを隠かくしていた『儀ぎ装そうの駆かり手』が姿を現し、合流したか。先の、日本における屈くつ辱じよくの戦いと同じく、我が知ち覚かくが一いち個人の狭きにあることを利用した、囮おとりと罠の敷ふ設せつ、役割の分ぶん担たんに違いあるまい……よかろう、斬きり込み、斬り抜け、斬り返してくれる」

　呟つぶやく足下に幾いく度ど目めかの、茜あかね色いろの炎ほのおが湧わき上がる。







　直後、フレイムヘイズら三人は、作り上げた罠に誘い込む、という意い図とに一見反はんするかの如ごとく、各おの々おの積極的な攻こう勢せいに出ていた。

　これは、引いて誘ったところでサブラクほどの〝王〟がノコノコと付いてくるわけがない、ゆえに攻勢によって戦せん場じようを引きずり回し罠の敷設された地点へと到達させる、三者による攻勢のバランスでその大まかな方向を制せい御ぎよする、等の戦せん術じゆつ的意い図とによる。

　だからといって無む論ろん、誰だれも手を抜いたりはしない。手を抜くことが許されるほど容た易やすい敵でもない。倒せるならば今すぐ倒すほどの本気で、三人は次々と攻撃をかける。

「おらおらあ──!!」

　レベッカの周りを惑わく星せいのように巡っていた光こう球きゆう群ぐんが、次々と軌き道どうを離れ、流りゆう星せいとなって奔はしった。桃もも色いろの輝きは茜色の怒ど涛とうの進行路ろ上で炸さく裂れつ、炎の塊かたまり同士で壮そう絶ぜつな嚙かみ合いを起こし、その内にある剣を折り砕くだいてゆく。

「正面から対たい峙じし破は壊かい力りよくをぶつけに来たか。意い気きと威い力りよくは称しよう揚ように値しようが、我が剣を無む為いに折り砕かれるのは不ふ本ほん意いでもある。企き図とが牽けん制せいに過ぎぬのであれば、なおさらのこと」

　膨ふくれ上がる、両者が生み出した炎の嵐あらしを、茜色の怒涛に乗ったサブラクは言葉のとおり正面からぶつかって乗り越えた。その勢いを利して自身、鋭く跳ちよう躍やくする。

　双そう剣けんを閃ひらめかせ襲おそいかかる姿を認めたレベッカは、

「とっ!?　やらせるかい!!」

　驚きつつも両手て首くびを交差、周囲の光球全すべてを起き爆ばくさせた。

　彼女を中心とした大だい爆ばく発はつを、しかしサブラクはマントを盾たてとして防ぐ。その吹き飛ばされた身が落らく着ちやくする前に、無数のリボンによってグルグル巻きにされた。

「む、まだここまでの力を──」

「口こう舌ぜつ無む用よう」

　ティアマトーが敵てき手しゆの声を切らせる。

　現状では不ふ死じ身みに限りなく近い彼を締め付けても無む意味、と重々承しよう知ちしているヴィルヘルミナは、捕らえ続けることに拘こだわらない。現在の負傷から、また先の自じ在ざい式しきを伸ばされる可能性の高い、至し近きんでの格かく闘とうは甚はなはだ危険でもあった。ゆえに今はただ、その吹き飛ぶ勢いを殺さず、方向だけを微び調ちよう整せいして放った。

　まるでトスされるボールのように宙を彷さ徨まよう〝紅ぐ世ぜの王〟に、止めの一いち撃げきが来る。

「ああ、流石さすがに良いコントロールです」

「ふむ、儂わしらもせいぜい見習うとしようかの」

　小高い丘と見える城しろ跡あとに立つカムシンが、動作の印いん象しようは軽く、実際の質しつ量りようとしては重く、鉄てつ棒ぼう『メケスト』を振るった。

　その下か端たんから牽けん引いんの鎖くさりとして伸びていた褐かつ色しよくの炎ほのおに引かれ、統とう制せい力の限りに捥もぎ取られた瓦が礫れきの塊かたまりが、濛もう々もうたる土つち煙けむりを上げて宙へと擲なげうたれる。大きな屋や敷しきほどもある塊は、飛ひ翔しようしていきなり、集束爆弾クラスターのように破は壊かい力をばら撒まいた。

「ぬ、おおおおお!?」

　サブラクは逃げ場のない中ちゆう空くうで、質量に速度、熱に炸さく裂れつを加えた暴ぼう力りよくの殺さつ到とうに晒さらされる。激げき突とつと爆発が、次なる激突と爆発が、さらなる激突と爆発が、立て続けに彼を蹂じゆう躙りんした。

　が、

「ああ、呆あきれかえった頑がん丈じようさですね」

「ふむ、あれで四し肢しの二つも千ち切ぎれぬか」

　爆ばく炎えんの中を落ちてゆく影に向かって、最さい古このフレイムヘイズらはサラリと恐ろしい感想を漏もらした。それより、と声を継ぐ。

「ああ、しかしあまりに容た易やすく行き過ぎていませんか？」

「ふむ。三人が一度ずつで追いやれた、か……とはいえ、千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機きには違いない」

　沈ちん思しが躊ちゆう躇ちよになる寸すん前ぜん、カムシンは再び『メケスト』を持ち上げた。軽く数すう回転させてから、サブラクが落下する方角をピタリと指し、集中する。

「起き動どう」

「カデシュの血けつ脈みやく、展開」

　今まさに落着せんとする不ふ死じ身みの〝王〟を中心に、直径五十メートルほどの円えん環かんに配置されていた数十もの自在式が、褐色の炎を吹き上げた。各おの々おの両隣どなりへと伸ばす炎が結ばれ、円環が完成するや、塀へい状じようの炎が吹き上がる。それはまるで、巨大な監かん獄ごくだった。

　轟ごう々ごうと立ち上る褐かつ色しよくの輝きを遠く見て、カムシンらは確かく認にんし合う。

（ああ、私では『弔ちよう詞しの詠よみ手』のように、自じ在ざい式しきで広こう範はん囲いの地じ盤ばんを丸ごと持ち上げ、隔かく離り空間を形成するなどという、並なみ外はずれた真ま似ねはできませんが）

（ふむ、統とう制せい力によって、円えん内ない外がいの疎そ通つうを遮しや断だんする程度ならば）

　彼らが各所に『カデシュの血けつ印いん』を仕掛けて回る際、地下へと伸ばした力は、さほど深くない場所で途と切ぎれる感覚を得ていた。サブラクの言う『詣けい道どう』なる空間は、行く道に幾いく度ども歪ゆがみや断だん層そうを回かい避ひしていたことから推すい測そくされたとおり、両りよう界かいの狭はざ間まに辛かろうじて存在を保つ『管くだ』でしかなく、厚さもさほどではない。隔かく離り空間として十分機き能のうするはずだった。

　こうして力の供きよう給きゆうを遮断した上で、意い思し総体を宿す司し令れい塔とうたる人ひと型がたを潰つぶせば、街一つさえも己おのが体とする強大な〝壊かい刃じん〟サブラクを倒すことができる……この作戦は、御み崎さき市での戦いにおいて立りつ証しようされた有効な手法の応用なのだった。

　本来の想そう定ていは、カムシンが瓦が礫れきの巨人となって暴れ回り、折に紛まぎれて『カデシュの血けつ印いん』を密ひそかに配置、残る二人は援えん護ごに撤てつする、というものだったが、巨人を組み上げることができない、というハプニングから、実際には前ぜん衛えいと後こう衛えいの配置を逆にせざるを得なくなった。

　それでも、結果としては当とう初しよの作戦通り。サブラクの司令塔たる人型は、炎ほのおの監かん獄ごくの内に囚とらわれ、外部との力の遣やり取りを阻はばまれることになった。

　カムシンやヴィルヘルミナが交こう戦せんする間、力を十分に蓄えていたレベッカが、浮かれた様よう子すを隠かくしもせず、周囲に特大の爆ばく弾だんとなる光こう球きゆうを巡らせている。

「さあて一発、ド派は手でに行くか」

　標ひよう的てきは無む論ろん、監獄の内に在る、黒い立ち姿すがた。

（この程度で大だい勝利、と行くほど可愛かわいい野や郎ろうじゃねーだろな）

（なに、強ごう引いんに突とつ破ぱしたとして、仕掛けはまだまだある……まずは罠の存在を知らしめ、彼の自由な身動きに制限を加えることが重要さ）

　が、当のサブラクは、

「この俺が、同じ戦せん法ぽうで討とう滅めつし得る、などと侮あなどられるとはな。敗北とは、かくも不ふ愉ゆ快かいな果か実じつを後に実らせるのか。彼奴きやつら悉ことごとくを返り討うちにしたとて、この憤いきどおりは霧む散さんすまい」

　窮きゆう地ちにある不ふ敵てきのレベルではない、悠ゆう然ぜんとした不平で答えていた。

　その気き色しよくの異い様ようさに、レベッカは危険の火ひ花ばなを嗅かぎ取る。

（なにか、やばい！）

　反射的にそれを退しりぞける最速の方法……即すなわち、先んじての一いち撃げきを放とうとした彼女は、

「待て、レベッカ！　周りを見ろ!!」

「なんで止め、っ──!?」

　バラルの制せい止しに怒ど鳴なり返そうとして、ギョッとなる。自身の目に映ったものを、理解するのではなく感じることで湧わき上がった危機感かんから、思わず足下を見た。

　すぐ傍そばに、

　罅ひび割われがある。

　地じ割われ、ではない。

　世界の、罅割れだった。

　割れた地面が、十数メートルという浅い場所で、消えている。

　正確に表現すると、彼女の立つ世界の、存在が途切れている。

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟が作り上げた異い世界『詣けい道どう』の途と切ぎれる先……それこそが、人間の在る世界と〝徒ともがら〟の在る〝紅ぐ世ぜ〟を隔へだてる間かん隙げき、『両りよう界かいの狭はざ間ま』だった。

　そこには、なにも見えない、感じられない。

　そこからは、なにも聞こえない、匂におわない。

　なにが在るのか、無いのかも、分からない。

　全てが認識不能にして不ふ可か知ちの領りよう域いきだった。

　レベッカは、人間の住まう世界と同どう様ようのものと錯さつ覚かくさせていた地面が、この領域に浮かぶ、ほんの十数メートル……地ち層そうとも言えない薄すぎる皮の内に抱かれる危うい管くだの内側に過ぎなかったことを、事実によって改めて感じ、戦せん慄りつした。

　今、その管を割る罅割れが、恐ろしい速さで広がりつつある。

　脆ぜい弱じやくな世界の崩ほう壊かいを前にするレベッカは、

（なんだ、どうして……はっ!?）

　罅割れの根こん源げんが、とある円の縁ふちから放射状じように伸びていることに気付いた。

　その円、炎ほのおの壁で囲まれた監かん獄ごくの中から、声が響ひびく。

「く、く、く。見た目ほどに大した労力はかけていない。俺を隔かく離りする作用に多少、後あと押おししてやるだけで、この長大ながら脆もろい世界は、容たや易すく崩壊の危き機きに瀕ひんする、ということだ。どうする、このまま俺を閉じ込め続けると、拠よって立つ『詣けい道どう』そのものが砕けるぞ？」

　明確に、他者へと向けられる、サブラクの声が。

　彼女らの在る『詣けい道どう』そのものを人ひと質じちとするこの脅きよう迫はくが、解放を得るための虚きよ偽ぎでないことは、広がってゆく罅割れを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんである。そもそも彼ほどの〝王〟ならば、この監獄を強ごう引いんに突とつ破ぱすることも可能なはずだった。

　その方法を取らず、あえて『詣けい道どう』の崩壊などという自じ滅めつ同どう然ぜんの状況を引き起こしているのは、今後への備え……つまり、フレイムヘイズらが他にも複数の罠わなを仕掛けていることを見み越こし、同じ手を封じてしまうのが狙ねらいに違いなかった。

　バラルが声なき声で感かん嘆たんする。

（これは参ったな、僕らの狙いも全部お見通しだったってわけだ）

（くそったれ、どこまでも可愛かわいげのねえ!!）

　心しん中ちゆうでは敵に、声では味方に向かって、レベッカは叫ぶ。

「ジジイ、自じ在ざい法ほうを解け!!」

　言わずもがななことを、それでも叫んだのは、カムシンという使し命めいに純じゆん化かしたフレイムヘイズならば、眼前の強きよう敵てきや［仮装舞踏会バル・マスケ］の指し導どう部ぶ、果ては〝祭さい礼れいの蛇へび〟帰き還かんという敵の企き図とそのものを両界の狭はざ間まへと葬ほうむり去るために『詣けい道どう』を破は壊かいする、という非常の手段を取りかねない、と危き惧ぐしたからである。

（そーいうこと、されちゃ困るんだよ！）

　レベッカが心しん中ちゆうで叫んだのは、彼女個こ人じんの保ほ身しんからではない。むしろそれとは逆、カムシンとは別べつ方向に発はつ揮きされるフレイムヘイズとしての見けん地ちに拠よるものだった。

　仮に『詣けい道どう』が両りよう界かいの狭間に浮かぶ異い物ぶつだとして、遥か後方は、彼女らが来た世界と『神しん門もん』によって繫つながっている。この地の崩ほう壊かいの余よ波はが、どのような影えい響きようを繫がる世界に与えるか分からない以上、迂う闊かつな破壊は避けるべきだった。

　また、破壊された際の対策を〝祭さい礼れいの蛇へび〟が持っている可能性も無視できない。現に、両界の狭間で永遠に彷さ徨まようはずだった彼は、こうして帰還するための道を作り上げている。対策の存在する可能性は、高いと見み做なすのが妥当であろう。

　犠ぎ牲せい覚かく悟ごで『詣けい道どう』を破壊した彼女らだけが狭間に放り出され、後から道を辿たどってきた〝祭さい礼れいの蛇へび〟の方は砕くだけた場所を難なく渡って、何事もなかったかのように残りを踏とう破はする……という間ま抜ぬけな結果になってしまっては、目も当てられない。

　サブラクが自らも危険に晒さらす脅おどしをかけている以上、用心に用心を重ねるべきだった。

　遠く潜ひそんでいるはずのカムシンは、

（早くしろ、ジジイ！）

　レベッカにとって恐ろしく長い数秒を経て、ようやく自在法を解く。

　お手上げ、という状況を示すように、炎ほのおの監かん獄ごくが消え去った──途と端たん、『詣けい道どう』には復ふく元げん機き能のうがあるのか、世界の罅ひび割われは急速に閉じ、元もと通どおりの姿すがたを取り戻してゆく。

　その破壊の震しん源げん地ちに平然と佇たたずむのは、サブラク。

「さて、既すでに察していようが、これで貴き様さまらの目論見もくろみは全て白紙……俺との戦いを、また最初から始めてもらうとしようか。新たな策を講こうじるとして、その間に誰だれが倒れるか」

　ゆっくりと踏み出す驚きよう異いの影を、

「──」

　しかしレベッカは指ゆび差さして叫ぶ。

「──っまだだ!!」

　瞬しゆん間かん、サブラクの周囲に閉じた目の形をした紋もん章しよう、『輝き爍しやくの撒まき手』の仕掛けた潜せん伏ぷくする爆ばく弾だんの自在法『地じ雷らい』が浮かび上がり、各おの々おのその場で一点に収しゆう束そくする。

「な、に？」

　標ひよう的てきたるサブラク自身への攻撃ではなく、その周囲、炎の監獄より二回り小さな円えん形けいの爆発が起きた。のみならず最後に一いち撃げき、より大きな爆ばく発はつが地中で起こり、爆発で掘り下げられた円えん形けいの地面を、宙へと大きく高く持ち上げる。

「ヴィルヘルミナ!!」

　レベッカの号ごう令れいを受け、御み崎さき市しで行われたものを、より小型化かした、より乱らん暴ぼうな手法による隔かく離りを完全なものとすべく、無数のリボンが走った。白い奔ほん流りゆうはサブラクを乗せた地面を巻いて渦うずとなり、絞しぼられて球となり、表面に断だん絶ぜつと妨ぼう害がいの自じ在ざい式しきを幾いく重えにも輝かせる。

　この地面の爆ばく破さいによる空くう中ちゆう隔離こそ、カムシンによる炎ほのおの監かん獄ごくが万まん一いち破られた際の保険にして、真の切り札。レベッカが、サブラクを引きつけるヴィルヘルミナとの合流に遅れたのは、カムシン共々この仕掛けを施ほどこしていたためだった。

　そうして遂ついに、満を持したレベッカの止めが撃うち放たれる。

「喰らって弾はじけて燃えて死ねええええ!!」
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　狙ねらい違たがわず、常の数倍はあろうかという特大の光こう球きゆうが連続してリボンの殻からをぶち破り、内部の地面を、その上に立つ〝紅ぐ世ぜの王〟を、完かん膚ぷなきまでに焼き砕くだいた。

　レベッカは自分の目で、神じん器ぎ〝クルワッハ〟で、確しかと見る。どれだけ攻撃を喰らっても、その形状を崩さなかったサブラクの体が折れ裂け、消え果ててゆく様さまを。

「っしゃあああ!!」

　快かい哉さいを叫んだレベッカは、

　背後から一いつ刀とう、斬きられた。

「──、──!?」

　今度は叫ばず、叫べず、ただ本能的な反射だけで跳ぶ。

　斬ったのは、いつの間にか背後に現れていた、サブラクだった。

　再び両の目を、未だ宙で溶よう鉱こう炉ろのように燃えている隔かく離り空間へと転じる。

　そして、斬られたレベッカのみならず、

（なん、だと!?）

　隔離空間を維い持じするヴィルヘルミナも、

（いったい、なにが？）

　遠くから様よう子すを窺うかがっていたカムシンも、

（ああ、あれは、まさか）

　サブラクの燃えた欠かけ片らが、金色の火の粉に崩くずれて消えるのを、見た。

　レベッカの背後、斬った姿し勢せいのまま地に立つ、本物の〝壊かい刃じん〟サブラクが、嗤わらう。

「つまりは、三さん眼がんの女じよ怪かいに託たくされた身み代がわりの〝燐りん子ね〟というわけだ。最初の隔離を受けた際に入れ替わり、本ほん体たいは潜せん伏ぷくする単純な罠わなだが……俺の不ふ死じ身みを知るがゆえに、攻撃を喰らわず入れ替わるなどとは想そう像ぞうできなかったか。まったく、不ふ愉ゆ快かいなほど奴ベルペオルの読みは当たる」

　当とう初しよより仕掛けられ、シャナが見破った〝燐りん子ね〟の群れは、出現に際し破は壊かいされた。

　ヴィルヘルミナらはそう推すい測そくし、また推測は当たってもいた。しかし、そちらは単なる囮おとりであり、真にベルペオルより託された〝燐りん子ね〟、その使い道は……斯かくの如ごとし。

　嗤って、サブラクは一歩、踏み出す。

「ともあれ、我が秘ひ奥おうたる『スティグマ』を、解かい呪じゆ不能の一点にのみ絞しぼり込んで強化した新たな自じ在ざい法ほう『スティグマータ』、その仕掛けとなる傷を、新たに加えることには成功した」

　踏み出して、殺し屋は、また、嗤う。

「残るは──一人」







　シャナは振り返らず、空ならぬ空を飛ぶ。

　先せん導どうする鳥ならぬ鳥の後を追って、どこまでも速く。

　後に残した戦いに心を残さず、先だけを見て、どこまでも速く。










　　　　断だん章しよう　数日前の話　その１







　日本、御み崎さき市しの中央に位置する御崎市駅えき。

　新築の匂においも未だ薄れない駅えき舎しや、通勤ラッシュにごった返す改かい札さつ口ぐちで、あまりに長い数日を過ごし帰ってきた佐さ藤とう啓けい作さくを、前まえ以もつて連絡していた田た中なか栄えい太たが待っていた。

　不当な拘こう束そくを受けたとはいえ、自分の不ふ在ざい中に故こ郷きようを襲おそわれ、本来ならば自分がやるべきだった諸もろ々もろの役割を、そこから退しりぞこうと決意していた友人に押し付けてしまった。

　そんな引け目を持つ佐藤は、短く一言だけで挨あい拶さつした。

「よう」

　親友の不在という、已やむに已やまれぬ状況だったとはいえ、もう二度と関わりはすまい、と誓ちかっていた世の裏に潜ひそむ熾し烈れつな戦いの場に、また抜け抜けと足を突っ込んでいる。

　そんなばつの悪さを感じる田中も、短く一言だけで返した。

「おう」

　そうして、この親友に迷めい惑わくをかけられたことではなく、不在中に自分の無力さを思い知らされた男としての怒り、待たされ眠り続ける羽は目めになった女への労いたわりから、

「遅えよ、バカ」

　と付け加える。

　嫌いや味みも含まず陰いん湿しつさも感じない、この親友による非ひ難なんに、佐藤は見えない痛つう打だを胸の深くに受けた。なにも飾らず、言い訳わけもせず、やはり一言で謝る。

「すまん」

「それは、俺に言うことじゃないだろ。行こうぜ」

　謝しや罪ざいを却きやつ下かするように手を振って、田中はさっさと歩き出した。

「ああ」

　佐藤も答え、後に続く。

　彼は、この僅わずか数日の旅で、外界宿アウトローの人々の様々な思おも惑わくや立場に利用され、また自身も外界宿アウトローから得た情報や土産みやげたる書類を持ったり持たされたりしていたが、ここに在る今はただ、一つのことのみを考え、目指している。

　即すなわち、精神の疲ひ弊へいから眠り続ける彼女と再会し、可能ならば眠りから覚まし、助けとなるよう接するために、その身を横たえる自分の家を目指している。あなたを生かすことだけに全てを賭かける──そう、彼女に誓ちかったとおりに。

　我ながら単純さに呆あきれ、しかし恥はじない。

　誓ちかっただけのことをしよう、と念じる。

　その想いが、自然と足を速めさせた。

　早足から駆かけ足、やがて全力疾しつ走そう。

「──はっ、はっ、はっ！」

　佐さ藤とうは、自らの力で道を縮め得る初めての場所で、思う存ぞん分ぶん、想いをぶちまけた。もどかしく人ごみを搔かき分け、迷めい惑わくも考えず、どこまでも全力で突っ切ってゆく。

　追い越された田た中なかも、後を追った。

「──」

　と、その眼めに、いつかの戦いの中、彼と全力疾走していた日の光景が過ぎり、また今の光景へと戻る。懐なつかしむように切なく、しかし惜おしまず笑って、後を追った。

　二人は一いち路ろ、行くべき場所に向けて、走る。







「──っは、──っひ、──っは」

「い──、今さら、倒れるなよ、──佐藤っ」

　お互いなにを意い地じになったのか、駅から一度も止まらず走り通した二人は、佐藤家けの大きな門前で、一人の少女の出迎えを受けた。

「おかえりなさい、佐藤君」

　その少女・吉よし田だ一かず美みは、わざわざオーバーのポケットから出した手を揃そろえて言い、どういうわけか、クスリと笑う。

「──吉田、さん？　中で、待ってりゃ、いいのに」

　息切れ寸すん前ぜんの佐藤が尋たずねると、こちらはやや余よ裕ゆうのある田中が、同じく笑った。

「はは、は。俺が言ったんだよ。どうせ走って、帰ってくるから、ここでどっちが先着か、判定してくれ──ってな。俺が勝つところまで、言ったとおりだったろ？」

「うん」

　二人にからかわれて、佐藤は憮ぶ然ぜんとなる。

「な、んだよ、ったく……っ」

　深しん呼吸して冷たい空気を吸い込むと、門を開けた。無む我が夢む中ちゆうで走ってきた勢いをなくし、改めて自分から踏み出さねばならない道が、広い飛び石の形で眼前に在る。

　その静かな屋や敷しきの奥に駆け込むことを、この数日ずっと考え、望んできたというのに、何故なぜか足が重かった。ほんの数日前、二人にかけられた別れ際の言葉が蘇よみがえる。

（──「お使いなんだから、言われたことキチッとやんのよ」──）

（──「良い旅に、期間の長ちよう短たんは関係ねえぜ？　おめー次し第だいだ、佐藤啓けい作さくよお」──）

　まったく、ほんの数日前のことでしかない。

　その間に、どれだけ思いがけない出来事に遭そう遇ぐうしたか。

　自分はその出来事の分、しっかり成長できただろうか、あの人を満足させられる自分として帰れただろうか、と佐さ藤とうは自問する。具体的な成果として、肩から提さげたバッグに、助けてもらった女性に託たくされた土産みやげ、フレイムヘイズの今後の動どう向こうを記した重要書しよ類るいも入っているが、

（……）

　まず、なにより先立つ前ぜん提ていがあった。

　意識不ふ明めいのまま眠り続けている彼女の目を覚まさねばならない、ということである。

　御み崎さき市し駅えきに着くまでは、自分の家に帰り着くことへの焼け付くような焦しよう燥そう感かん、彼女に会わねばならないという切せつ迫ぱくした危き機き感かんが、時の一秒すら長く感じさせていた。でありながら、いざ実際にその状況と直面した今、空気が固く前を阻はばみ、足が重さに動かない、そんな感覚に捉とらわれている。

　心しん情じようは、一言に尽きた。

（……どうすりゃ、いいんだ）

　なんとも馬鹿らしい話で、帰って、会って、の後を全く考えていなかったことに、佐藤は今さら気がついたのだった。普段なら困った人間を放っておけない、こういうときに助け舟を出してくれるはずの、優しい少女への求めも半なかば、

「寒かったろ？　入んなよ。お茶くらい出すぜ」

　言って促うながしたが、求められた吉よし田だの方は、あっさりと首を横に振る。

「いいんです。帰ってきたのを、確かめられましたし」

　意い地じ悪わるから断ったのでないことは分かったが、言葉通りの単純な答えでもなさそうだった。

　戸と惑まどう彼に、さらに田た中なかが追い討うちをかける。

「そういうこと。俺も、無ぶ事じ送り届けたから、お役御ご免めんだ」

「お、おい」

　この場だけを見られれば、成長の欠かけ片らもない、と思われかねない情なさけない声に、田中は胸をドスンと拳こぶしで叩たたいて返した。

「ぐほっ？」

　よろける間に、二人して帰ってしまう。

「俺たちのために帰ってきたのか？　違うだろ？」

「目が覚めたら、改めて連絡くださいね」

　文字通り突き放された佐藤は、

「……」

　答えることも忘れ、その場に取り残された。

　が、それも数秒。落としていた肩に力を入れ、意を決して足を動かす。

　踏み石を辿たどり、鍵かぎを掛けていない玄げん関かんに。

　靴を放り出したまま、広く長い廊下を、進む。

　そうして、奥まった一室の前に、立つ。

　見み慣なれた、自分の部屋の、前に。

　その、初めて感じる遠さ。

「……」

　よりにもよって、ここに寝かされていることを、予あらかじめ田た中なかから聞かされていた。

（田中の奴やつ……あ、いや、吉よし田ださんの提案、だったか）

　とりとめない思し考こうで誤ご魔ま化かそうとする心を、ノブに手を伸ばすことで追い出す。

（っと、違う違う、ダメだ）

　つい、いつもの調子でドアを開けようとしていた自分に気付き、思い止まった。

「……っ」

　ノックをしかけて一いつ旦たん躊躇ためらい、改めて勇気を振り絞しぼり、初めてのノックをする。

「おめえの部屋だぜ」

　中から聞き慣れた、数日振りなのに懐なつかしい、軽く剽ひようげた男の声が返ってきた。

　覚かく悟ごを決めて、中に入る。

　よく知る広い部屋は、大きな家具類るいの配置こそ変わっていなかったが、全体に散らばっていた日用品や雑誌などが片され、掃除も行き届いていた。彼女を運び込む際、田中と吉田が一緒に片付けてくれたらしい。少年として、そのあたりに妙みような後ろめたさがあった。

　と、部屋の奥、ベッド傍かたわらの椅い子すから、再び声がかけられる。

「よう、どうだったい。こっちは御ご覧らんの有あり様さまさ」

　置かれているのは、画が板ばんほどもある大きな本。彼女と契約し異い能のうの力を与える〝紅ぐ世ぜの王〟、〝蹂じゆう躙りんの爪そう牙が〟マルコシアスの意い思しを表ひよう出しゆつさせる神じん器ぎ〝グリモア〟である。

　その彼に、佐さ藤とうは重い口で、なんとか一言を搾しぼり出した。

「ただいま」

「ヒッヒ、さっきエータに聞いたぜ。大だい冒険だったらしいじゃねえか」

「そんなことないよ。本当に、全然……」

　言いつつ、自分のベッドに歩み寄る。

　自分のベッドに寝かされている女性に、歩み寄る。

　ようやく会えた、初めて見つめるほどに見る、化け粧しようっ気のない寝ね顔がおは、安らかでも苦しげでもなかった。昏こん睡すい状態であることを知らされていなければ、ただ目を瞑つぶっているようにしか見えない。戦せん闘とう狂きようとまで言われたフレイムヘイズ、自信と貫かん禄ろくに満ちた憧あこがれの女じよ傑けつ、それら激しさも何いず処こかに消え去って、今は一人の女性として、只ひた管すらに眠っている。

　内ない心しん、その姿に込み上げてくるものを感じた佐藤は、しかし見かけだけは折り目正しく背せ筋すじを伸ばし、自分に与えられた初めての任にん務むについて報告した。

「ただいま帰りました、マージョリーさん」

　もちろん『弔ちよう詞しの詠よみ手』マージョリー・ドーは、その一言だけで目覚めるほど、殊しゆ勝しような駄だ々だっ子ではない。










　　　　２　時







　中ちゆう国ごく西南部、柱ちゆう石せき状じようの岩がん峰ぽう群ぐんからなる山地帯たいは、暗夜、吹き荒れる猛もう威いの下にある。

　天空には強風を伴う吹雪ふぶきが、大地には人じん外がいの振りまく炎ほのおが、それぞれ踊り狂っていた。

　当地に潜ひそんでいた［仮装舞踏会バル・マスケ］の本ほん拠きよ地ち『星せい黎れい殿でん』を巡っての、熾し烈れつな戦いである。

　今、この最大級の宝ほう具ぐたる移動要よう塞さいは、隠いん蔽ぺいの殻から『秘ク匿リのユ聖プ室タ』の砕くだける様さまも無む残ざんに、岩山を周囲に生はやす雪せつ原げんへと墜つい落らくしていた。そのすぐ傍かたわらの空中、戦せん火かに色付く吹雪の奥に、銀の縁ふち取どりがなされた巨大な漆しつ黒こくの鏡かがみと見える『神しん門もん』が浮かんでいる。

　いずれもが、死し守しゆ対たい象しようであり、攻こう略りやく対象であった。

　守るは『星せい黎れい殿でん』直ちよく衛えい軍ぐん、および要塞守しゆ備び隊たい。

　率ひきいるのは、外界宿アウトロー征せい討とう軍ぐん総そう司し令れい官かん〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビア。

　攻めるはフレイムヘイズ兵団の精せい鋭えい部隊。

　率いるのは、総司令官『震しん威いの結ゆい手』ゾフィー・サバリッシュ。

　本来、これは起こり得る戦いではなかった。

　少なくとも［仮装舞踏会バル・マスケ］陣じん営えいは、そう考えていた。

　彼らの掲かかげる大たい命めいの第二段階として作られた『神しん門もん』……両りよう界かいの狭はざ間まに眠る創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟本体に向かって伸びる『詣けい道どう』への入り口は、宙に固定された状態として在る。

　移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』は、自身を覆おおう隠いん蔽ぺいの殻から、内部にある気け配はいを完全に隠かくす特とく性せいを持つ『秘ク匿リのユ聖プ室タ』へと、この『神しん門もん』を囲い込むため、山深い当地に停てい泊はくしたのだった。殻の内にありさえすれば、フレイムヘイズ陣じん営えいに、決して居い場ば所しよが悟さとられることはない。

　そうして、既すでに大たい半はんを勢力下かに置いたユーラシア大陸の辺へん地ちに潜ひそみ、創造神にして盟めい主しゆ〝祭さい礼れいの蛇へび〟本体の帰き還かんを待つ……それだけが、この要塞と付ふ随ずいする軍ぐん勢ぜいに本来、与えられていた役割だったのである。

　世界のバランスを守るフレイムヘイズらとの全面戦争、優ゆう位いな地ち歩ほを占める東西両戦せん線せんに大たい軍ぐんを差し向け、残る主要な外界宿アウトローを陥かん落らくさせることさえも、そのための時間稼かせぎ、以降の組織的な反はん撃げきを封ふうじ、主しゆ導どう権けんを握るための一いち手段に過ぎなかった。

　それが、どういうわけか、

（まずい、な）

　フレイムヘイズ陣営は『星せい黎れい殿でん』の停泊地点を正確に把は握あくしていたらしい──否、らしい、どころではない。航空機一機ごと、少数による空くう挺てい作戦で至し近きんに軍勢を集しゆう結けつさせ、迷うことなく方向を定めて進しん攻こうしているのだから、正確に把握していたことは、ほぼ確実だった。

（フレイムヘイズどもの攻こう勢せいが、尋じん常じようの勢いではない）

　結果、両軍が『星せい黎れい殿でん』の前面で激げき突とつするという、［仮装舞踏会バル・マスケ］側にとって全く予想外がいの戦いを強いられる羽は目めになっている。直ちよく衛えい軍ぐんや守備兵へいらは無む論ろん、その任に堪たえる強さを持っていたが、それでも単たん体たいの戦力比ひでは、精せい鋭えいを揃そろえたフレイムヘイズらに相当の分がある。

（組織的な戦い、用よう兵へいの技ぎ巧こうで個々の差を補ってきたが、今やそれも限界か）

　さらに、内部に潜せん入にゆうした少数の討うち手らによって、鉄てつ壁ぺきの自じ在ざい法ほう『マグネシア』を繰くる要塞司し令れい官かん〝嵐らん蹄てい〟フェコルー、守備隊随ずい一いちの使い手〝哮こう呼この狻しゆん猊げい〟プルソンらを討うたれ、挙あげ句く、制せい御ぎよを奪われた『星せい黎れい殿でん』を砲ほう弾だんに、後方の予よ備び兵力まで潰つぶされてしまった。

（あの『星せい黎れい殿でん』落らく着ちやくの衝しよう撃げきと『神しん門もん』への敵てき勢ぜい突とつ入にゆうという失しつ態たいで、軍全体に怯きよう懦だの緩みが出ている……『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナ、魔ま神じんの契約者め、余よ計けいな宣せん布ぷをしてくれた）

　その時点で総そう崩くずれになってもおかしくなかった直衛軍が、なんとか踏み止まり得たのは、まさに常より培つちかった結けつ束そくと調ちよう練れんの賜たま物ものである。とはいえ、それらも根本の解決にはならない。今が攻め時と押し寄せるフレイムヘイズ兵へい団だんを前に、全軍潰かい走そうの危き機きは刻こく一いつ刻こくと迫っていた。

（機き密みつの塊かたまりたる『星せい黎れい殿でん』を、盟主と三柱臣トリニテイの御座おわす『神しん門もん』を、一時たりと彼奴きやつらの自由にさせるわけにはゆかん……せめて近辺の援えん軍ぐんが到とう来らいするまでの時を保たさねば）

　この戦せん場じようにおけるフレイムヘイズ兵団の優ゆう勢せいは、実は局きよく地ち的なものである。

　本ほん拠きよ地ちの位い置ち情報を活用した至し近きんへの空挺と速そつ攻こうは、裏を返せば周囲に十と重え二は十た重えと存在する［仮装舞踏会バル・マスケ］の防ぼう衛えい網もうを無む傷きずのまま残していることに他ならない。今、それらは矛ほこ先さきを逆に向けた包ほう囲い網もうとして、当地に進しん軍ぐんしている。遠からずフレイムヘイズ兵へい団だんが包囲殲せん滅めつの憂うき目を見るのは明らかだった。いかに決けつ死しの攻こう勢せいを掛けているとはいえ、また兵へい単たん体たいが強力であるとはいえ、まずなにより、彼らは時間との勝負で不利に立っていた。

（だが、その僅わずかな、今この地を支えるべき時が、足りぬ……遠からず戦場に到達するだろう西部方ほう面めん軍ぐんの主力と、司し令れい官かんたる〝煬よう煽せん〟ハボリムが揃そろえば、なんの問題もないのだが）

　遠きを見聞きする自じ在ざい法ほう『プロビデンス』によって、戦せん況きようを正確に把は握あくする外界宿アウトロー征せい討とう群ぐん総そう司し令れい官かん〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビアは、何処いずこかに深く潜ひそんで、自らの最終手しゆ段だんを取るべきか否か、取るとすればどの時点にすべきかを、まるで他ひ人と事ごとのように冷れい徹てつに計り始めた。







　前ぜん線せんでは変わらず双そう方ほうの叫きよう喚かんが踊っていた。

　誰だれも彼も、殺すために殺されるために駆かけて、跳んでいる。

　激げき突とつした当とう初しよと違っているのは、互いの勢いに差が生じ始めたことだった。

「はっはは！　そらそら、俺の南瓜かぼちやに喰われたいバカはどこだ？」

「さあ、私の『赤い赤い服』に包まれて──死になさい」

「とっておき、爆ばく破はします！　巻き込まれないで！」

　吹雪ふぶきの中、天に溶け込む柱ちゆう列れつとも見える岩がん峰ぽう群ぐんの隙すき間ま、あるいは頂いただきに拠きよ点てんを置く直ちよく衛えい軍ぐんの防衛線せんが各所で食い破られ、フレイムヘイズらが遮しや二に無む二に、雪崩なだれ込んでいたのである。

「くそっ、下がるな！」

「無傷の者を前に出して、戦せん列れつを立て直せ！」

「敵てき第五波、来るぞおー！　備えぇー!!」

　直衛軍は、背後の要よう塞さいを墜つい落らくさせられ、宙の『神しん門もん』に敵の突とつ入にゆうを許した……つまり本来、彼らが守るべきだったものが悉ことごとく侵おかされたことで、その士し気きに致ち命めい的な傷を負ってしまったのだった。しかも『星せい黎れい殿でん』の墜落は、彼らの後ご詰づめに回されるはずだった予よ備び兵力まで押し潰つぶしている。これで勇ゆう躍やくできる方がどうかしていた。

　辛かろうじて抗こう戦せんを継けい続ぞくさせているのは、眼前の敵への憎にくしみ、大たい命めいへの期待、戦いへの耽たん溺でき、義ぎ理りや忠ちゆう誠せい、矜きよう持じや連帯感かんなど、各おの々おの構成要よう素その異なる、兵としての練れん度どのみだった。

　対して、彼らを容よう赦しやなく叩たたき潰さんと迫るフレイムヘイズらの意気は正反対、軒けん昂こう極まりない。先せん刻こく、遂ついに布ふ達たつされた一つの指し令れいが、彼らに嵌はめられていた枷かせを完全に取り払っていた。

　指令とは他でもない、『各おの々おのの力を解かい禁きんせよ』である。

「そぉら、ナイフの大おお安やす売りだ、御お代だいは命で支払えっ！」

「拳こぶしで潰すがいいか、針で穴だらけになるか、どっちがいい!?」

「お願いです……私に傷をください……寸すん分ぶん違わずお返ししますから……」

　彼らには開戦前まえから、決して能力を全開にして戦ってはならない、という厳げん命めいが司し令れい部ぶより出されていた。理由は大きく二つで、一つは、基き本ほん単位として単純かつ均きん一いつ的である方が軍として目もく算さんを立てやすい、というもの。もう一つは、個々の特とく殊しゆ能力は多く、消しよう耗もうが激しい傾向にあり、仕掛けるべき戦せん機きを前に疲ひ弊へいしては意味がない、というもの。

　これが戦機の訪れ、大きく有利に傾いた今、遂ついに解かい禁きんされたのだった。

　精せい鋭えいと呼ばれるに相応ふさわしい腕うで利きき揃ぞろい、ゆえに各おの々おの我がも強い彼らが、それでも命令に服していた理由もやはり二つで、一つは、世界の危き機きを前に好き勝かつ手てバラバラで戦うのは不利、という当たり前の計算ができていたこと。もう一つは、その命令が、かつての大たい戦せんの英雄、現在の外界宿アウトローを纏まとめ上げた総そう司し令れい官かんたる肝っ玉母さんムツタークラージエから出ていたこと。

　彼女は、誰だれもが勇いさみ立つ最高のタイミングで、全軍に解禁を命じたのだった。

　その当人は、攻め時という今、前ぜん線せん近くに設けられた西洋風ふう出で城じろの、屋根もない吹きっ晒さらしの胸きよう壁へき上で、開戦以い降こう何度目かという立ちっぱなしの休息を取っている。

「ともかくも、粘ねばった甲か斐いはあった、ということかしら？」

　四十過ぎの修しゆう道どう女じよ、という外がい見けん以上の貫かん禄ろくを感じさせるゾフィー・サバリッシュは、吹雪ふぶきを様々に彩いろどって光る炎ほのおを目に、吹雪を突いて轟とどろき渡る戦せん場じよう騒そう音おんを耳に、小さく呟つぶやいた。

「さてさて、ようやく押し始めただけ、という状況を喜ぶのは、如何いかがなものですかな」

　その額ひたい、ヴェールに刺し繡しゆうされた青い星、神じん器ぎ〝ドンナー〟から、彼女と契約し異い能のうの力を与える〝紅ぐ世ぜの王〟、〝払ふつの雷らい剣けん〟タケミカヅチが、取り澄すました声で嗜たしなめる。

　電でん撃げきを自じ在ざいに操る『震しん威いの結ゆい手』の攻こう撃げき力は、フレイムヘイズの中でもトップクラスを誇る反面、消耗も激しく、適てき時じ休息を取らねばならない。ゆえに、現状のような集団戦せんにおける彼女の役割は必然的に、戦せん況きようを離れた場所から概がい観かんしつつ、危機に陥おちいった部隊があれば支え、突とつ破ぱをかけられそうな地点があれば加か勢せいする、というものになる。

　彼女がフレイムヘイズの総司令官に相応ふさわしいと目されているのは、並なみ外はずれた度ど量りようや統とう率そつ力、優れた知性や人ひと柄がらという内面の要素だけでなく、衆しゆう寡かを問題としない圧倒的な攻撃力、前線へと瞬しゆん時じに到達できる速力、これら二つの力を備えているためでもあるのだった。

「喜んではいませんよ。これからだ、と意い気き込んではいますけれど」

「なるほど、そういうことなら、弾はずむ声も許きよ容ようすべきでしょうな」

　今、彼女がやや長めの休息を取り得ているのは、フレイムヘイズ兵へい団だんが個々の能力解禁による総そう掛がかりで、状況を有利に進めているためだった。次に飛び出す時は、戦せん局きよく全体を動かす正しよう念ねん場ばとなるはず。見逃すことも力尽きることも、許されない。両軍の動きに気を配り、佇たたずんでこれを見つめるのが、今の彼女がなすべきことだった。

　ヴェールにこびり付いた、湿り気のない雪の塊かたまりを払う傍かたわら、

（兵団の予よ備び兵力まで投じる全面攻こう勢せいは、恐らく次の一度きり……必ひつ殺さつの戦せん機き到とう来らいを、見み誤あやまらないようにしなくては）

　余よ人じんには聞かせられない、と判はん断だんして声なき声で呟つぶやくゾフィーを、彼女以上に冷れい徹てつなタケミカヅチが、やはり声なき声で嗜たしなめる。

（今度は過ぎた杞き憂ゆうを？　いかにブランクが長かったとはいえ、感情の振れすぎる指し揮き官かんは、知らず部下に不安を伝でん染せんさせますぞ？）

　大きな転てん換かん点てんを前にした際の習しゆう慣かん、弱よわ音ねと苦く言げんによる切り替えと引き締め。全く久ひさ方かたぶりとなるこの儀ぎ式しきを両者して滞とどこおりなく交わし、また両者して聞こえる声として苦く笑しようを漏もらす。

　その背後、

「眺ながめて戦せん況きようを判はん別べつできる天候でもないだろう」

　胸きよう壁へきの上、武む者しや走ばしりに開いた穴のように見える階段から、三人の男が上がってきた。

　声をかけたのは、立て襟えりのオーバーコートに将しよう校こうの帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった壮そう年ねんの男、フレイムヘイズ兵へい団だんの幕ばく僚りよう長ちようを務める『犀さい渠きよの護もり手』ザムエル・デマンティウス。この出で城じろは、彼がフレイムヘイズとしての力によって、短時間の内に作り上げたものである。

「吹雪ふぶきの中に身を晒さらし続けるのは、体力の無む駄だな消しよう耗もうでしかない」

「戦せん場じようの監かん視しは別べつ途とに立てているのだ。休むべき時は休まれよ、総そう司し令れい官かん閣かつ下か」

　しわがれた声で続けたのは、その胸から紐ひもで下がる親おや指ゆび大だいの銀ぎん杯ぱい型の神じん器ぎ〝ターボル〟に意い思しを表ひよう出しゆつさせる〝紅ぐ世ぜの王〟、〝吾ご鱗りんの泰たい盾じゆん〟ジルニトラである。

　謹きん直ちよくかつ厳げん正せいな両者の言い様ように、新たな、重さの消えた苦笑で答える彼女らに、

「どうぞ、お召し上がりください」

　目元を長ちよう髪はつで隠かくした男が、サファリルックの腰に無数提さげていたポーチから、青い魔ま法ほう瓶びんを取り出していた。湯ゆ気げも香りも搔かき消される吹雪の中、蓋ふた兼けん用ようのカップに内容物を注そそいで差し出す。彼は、ゾフィーの副ふく官かんを務める『姿し影えいの派はし手』フランソワ・オーリック。

「熱いココアです、こういう時は甘い物が良いかと思いまして」

「ま、私たちには気休め程度だけどねー」

　女性の声で気き軽がるに言うのは、その背にある大きな壺つぼ型がたの神器〝スプレット〟に意思を表出させる〝紅ぐ世ぜの王〟、〝布ふ置ちの霊れい泉せん〟グローガッハである。

　傍かたわら、塀かべ際ぎわに飄ひよう々ひようと歩みを進める短たん軀くの男が、

「その気休めは、大いに重要なものですよ」

　口元まで上げた分ぶ厚あつい襟えり巻まきの下で笑った。彼は特別なフレイムヘイズとして知られる『大地の四し神しん』の一人、傍ぼう観かん者しやとして兵団に同どう行こうしている『皓こう露ろの請こい手』センターヒル。

「そう、私たちは、フレイムヘイズなのですから」

　涼すずやかな青年の声を投げかけるのは、腰に下がっている角ばった石のメダル型がた神器〝テオトル〟に意思を表出させる〝紅ぐ世ぜの王〟、〝殊しゆ寵ちようの鼓つづみ〟トラロックである。

　討うち手の中でも、とりわけ浮うき世よ離ばなれした二人の常識論ろんに、おかしみとして笑いを漏もらしたゾフィーは、カップを受け取り、ココアを口に含む。常じよう人じんなら十分も当たっていれば凍とう死しする吹雪の中、湯ゆ気げで唇くちびるを温め、熱い甘かん味みで舌を焼くのは、とんでもない贅ぜい沢たくのように思われた。

「ありがとう、とても美味おいしいわ」

　言って、フランソワから含がん羞しゆうの笑顔を貰もらい、感じた温かさ熱さ以上に心のくつろぎを得、一時今いまの状況を忘れて、センターヒルらの言葉を嚙かみ締める。

　労ねぎらいの行為、甘かん味みと熱さ、安らぎにくつろぎ、いずれも確かに、フレイムヘイズという存在にはなくても問題ないもの……より正確に言うならば、なくとも活動と機き能のうに支し障しようが出ないものである。

　しかし、それらを得た今、彼女の中には確かに、新たな行動への弾はずみが生じていた。自分一人で奮ふるい起こすより、もっと大きな力であると分かるほどに。

（たしかにこれは、フレイムヘイズだからこそ、生じるものですね）

　その弾みを胸の奥に置き、心身に活力を得た彼女は、カップを返した瞬しゆん間かん、フレイムヘイズ兵へい団だん総そう司し令れい官かんとしての己おのれを取り戻した。

「ザムエル、貴方あなたまでここに上って来たということは、なにかあったのね？　ここから眺ながめる分には、変化は見られないようだけれど」

　軽い一いち撃げきにも、ザムエルは生き真ま面じ目めに答える。

「あった。というより、捉とらえた。前ぜん線せんを破った兵らが、同どう系けい統とうの鎧よろいや腕わん章しようを身につけ、統とう制せいの取れた強力な〝徒ともがら〟の防ぼう衛えい線せんに行き当たった。現在、グリンカの隊が突き崩くずしている」

「意味するところは、お分かりでしょうな、総司令官閣かつ下か？」

　ジルニトラに念ねん押おしされるまでもない。

　一見、危き難なんと思える報告を、ゾフィーは笑えみとともに受け取った。常の穏おだやかな、女性としてのものではない、力に満ちた強きよう烈れつな、戦せん士しとしての笑みだった。

「要よう塞さい内の守備兵へいが、出てきているのですね？」

　元から『星せい黎れい殿でん』の周囲に配置されていた直ちよく衛えい軍ぐんは、お仕し着きせの鎧や腕章など、身に付けてはいない。実じつ戦せん部隊なのだから、不要なものに気など払わないのは当然である。

　そのような身形みなりの様よう式しきが必要な、しかも強力でありながら後から参さん戦せんするような部隊がこの地に在るとすれば、それは彼らの本ほん拠きよ地ちたる『星せい黎れい殿でん』内部の防ぼう衛えいと警けい備びに当たる要塞守備兵以外にない。つまり、

（兵力の底が見えた！）

　ということになる。

　本拠地至し近きんへの唐とう突とつな敵てき軍ぐん出現、その内部への奇き襲しゆうと守しゆ護ご者しや討とう滅めつ、要塞墜つい落らくによる予備兵へい力りよくの壊かい滅めつなど、立て続けに自軍を襲おそう理り不ふ尽じんな苦く境きように耐え、全ぜん力りよくを解かい禁きんした精せい鋭えい部隊の攻こう勢せいさえも巧こう緻ちな用兵で支え続けていた敵てき将しよう・デカラビアが、遂ついに本来用よう途と以外の兵へい種しゆまで前ぜん線せんに投入せねばならないほど手持ちの戦力を払ふつ底ていさせている。

　並の討うち手なら、逸はやって即そく座ざに飛び出すだろうこの好こう機きに、しかしゾフィーは、水を介かいした探たん知ち能力に長たけた副ふく官かんへと確かく認にんを取る。強きよう烈れつな笑えみはそのままに。

「フランソワ、後こう背はいに敵てき影えいは？」

「はっ、只ただ今いま確認いたします！」

　その表情に気け圧おされるフランソワは、前まえ髪がみの下で目を閉じた。

　応じて、背負った大きな壺つぼ、グローガッハの神じん器ぎ〝スプレット〟に満たされた水が、真まっ白しろな雪に変わる。粉こな雪ゆきの面おもてが、まず一点、やがて輪となって、緩い波は紋もんを描いた。

　同時に、彼自身の足下から、同じ雪面の波紋が強く波立つように広がってゆく。

　吹雪ふぶいて霞かすむ全ぜん周しゆう、景色の彼方かなたまで波紋は渡り、震しん源げんたるフレイムヘイズへと雪の中に在るモノの情報を伝える。単独で身を潜ひそめるような者ならともかく、軍ぐん勢ぜいほどの規模が対たい象しようであれば、相当に遠くまで感かん知ちの手を伸ばすことが、彼にはできた。

　現在の大まかな戦せん況きようは、

　山中に僅わずか広がる平野部ぶの北辺に墜つい落らくした『星せい黎れい殿でん』と、宙に取り残された『神しん門もん』、

　二つを背負った直ちよく衛えい軍ぐんと要よう塞さい守備隊が、平野部への侵しん入にゆうを阻そ止しせんと築いた防ぼう衛えい線せん、

　これを食い破らんと、南方から北上する形で猛もう攻こうを加えているフレイムヘイズ兵へい団だん、

　というものである。

　さらに視野を広げて、北方には遠く、南方には近く、［仮装舞踏会バル・マスケ］の防衛網もうを形作っていた軍勢が、決戦場じようを目指し進しん撃げきしている。特に南方の軍勢は、この地への降こう下か直後に兵団が打ち破った直衛軍の支し隊たいと合流し、危き機き感かんを士し気きの高さへと変えて急行の度を早めていた。

　以上の流れを見み越こしていたゾフィーは、時間制せい限げん付つきの優ゆう勢せい、敵包ほう囲いの内での猛もう攻こう、というフレイムヘイズ兵団の宿しゆく命めい的な状況を可能な限り長く維い持じするため、小こ勢ぜいの部隊を南方、つまり彼女らの後方へと突とつ出しゆつさせている。

　彼らの役割は、進撃してくる敵援えん軍ぐんへと様々な妨ぼう害がいを行って速度を鈍らせる、いわゆる遅ち滞たい防ぼう御ぎよである。敵勢せい力りよく圏けん内に小勢で居い残のこる以上、生せい還かんはまず望めないこの任務に、それでも多くが志し願がんして、危険と言うより決けつ死しの戦いに向かった。

　今、フランソワが確認を求められた後背の敵というのは、この南方から迫る援軍のことである。現在は静かなもので、派は遣けんした小しよう部隊と戦せん闘とうが始まっている気け配はいもない。

「当とう山地、警けい戒かい距離内に敵影なし！」

「空中、風ふう雪せつを突いて接近する者も皆かい無む。おっそろしいほどクリアね。役者は舞台の上に見えるだけよ！」

　グローガッハの補ほ足そくも受け、

「よろしい」

　頷うなずいたゾフィーは沈ちん思し一いつ瞬しゆん、命令を下す。

「まず、予備兵力の半数を、『神しん門もん』空くう域いきで交こう戦せんしている部隊への増ぞう援えんとして投入します。こちらは牽けん制せいレベルの攻こう勢せいで構いません。敵戦せん力りよくを二分するのが目的です」

　デカラビア率ひきいる『星せい黎れい殿でん』直ちよく衛えい軍ぐんに不利を強いる要素の一つに、死し守しゆ対たい象しようが二つに増えた、ということがある。

　本来、『星せい黎れい殿でん』の中に隠かくされ、一つ物となっていたはずの『神しん門もん』……盟めい主しゆや三柱臣トリニテイのみならず創そう造ぞう神しんの本体をも彼方かなたに秘ひめた、大たい命めいそのものと言ってよい存在が、混こん戦せんの結果、空中に露ろ出しゆつしてしまっている。墜つい落らくした『星せい黎れい殿でん』とは当然、距離が開いてしまっており、必然的に双そう方ほうを守る兵力は分ぶん散さんを余よ儀ぎなくされていた。

　この攻こう略りやくによって戦力を割さかしめる作戦に、デカラビアは乗るしかない。彼ひ我がの指し揮き能力の優ゆう劣れつに関わらない、戦せん場じようの状況が、彼にそれを強いる。

　そしてゾフィーは、彼女にとって本ほん命めいとなる指し令れいを続ける。

「地上部ぶ隊たいは、先せん刻こくからの攻こう勢せいを継けい続ぞくしてください。機を見み計はからって私が突とつ撃げきしますから、ザムエルは予よ備び兵力の残り半数を率いて、全軍の総そう掛がかりを指揮してください。本ほん攻勢は、敵軍を潰かい走そうさせる、あるいは『星せい黎れい殿でん』の占せん拠きよを、目標とします」

「ほう……占拠目標は『神しん門もん』ではなく『星せい黎れい殿でん』、ですか」

　了りよう解かいの声が上がる前に、タケミカヅチが訊きいた。説明を求めることで、命令を聞く者らの内にあるだろう疑問を予あらかじめ解かい消しようさせる、総そう司し令れい官かんの片かた割われたる者の心こころ得えである。

　眼前に在る、命令には基本的に従うザムエルや、異い見けんを口にするタイプではないフランソワだけを相手としているのではない（傍ぼう観かん者しやのセンターヒルは勿もち論ろん、対象外がいである）。実際に伝えられた兵らが疑問を抱いた際、伝でん達たつ者が総司令官の意い図とを十分に知らない、あるいは取り違えていては話にならない。可能な限りの説明を、今の内にさせておくべきなのだった。

　ゾフィーも無む論ろん、そんな相あい方かたの思おも惑わくを理解している。

「ええ。まず、『神しん門もん』は両りよう界かいの狭はざ間まに繫つながっている、いわば歪ゆがみの集しゆう積せき体たい。迂う闊かつな刺し激げきは避けた方が良いでしょう。それに、占拠する対象としては、守るに難かたすぎます」

　言って前方、やや上じよう方ほうを、促うながすように見やった。

　一同も視線で追った先、吹雪ふぶきの彼方かなたに在る『神しん門もん』周辺では、地上と比べて小しよう規模な光の明めい滅めつが見える。両軍ともに、本格的に潰つぶし合うまでの激げき戦せんには至っていない。ゾフィーの言うとおり、空中に浮かぶ巨大な物体は、守る側にとってあまりに大きな負ふ担たんであり、なおかつフレイムヘイズ陣じん営えいがそうしているように手を緩めるわけにも行かない死守対象である。

　ゆえに、この方面へと大だい規模な一軍を繰り出されれば、デカラビアとしては、より多数の兵力を割いて防ぼう衛えいせざるを得ない。

「空中戦せんが不ふ得え手てな者は、両軍にそれなりの割合で存在しますから、適てき任にん者を多数引ひき抜かねばならない防衛側がわの苦労は、この際〝徒ともがら〟の方に押し付けてしまいましょう」

　デカラビアが聞けば、泡あわの十粒つぶも吐くことで怒りを示しそうなことを、ゾフィーは平然と言い放った。そうして、今までの話が前置きであるかのように、付け足す。

「なにより、あの子達が行きました。分からないからと壊こわして破は滅めつを招くより、内部の情報を得るなり敵の盟めい主しゆに一ひと太た刀ち入いれさせるなりする方が、より現実的でしょう」

「……なるほど。では『星せい黎れい殿でん』占せん拠きよを目指す理由は？」

　タケミカヅチが周囲の納なつ得とくの気け配はいを計って、話を進めた。

　問われたゾフィーは、クルリと振り向いて言う。

「こっちは簡単です。あの城じよう砦さいが連れん中ちゆうの本ほん拠きよ地ちである以上、また不ふ可か知ちという油ゆ断だんを突かれ混乱した状況下か、事じ態たいの核かく心しんに触れる設備や機き材ざいが丸ごと残っている可能性が高い。要よう塞さいの制せい御ぎよ中ちゆう枢すうを掌しよう握あくすることで、迫る敵てき援えん軍ぐんの包ほう囲いを脱する乗り物としても活用できます」

　景けい気きづけだとしても、あまりに調子のいい計画を聞かされた一同は、それでも彼女の稚ち気きを宿した笑顔に釣つられるように──ザムエルは困った風ふうに、フランソワは頰ほおを引き攣つらせて、センターヒルは微かすかに明るく、と各おの々おののやり方で──笑っていた。

「さて！」

　とゾフィーは仕切りなおしの仕し草ぐさとして、修しゆう道どう服ふくを叩たたく。

　薄くもう一枚張ったヴェールが砕くだけるように、雪が落ちた。

「あの子達は『星せい黎れい殿でん』落下による援えん護ごのみならず、創そう造ぞう神しんの代だい行こう体たいや、三柱臣トリニテイが当とう戦せん場じように不ふ在ざいであることも教えてくれました。ここまでしてもらって負けるわけには行きませんよ？」

　しかし、以上の如ごとく戦せん機きを計ってなお、

「千年に一度あるかないかという〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟ベルペオルの大だい誤ご算さん。今までやられた分の仕返しです、存分に付け込むとしましょう」

　彼女らは、見み誤あやまっていた。

　否、見くびっていた。

　眼前に在る敵を。

　その覚かく悟ごを。




　ズズン、




　最初、戦場に在る者らは、それを爆ばく発はつの地じ鳴なりと思った。

　響ひびきの重さと深さは、距離の近さによるものだと考えた。




　ズズン、




　しかし、二度目の震動では、誰だれもそう思わなくなっていた。

　地に足を置く者は、自分が跳ね上がったことを感じていた。




　ズズン、




　さらなる三度目の震しん動どう……というより震しん源げんは、移動していた。

　感じた震動が、実は小こ刻きざみに続いていることにも、気付いた。




　ズズン、




　四度目の震動で、既すでに誰だれもがその予よ兆ちよう、次なる大きさを信じた。

　これから起きる震動が一点を超え、とんでもない事じ態たいになると。




　ズ　　──　　──　　ッ　　──　　ズン　　!!




　まず、地じ割われが起きた。

　戦せん場じようの各所で。

　次に、中からなにかが現れた。

　斑まだらの、巨大なものが。

　そして、現れたそれらが動き出した。

　幾いくつも、その場で、一いつ斉せいに。

　誰もが驚きよう愕がくし、すぐ戦せん慄りつとともに気付いた。

　これらは、独立したものではない。

　戦場一いつ帯たいの地面で蠢うごめき巡るそれは、一個の生き物。

　無む光こう沢たくの鱗うろこに藻もの斑を纏まとう、長大な魚ぎよ身しん。

　それが、戦いに荒らされた雪せつ原げんを砕くだいて、遊ゆう弋よくしていた。

　藻を削けずるように、鉄色の火の粉を巻き散らして。

　両軍が入り乱れる雪原の各所を蛇へびの如ごとく、まさしく縦じゆう横おう無む尽じんに。

　誰一人ひとり、この力の現れた様さまを、見たことはなかった。

　味方である直ちよく衛えい軍ぐんの兵へい卒そつら、敵であるフレイムヘイズ兵へい団だんの、誰一人。

　出で城じろの壁へき上じようから、戦場全ぜん体たいに満ちた巨大な気け配はい、未だ止まない吹雪ふぶきの間を蠢き巡る異い様ような姿すがたを認めた兵団の指し導どう部ぶも、声を失っていた。

「……あの姿を、見た者は？」

　ようやくゾフィーが口を開いたが、問いには誰も明快な答えを返せない。もっとも、問いは初しよ見けんの顕けん現げんについての詳しよう説せつ、どのような力を秘ひめているのかを尋たずねたに過ぎず、あれが何者であるかは、この場に在る全員が知っていた。

　ザムエルは、代わりに戦せん況きようの面から決断を促うながす。

「それより、我々の推すい測そくが正しければ、奴はすぐにでも我が方に攻撃を仕掛け、敵てき方がたの助じよ勢せいを始めるだろう。まずは対たい処しよに動くことが先せん決けつだ」

「決けつ定てい機きという、この今に……む、それゆえ、ということか」

　その胸の銀ぎん杯ぱいから、ジルニトラが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような声を漏もらした。

　ようやくの決め手を出しつつあった戦機を、敵てき側がわから理解したからこそ、仕掛けたに違いない。過去に幾いく度ども鎬しのぎを削けずりあった敵同どう士しであればこその、それは確信だった。

　ゾフィーは調子に乗っていた先せん刻こくの自分を思い出して、笑う。

「……ふう」

　その反省を一ひと息いきで終えると、笑いには不ふ敵てきさが加わった。素早く中で十字を切って、両の掌てのひらを胸の前で組む。これは、彼女の出しゆつ陣じんを示す所しよ作さである。

「彼も、今になって陣じん頭とうに立つなんて、らしくないことを」

「まったく。戦いくさとは思い通りに行かないもの、とお互いに痛つう感かんしているわけですな」

　タケミカヅチが嘆たん息そくとともに言う間に、体の周囲に紫し電でんの火ひ花ばなが走っていた。そうして、総そう司し令れい官かんたる女性は、幕ばく僚りよう長ちようへと追加の命めい令れいを下す。

「最低でも混乱が収しゆう束そくするまでは私が当たりましょう。予よ備び兵力の投とう入にゆう時期は貴方あなたに一いち任にんします。敵が手て強ごわくなったからといって、今が押し時であることには変わりないのですから」

「了りよう解かいした」

　答とう礼れいを受けると、今度は異い様ような光景に震え上がっていたフランソワに、鋭く目を向けた。背負った壺つぼにも重じゆう々じゆう言い聞かせるように、強い調子で命じる。

「敵てき軍ぐんの警けい戒かいには、くれぐれも怠おこたりなきよう。ここから先は、ほんの数分という時間が勝敗と生死を分かつでしょう。貴方たちに、全軍の命を預けますよ」

「は、はっ！」

「任せて」

　フランソワは責任の重さに緊きん張ちようし、グローガッハは短くも小こ気き味みよく、それぞれ答えた。

　ゾフィーは最後に、傍ぼう観かん者へと向き直る。

「なかなか、穏おだやかに観かん戦せんして頂く運びにはならないようですね」

「なに、難なん戦せん苦く闘とうも『見る』内に入っています、気にされることはない」

「そういうことです。次は、勝利を見せてもらえると、嬉うれしいですね」

　センターヒルとトラロックは、それぞれ穏おだやかに爽さわやかに答えた。

　もう一度、ゾフィーは一同を見渡してから、鋭く踵きびすを返す。

　常の文句を唱える間も置かず紫電を爆ばく発はつさせ、彼女は雷らい鳴めいを引いて飛んだ。吹雪ふぶきを貫つらぬく稲いな妻ずまという、在り得ない奇き景けいを現出させつつ、降下の場所を探る。

（見たところ、長い体ばかりで、頭はどこにもないようです）

（ならば、見えるところから、ですかな）

　言い合う間に、両軍の中央で小山のように蠢うごめく一つを標ひよう的てきと定め、修しゆう道どう服ふくの裾すそを絞しぼった。飛ひ行こう体勢を反転させ、下降の軌き道どうに入る。

「──っさあ、お相手しますよ──〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビア!!」

　稲いな妻ずまの輝きと轟とどろく雷らい鳴めいを引いて、両足による飛び蹴けりが一いつ直線、落下した。

「──だぁらっしゃあ──っ!!」







　僅わずか、時を遡さかのぼる。

　直ちよく衛えい軍ぐんに加え、要よう塞さい守備隊たいまでも動どう員いんして、ようやく突とつ破ぱされる寸すん前ぜんだった戦せん線せんの穴を塞ふさぐことに成功した外界宿アウトロー征せい討とう軍総そう司し令れい官かん〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビアは、一ひと息いきを吐つくどころか、さらなる手当てに着ちやく手しゆしていた。

　本体たる魚ぎよ身しんを何処いずことも知れぬ深きに潜ひそめる彼は、地上には人間大だいの円の中に五ご芒ぼう星せい、中央に閉じかけた目、という自じ在ざい法ほうだけを点ともしている。

　今、その前には、一人の〝紅ぐ世ぜの王〟が座していた。

　人ひと型がたの仮か面めんを付けた巨大な豹ひようと見える彼は〝翻ほん移いの面めん紗さ〟オセ。墜つい落らくした『星せい黎れい殿でん』に潰つぶされた部隊の指し揮き官かんである。彼は今、その残ざん存ぞん兵へいを纏まとめ終えたところだった。

　デカラビアは言葉を飾らない。単たん刀とう直ちよく入にゆうに問い質ただす。

「何割、集められた」

「は、それが、不ふ甲が斐いなき仕し儀ぎにて……」

　対たい照しよう的に、オセは大きな豹の体を屈かがめて、陳ちん謝しやの姿し勢せいを取る。

「総そう兵力の……三割弱に、ございます」

　いかに『星せい黎れい殿でん』墜落という想そう像ぞうの埒らち外な出来事が理由だったとしても、それで配はい下かの兵らを七割以上失うしなってしまった事実に変わりはない。預かった一軍が直衛軍にとって虎とらの子こ、戦せん局きよく転てん換かんのため投入されるはずだった切り札、となればなおさら、指揮官としての自じ責せきと屈くつ辱じよくの念はいや増す。

　ともかくも職しよく責せきを全うせんと残存兵力を搔かき集め、なんとか部隊としての統とう制せいを取り戻したところで、彼は処しよ罰ばつを受ける覚かく悟ごを持って報告に参さん上じようしたのである。

　対するデカラビアは、やはり言葉を飾らない。

「少ない、な。敵てき突とつ出しゆつ部ぶの手当てにも、足りん」

「……は。かくも重大な戦いくさにおける取り返しようのない失しつ態たい、我が命を以って贖あがなう所しよ存ぞん。いかような罰を頂こうとて、お恨うらみはいたしません」

　ところが、そんな覚かく悟ごの声を、

「そのような無む為いを許きよ容ようし得る、戦せん況きようではない」

　デカラビアは身も蓋ふたもない理由で却きやつ下かした。

　実際、兵力は要よう塞さい守備隊たいを投入するほどに払ふつ底ていしている。現在のような戦況下かで、決定的な戦せん機きに投じようとしていた部隊の指し揮き官かんを務めるほどの〝王〟を、戦わせることもなく処しよ断だんするなど考えられなかった。少なくとも、総そう司し令れい官かんとしての彼は、そう判断した。

「戦せん場じようで、贖あがなえ」

「ははあっ！」

　オセは一片の温情すらない声に歓喜し、再び平へい伏ふくの姿し勢せいを取る。戦場での奮ふん闘とうによる名めい誉よ挽ばん回かいを許される、それこそが指揮官として、最も望ましく有り難がたい処しよ遇ぐうだったからである。

　このようなデカラビアの過ぎたる率そつ直ちよくさ、事実と効果のみを裁さい定ていの基き準じゆんとする為なし様ようは、折おり々おりで軋あつ轢れきを生みもするが、難なん局きよくにおいては逆に尊そん重ちようされるべきものともなる。ゆえにこそ三柱臣トリニテイ不在に際し、全軍の総司令官としての嘱しよく託たくを受け、誰だれもそれに異いを唱えることがない。

「して、前ぜん線せんへの参加は、お認め頂けましょうや？」

「しばし、待て」

　オセを簡かん潔けつに制し、何処いずこか深く沈んだ水みな底そこで、見つめ、計り、考える。もっとも、結けつ論ろん自体は数すう刻こく前の『星せい黎れい殿でん』墜つい落らく直後から出ていた。とにもかくにも、

（兵力が、不足している）

　フレイムヘイズ兵へい団だんは、どうやら自じ重ちようさせていた各人の特とく殊しゆ能力使用を許可したらしい。全員が〝王〟と契約し、その力を縦じゆう横おうに繰る精せい鋭えい揃ぞろいの討うち手らによる攻こう勢せいは、まさに圧倒的の一言に尽きた。

　直ちよく衛えい軍ぐんや要よう塞さい守備兵へいも同じく、精鋭と称しようするに相応ふさわしい部隊だったが、それは〝徒ともがら〟個々の力を評したものではない。調ちよう練れんによって熟じゆく達たつした集団戦せんの技を用いるが故ゆえの呼こ称しようである。三柱臣トリニテイの参さん謀ぼう〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟ベルペオル唱えるところの『集団による力』、即すなわち軍ぐん勢ぜいとしての強さこそが、彼らの強みなのだった。

　しかしその、個の力に衆しゆうの技で対たい抗こうすべき［仮装舞踏会バル・マスケ］は今、数々の椿ちん事じが齎もたらした士し気きと兵へい数すうの損そん耗もうという、他でもない集団としてのダメージによって押されている。これを回復させるためには、同じく集団としての特とつ効こう薬やくが必要だった。

（つまりは、援えん軍ぐん）

　士気を高こう揚ようさせ、兵数を揃そろえる。

　その単純にして唯ゆい一いつの特効薬が届くまでの時間が、足りなかった。

（やるしか、ないか）

　先せん刻こく来らい、彼は諸しよ将しように接するのと全く同じ、過ぎたる率直さで、己おのが身しん命めいを用いた打だ開かい策さくの検討に入っている。刻こく一いつ刻こくとピースの形状を変へん容ようさせる、複雑極きわまりない巨大なパズル……戦争という絵え図ずが、その打開策を嵌はめることで完成するか、冷れい徹てつに計ってゆく。

（南北防ぼう衛えい線せんの援軍は、間に合わない）

　彼特とく有ゆうの自じ在ざい法ほう、永続的に機き能のうし全ぜん世界に届く入出力器き官かんたる鱗うろこ『プロビデンス』が、まず近きん隣りんに在る援軍の進しん撃げき状況を把は握あくする。

　双そう方ほうとも、未だ到とう来らいには遠い。

　北方の援えん軍ぐんは単なる彼ひ我がの距離から来る遅れだったが、南のそれは先せん刻こく来らい、前後から少数の部隊による攻撃を受けているためだった。前方に立ち塞ふさがる部隊は、降下したフレイムヘイズ兵へい団だんが捨すて石いしとして派は遣けんしたもの、後方──本ほん来らい彼らが対すべきだった防ぼう衛えい線せんの正面──の部隊は、予あらかじめ配置してあったものだろう。

（防衛網もうの部隊が後退の動きを見せた場合、前後から挟きよう撃げきして足止めする、か……『震しん威いの結ゆい手』、いや〝孤児シロツツイ〟の手て管くだだな）

　遠からず北部、また東西両方ほう面めんにも同どう様ようの、撤てつ退たいする［仮装舞踏会バル・マスケ］各軍への攻撃＝主しゆ戦せん場じようで孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする主力兵団への援えん護ご、という作さく戦せん行動が始まる、あるいは既すでに始まっているだろうことは、容易に想そう像ぞうできた。フレイムヘイズ陣じん営えいも当然、殴なぐられる一方で収まっている気などなく、主力の奇き襲しゆうを中ちゆう核かくにした反はん攻こう策さくを整えていたのである。

（念のため、西部方面に〝翠すい翔しよう〟ストラスを配しておいたのが、幸いしたか）

　同じく『プロビデンス』で捉とらえるその位置は既すでに中ちゆう国ごく内で、今も高速で接近している。

　が、しかし、未だ到着はしていない。

　今にも崩くずれんとしている戦せん線せんを支えるのに、遠えん近きんは関係がない。ただ、有う無むだけが問題だった。ゾフィー・サバリッシュやザムエル・デマンティウスが、今という好こう機きを見逃すわけもない。長く紫し電でんの輝きが戦場にないのも、決定的な攻こう勢せいが、間ま近ぢかに迫っている傍ぼう証しようだった。

　こうして考えている間にも、フレイムヘイズらが押し出してくるかもしれない。

（もはや、待てぬか……直接の移い譲じようが叶かなわぬのは、慣かん例れいに反するが、已やむを得まい）

　決意とともに自じ在ざい法ほう『プロビデンス』が、各かく方ほう面めん軍ぐんに在る鱗うろこの全てが、消しよう耗もうの大きな双そう方向の通信ではなく、一いち方向の布ふ告こくとして、発動する。

《通つう達たつ──これより各方面軍、および移動中の［仮装舞踏会バル・マスケ］全軍に、緊きん急きゆうの通達を行う。他のなにを措おいても、まず傾けい注ちゆうすべし》

　東方、日本の東京から全軍を纏まとめ、関かん東とう平へい野やを北上し始めた〝驀ばく地ち祲しん〟リベザルが、

《我は、外界宿アウトロー征せい討とう軍ぐん総司令官〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビアである》

　西方、小アジアのアナトリア半島で殿しんがりを率ひきい東とう進しんしていた〝獰どう暴ぼうの鞍くら〟オロバスが、

《現在、『星せい黎れい殿でん』直ちよく衛えい軍ぐんおよび要よう塞さい守備隊を率い、敵てき軍ぐんと交こう戦せん中なり》

　至し近きん、中国の西南部を高速で移動している〝煬よう煽せん〟ハボリムと〝翠すい翔しよう〟ストラスが、

《敵軍の攻勢激しく、援軍は未だ到とう来らいせず、当方に利あらざる状況なり》

　その他、東西南北を疾しつ駆くし『星せい黎れい殿でん』へと向かっていた［仮装舞踏会バル・マスケ］の全ぜん将しよう帥すいが、

《よって、遠からず訪れる戦せん線せん崩ほう壊かいを防がんがため、自身の投入を決す》

　彼らの総司令官による、弁べん解かいの一切含まれない、事実のみで構成された布告を聞いた。

《ここに我、外界宿アウトロー征討軍総司令官として、諸しよ将しようへと最後の命めい令れいを下す》

　その参さん戦せんが、なにを意味するのか、知る者も知らない者も、一連の報告と指し令れいにより、

《我らが『神しん門もん』の許もと、我らが『星せい黎れい殿でん』の前に集つどい、敵てき軍ぐんを撃げき滅めつせよ》

　彼が決けつ死しである、という理解と衝しよう撃げきを、一いち様ように得た。

《なお、我が参さん戦せんの時点を以って、総そう司し令れい権けん限げんの全てを、西部方ほう面めん主力軍司し令れい官かん〝煬よう煽せん〟ハボリムに移い譲じようする。また、我が全力を戦せん線せんに投入するため、『プロビデンス』を回かい収しゆうする》

　そして、全くいつものように、

《以上》

　短い一ひと言ことで、通信は途と切ぎれた。

　同時に、全ぜん世界に配置されていた彼の鱗うろこ、自じ在ざい法ほう『プロビデンス』の媒ばい体たいたる鱗が、鉄てつ色いろの火の粉こを置いて、消えた。それに怒ど鳴なった者、黙だまった者、答とう礼れいした者、悼いたんだ者、その他大おお勢ぜいの眼前で、鱗は消えた。彼の通信のように、呆あつ気けなく。

　そして、主しゆ戦せん場じよう。

　何処いずこか深く沈んだ水みな底そこから、巨体が地ち表ひようへと浮かび上がる。







　戦場の各所でうねる大たい魚ぎよの長い胴どう、その一つ目め掛がけ、

「──だぁらっしゃあ──っ!!」

　雷らい鳴めいと紫し電でんを引き連れた、天から地を撃うつ落らく雷らい蹴げりが叩たたき込まれる。

　と、思われた瞬しゆん間かん、

「!?」

　蹴りは天に向かい、舞い上がっていた。蹴りの勢いは落ちず、纏まとった紫電も炸さく裂れつせず、唐とう突とつに吹雪ふぶく空を蹴り上げていた。

（いったい、なにが）

　驚きつつも素早く体を返し、下方を見下ろすと、先せん刻こく狙ねらいをつけた部ぶ位いとは違っている。

　さらに一帯を見渡すと、戦場各かく所しよでうねる巨体から色とりどりの炎えん弾だんが飛び出し、周囲に振りまかれているのが見えた。デカラビア自身が攻撃しているのなら、炎弾も全て鉄色になっているはずである。つまり、

「転てん移いの自在法を体たい表ひように？」

「遠えん距離まで自在に力を及ぼせる彼奴きやつの、これが本ほん領りよう発はつ揮き、ということでしょう」

　二人の推すい測そくは大よそ当たっている。

　遭そう遇ぐうするのが自在法の形態ばかり、一度もデカラビア本体に遭遇したことのないゾフィーたちは知る由よしもなかったが、この戦場一いつ帯たいに蠢うごめく巨体を覆おおう鱗の全てが、自在法『プロビデンス』の端たん末まつとなる媒ばい介かいだった。

　縮しゆく小しようの自在法（通常、地表の波は紋もんとして見える）も使わず、自らを沈めた異い空くうの水底から、真の姿を現した彼は、世界中にばら撒まいていたあらゆるものを通す力を無む敵てきの鎧よろいとして身に纏い、自軍の防ぼう壁へきとしたのである。

　しかし、とゾフィーは敵ながら危うく思う。

「こんな巨体に自じ在ざい法ほうをかけ続けるなんて」

「追い詰めすぎたと悔くやむべきか、ここまで追い詰めたと喜ぶべきか、悩みどころですな」

　冗じよう談だんともつかないタケミカヅチのぼやきに、不ふ敵てきに笑いかける。

「よくもやったな、と怒れば良いんじゃありませんか？」

「ふう、む……なかなか気の利いた殺し文句ですが、惜しむらくは、それが彼かの御ご仁じんに届いたように思われぬことですな」

　言葉の意味を、ゾフィーは理解する。

　至し近きんに降下しても、そこここの地面を砕くだきのたうっているのは体ばかりで、急きゆう所しよだろう頭が見当たらない。巨大な自在法の制せい御ぎよに集中するため何処いずこかに身を隠かくしているのか、通じる通じないはともかく、まず一ひと当あてしてみなければ仕し掛かけの勘かん所どころを計れない等々、戦せん士しとしての思いを巡らせる。

　また、よくよく観察すれば、どことどこが繫つながっているのかも分からない長ちよう大だいな魚ざよ身しんは、出現当とう初しよの位置から動いていない。自らに施ほどこした自在法の大きさや特とく性せいにもよるのだろうが、自らの体を振るって攻撃をしかけてくるわけではなさそうだった。

「本当に、ただの防ぼう壁へきとして現れただけなのでしょうか」

「それならば、他にやりようもありそうですが──む？」

　殺さつ気きの放ほう射しやに反応した『震しん威いの結ゆい手』の周囲に、紫し電でんによる球きゆう体たいの壁が閃ひらめいた。

　幾いくつも表面に命めい中ちゆうし、激しく吹き上がる炎ほのおの色は、鉄てつ色いろではない。宙に在る敵てき将しようを見つけた幾いく人にんかの〝徒ともがら〟が下方、巨体の陰から、炎えん弾だんを撃うち放っていたのだった。

　炎を阻はばむ眩まばゆい障しよう壁へきの中、顎あごに手を当てていたゾフィーは思し案あんの邪じや魔まとばかり、片方の掌てのひらを下方に払う。その動きに連れて、障壁の一いつ端たんが崩くずれ、稲いな妻ずまの嵐あらしのような放ほう電でんとなった。

「ぎゃあっ！」

「がっ!?」

「ぎええっ！」

　地面に、耳への痛みすら覚えさせる炸さく裂れつ音おんが、悲鳴を混ぜて一いつ瞬しゆん、弾はじける。

　見るまでもなく〝徒ともがら〟を片付けた──と思った二人の目もく算さんが、

「くそおっ、撃うて撃て!!」

「空中戦せんのできる奴やつはいないのか!?」

　また外れた。

　傷を押した怒ど号ごうと、反はん撃げきの炎弾が、未だ効果範はん囲い内ないから立ち上る。

（……？）

　自分が殺しの匙加減を見み誤あやまったことを怪け訝げんに思ったゾフィーは、障壁を解いて直ちよつ下かへと舞い降りる。というより、雷かみなりとなって落らく着ちやくする。

　膨ぼう大だいな光と音を伴った破は壊かい力に、また幾いく人にんかが消し飛ばされ、また幾人かが残った。

（なにか変だ）

　思う彼女に、三方から三人、生き残りが押し包む。

「っし」

　正面から跳びかかる一人目、牙きばを剝むき出す狐きつねに向かって、人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆびが突き出された。その先せん端たんから、紫し電でんを束ねた槍やりと見える輝きが伸び、脳のう天てんを貫つらぬき通すと同時に黒くろ焦こげにする。

「ゃあ」

　さらに、実体を持たない紫電の槍は、無む造ぞう作さに払われる手の動きを追って右に奔はしり、切りかかっていた二人目、要よう塞さい守備兵へいらしい鎧よろいの騎き士しを衝しよう撃げきでバラバラに砕くだき去る。

「らぁ!!」

　そして最後、背後から突とつ進しんしてきた猪いのしし男おとこの横よこっ面つらを、手を払う動作を加速させた後ろ回し蹴げり、そこに帯びた膨ぼう大だいな紫電でぶち抜き、焼き尽くした。

　唇くちびるから漏もれる吃きつ音おん、その一ひと息いきの間に、三方からの三人が掃そう滅めつされている。

　が、ゾフィーはそんな小さな戦せん果かよりも、たった今、三回の攻撃いずれもで目の当たりにした現げん象しよう──先から敵が微び妙みようなしぶとさを発はつ揮きしていた理由──について考える。それを確かめるために、わざわざ無用の接せつ近きん戦せんなど行ったのである。
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　攻撃の瞬しゆん間かん、命めい中ちゆうした部ぶ位いに自じ在ざい法ほうが見えた。

　正確には、鉄てつ色いろの自在式しきの浮かび上がるのが、見えた。

　信じられない、という風ふうに、ゾフィーは呟つぶやく。

「防御の自在法を全軍にかけていたのですね」

「集団へと作用する特殊な部ぶ類るいのものではない、対たい象しようが単たん一いつという単純な防ぼう御ぎよの自在法を、兵の個々、この軍ぐん勢ぜいの全体に？　なんという、馬鹿げた真ま似ねを……」

　タケミカヅチは感かん心しんではなく、呆あきれを以って返していた。

　この世に在る〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟、また〝王〟と契約したフレイムヘイズらの持つ自在法は、大きく分けて二つの種類が在る。即すなわち、各おの々おのの本ほん質しつに応じ特とく有ゆうの効果を備えるものと、共通の技として広まっているもの。具体的に挙げると、前者はデカラビアの『プロビデンス』やゾフィーの紫し電でん、後者は炎えん弾だんや封ふう絶ぜつである。

　その後者、特有の効果として『集団への作用』を持たない、単なる防御の自在法を、個々、大だい集団に施ほどこすとなると、手て間まや威い力りよく、精せい度どや燃ねん費ぴなどの効こう率りつが悪くなるのは理りの当然である。それを知らないわけのない卓たく越えつした自在師しが、強しいて今のような行為に及んでいる……その、なりふり構わない無む茶ちやさ加か減げんに、二人は呆あきれたのだった。

　ゾフィーは、デカラビアが戦せん場じよう全ぜん域いきに根を張るように本体を出現させたこと、その体たい表ひようを自在式で固めて自らは動かないことの意味を、ようやく悟さとる。

「わざわざ本体を現したのは、戦場という錯さく綜そうした場所で、無数の自在法を運用するためだったのですね」

「常のような遠えん隔かくからの操そう作さでは、兵の個々を認にん識しきできない。全ぜん域いきで敵てき味み方かたを選別して防御の自在法を施すこともできない。ならば、自身をその中に投入して、至し近きんの兵らを援えん護ごすればいい。という強ごう引いんな考え方ですな。しかし……」

　タケミカヅチは最後まで言わなかった。

　二人は同時に、デカラビアの行為の危うさにも気付いていた。いかに彼が強大な〝王〟であるとはいえ、戦場全ぜん体たいにのたうつような巨きよ体たいの顕けん現げん、その身を丸ごと包み込む転てん移いの力、軍ぐん団だん規模の兵らへと個別に施す防御、これら同時の消しよう耗もうに長い時間、耐え得るとは到とう底てい思えない。

（いや、耐える気を端はなから捨ててかかっている）

（自じ滅めつ……ではく、捨て身の一いつ手て、というわけか）

　感かん傷しようとなる声なき声は互いに届けず、自身の立場から来る声を互いに交わす。

「すぐにでも敵てき陣じんを突とつ破ぱしなければいけないときに、全軍の防御を固めてしまうなんて」

「それを理解したからこその、阻そ止しでしょうな」

　なにより、感傷に浸ひたれるほど余よ裕ゆうはなかった。

　彼女らが幾いく度どとなく渡り合ってきた敵てき将しよう・デカラビアは、捨すて鉢ばちになって自らを磨すり潰つぶすほどの向こう見ず、あるいは後あと先さきを考えない特とつ攻こうに果てる自己陶とう酔すいの徒とでは、断じてない。

「と、なると、在り得るのは……タケミカヅチ氏」

「同じことを、考えていると思いますぞ、ゾフィー・サバリッシュ君」

　疑ぎ念ねんが、二人の胸きよう中ちゆうに渦うず巻まいていた。

　彼がこのような非ひ常じよう手段に訴えたのは、現げん有ゆう戦力では戦せん線せんを維い持じし得ないとの判はん断だんが下された証あかしだが、実はそれだけではないのではないか。つまり、この短たん時間しか持たないだろう圧あつ倒とう的な消しよう耗もうの限げん界かい近くの時点で、［仮装舞踏会］の援軍が到着する見込みがあるのではないか。故ゆえにこそ、彼は命を投げ打って時間を稼かせいでいるのではないか。

（なんてこと！）

　ゾフィーは確かく証しようもなく、急せく心のまま、稲いな妻ずまとなって飛んだ。

　戦せん場じように幾いく重えも聳そびえる防ぼう壁へきのようなデカラビアの巨体、その間で交こう戦せんを続ける両軍の内、敵てき部隊の層が薄い箇所を探す。一点、見て取るや、

「──っはぃやあ──っ!!」

　これまで以上に膨ぼう大だいな紫し電でんを纏まとった落雷蹴りドロツプキツクが、敵部隊の中央で炸さく裂れつする。

　防ぼう御ぎよの自じ在ざい法ほうごと多数の〝徒ともがら〟が吹き飛び、部隊としての統とう制せいを物理的にも精神的にもズタズタに破は壊かいした。

「っぎゃあああ!?」「お、おのれ」「くっそおお！」「隊長、何処どこに!!」「うわああ!?」

「ぃやったあ！」「肝っ玉母さんムツタークラージエに続けえー！」「かかれ、かかれー！」「うおおおおお!!」

　叫きよう喚かんと悲鳴、苦く痛つうと快かい感かん、炎ほのおと血、生と死をも搔かき混ぜるように、崩くずれ立つ〝徒ともがら〟ら目め掛がけてフレイムヘイズらは押し出し、切り込み、突き進んでゆく。

　取っ掛かりを作ったゾフィーは、地上に留まらず、再び上空に飛び上がった。その視線が射い止とめるのは、吹雪ふぶく光景の奥に鎮ちん座ざする大きな影……戦せん場じようの後方に墜つい落らくした『星せい黎れい殿でん』。

（一いつ足そく飛とびに、狙ねらえるでしょうか）

（単たん騎きで飛び込んだとて軍ぐん勢ぜいが後に続かない状況、とはいえ守備兵へいの大だい多数は戦場にあって空あき家同どう然ぜん……安あん易いな即そく断だんはしかねるところですな）

　また、戦場のちょうど真ま上うえ、地上に比べて小数の、しかし数倍からの速さで巡り輝く、炎と炎の絡み合う空くう域いきがある。空中戦せんを行う両軍の背後に浮かぶ黒い鏡かがみは、宙に在る『神しん門もん』。

（そろそろ、援えん護ごが欲しいところ──）

（む、噂うわさをすれば）

　まったく見事なタイミング、まさしく望んだ時機に、事前の計画通りの予よ備び兵力、その半数たる『神しん門もん』への牽けん制せい部隊が空を進んでくる。

　色付く炎を引き、あるいはコートやマントを翻ひるがえし、またあるいは翼つばさを広げて宙を舞う彼らは通り過ぎ様ざま、それぞれの様よう式しきに則のつとって、前ぜん線せんに在る総そう司し令れい官かんへと、交こう戦せんを前にした敬けい礼れいを送った。最さい後こう尾びの一人が、敬礼の手を切るついでと、下か方ほうを指す。

　ゾフィーは、探す場所を過つこともない。

「持つべきものは、良き味方ね」

「この場に在っては金きん言げん、と評すべきでしょうな」

　フレイムヘイズ兵へい団だん総そう司し令れい部幕ばく僚りよう長ちよう、『犀さい渠きよの護もり手』ザムエル・デマンティウスが、残り半数の予よ備び兵力を引き連れて、最さい前線に現れていた。

　歴れき戦せんの勇ゆう士したるを泰たい然ぜんたる挙きよ措そで、卓たく越えつした指し揮き官かんたるを伸ばした背せ筋すじで、余すところなく示す初しよ老ろうの男は、部隊を背後一いつ線せんに止めると、無む駄だなく速やかな歩みで、崩くずれた岩の上へと登ってゆく。

　その足下の岩が、重じゆう厚こうな歩みに合わせて形作るのは、横に長い階段。

　頂いただきに立つと、一つだけ残った目で、均きん衡こうへと持ち込まれつつある戦せん況きようを眺ながめやる。

「一点突とつ破ぱを計る。築きずくは橋きよう梁りよう、上に一いち路ろ。よろしいか、ジルニトラ」

「築くは橋梁、上に一路、肯こう定ていする。作さく戦せん行動を開始せよ、デマンティウス」

　ザムエルは頷うなずかず、胸ポケットから紐ひもで下げた銀ぎん杯ぱい、ジルニトラの神じん器ぎ〝ターボル〟を、右の人ひと差さし指ゆびで弾はじいた。その余よ韻いんを握り締めること一いつ瞬しゆん、素早く片かた膝ひざを突いて掌てのひらを地に打ち、

「擾みだれ、擲なげうち、築くなり──其そが名は栄えい誉よ、『ジシュカの丘』よ──」

　低くも滑なめらかな声で、告げる。

　瞬しゆん間かん、方ほう形けいからなる自じ在ざい式しきが踏み汚された雪せつ原げんを渡り行き、染しみ渡った。

　最初は一つ、

　続いて多く、

　後から無数、

　戦せん場じよう一帯の大だい地ちから、人の胴どう体たいほどもある石せき材ざいが数かず知しれず吐き出され、次々と彼の前に一線を描いて集しゆう積せきし始めた。まるで吹き飛ぶ様さまを逆ぎやく回まわしにするように、既き定ていの場所へと吸い寄せられ、一つとして置かれる場所に狂いなく、建けん造ぞうは成される。

　敵てき陣じん彼方かなたに向かって伸びる、一いつ直線の橋という形で。

　橋はし桁げたの間、また近きん辺ぺんに蠢うごめくデカラビアの巨きよ体たいの周囲にまで、分ぶ厚あつい石いし積づみによる覆おおいが組まれ、この活動を妨ぼう害がいする障しよう壁へきとして機き能のうする。城や橋など、縦じゆう横おう即そく座ざの建造によって優ゆう位いな地ち歩ほを文字通り築く、これぞ『犀さい渠きよの護もり手』の自在法『ジシュカの丘』だった。

　その向かう先には、出で城じろからは豆まめ粒つぶほどの大きさ、吹雪ふぶきの一ひと粒つぶにすら紛まぎれて見えなくなっていたものが……今や山よりも大きく、地ち平へいに蹲うずくまっているものが、在る。

　敵の本ほん拠きよ地ち『星せい黎れい殿でん』。

　己おのれの前に伸びる橋の入り口へと一歩、足を乗せたザムエルは、

「全軍──戦列を組め!!」

　満を持した号ごう令れいをかけた。

　これを受けた予備兵力の半はん数すう、最後の一いち撃げきのために残されていた、フレイムヘイズ兵へい団だん必ひつ殺さつの刃やいばが、戦場の喧けん騒そうを貫つらぬく音を揃そろえて、彼の背後に整せい列れつする。

　宙に浮かぶ死し守しゆ対たい象しようたる『神しん門もん』へと向けた半数の予よ備び兵力によって、地上にある［仮装舞踏会バル・マスケ］の戦せん力りよくは、さらに空中へと引き抜かれざるを得ない（しかも、空高くで繰り広げられる乱らん戦せんには、地上至し近きんゆえに可能だった防ぼう御ぎよの自じ在ざい法ほうによる直接援えん護ごも不可能だった）。デカラビア捨て身の自在法によって辛かろうじて守り得ていた前ぜん線せんは、この最終的な攻こう勢せいによって、ようやく崩くずれ去ろうとしていた。

　橋きよう上じよう、先頭を行くザムエルの、

「踏み足、揃そろえ──突とつ撃げき!!」

　二度目の号ごう令れいで、フレイムヘイズ兵へい団だんは全ぜん速そく、『星せい黎れい殿でん』目指して突とつ撃げきを開始した。

　周囲からの攻撃、橋上に乗り込んでの妨ぼう害がい、いずれもが散さん発ぱつ的なもので、一いち丸がんの精せい鋭えいを阻そ止しする決定打だとはなり得ない。橋そのものも、ザムエルの力によって強化されており、容よう易いに破は壊かいされることはない。まさに無む人じんの野を行くが如ごとき、突撃だった。

　遂ついに『星せい黎れい殿でん』攻こう略りやくへの道が、開かれてしまった。

　事ここに及び、戦せん局きよくの暗あん転てんを知ったデカラビアは、

《各かく部隊長──傾けい注ちゆう。我は、直ちよく衛えい軍ぐん司し令れい官かん〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビアである》

　この戦場における最後の命めいを下す。

《部隊長〝匣こう迅じん駕か〟バティン、空中部隊は現状を維い持じ、『神しん門もん』を死守せよ》

「お任せを、司令官閣かつ下か!!」

《部隊長〝化か転てんの藩はん障しよう〟バルマ、地ち上じよう部隊を下げ、『星せい黎れい殿でん』前に防ぼう衛えい線せんを築きずけ》

「了りよう解かい!!」

《部隊長〝翻ほん移いの面めん紗さ〟オセ、橋の先せん端たん部にて待ち伏せ、敵てき軍ぐんの突撃を押し止めよ》

「はっ、誓ちかって!!」

　総そう員いん至し誠せいの回かい答とうを得ると、

《以上》

　一個の〝紅ぐ世ぜの王〟へと戻った彼は、深きに潜ひそむ自身の頭へと、意識を戻した。

　そうして、ふと、戦せん場じようを覆おおう光景に、

（吹雪ふぶきが──止んだか）

　久ひさ方かたぶりに肉にく眼がんで見る世界の光景に、

　まったくどうでもいいことを、なぜか思い……またすぐ、己おのれの本ほん分ぶんに立ち返る。

（視し界かいが良くなれば、狙ねらいも付けやすい）

　戦場の体と繫つながった頭が、やや離れた場所、東の山やま陰かげに浮かび上がっていた。

　吹雪が去った静か過ぎる山間には、ただ戦せん闘とう騒そう音おんだけが、クッキリと残っている。

　吹雪の消えた暗い闇あん夜やには、ただ刀とう槍そうと炎ほのおの閃ひらめきだけが、ハッキリと残っている。

　その中で最も大きな音と光の根こん源げん、橋上を突撃する部隊に向けて、十メートルはあろうかという巨大な口が開いた。巨きよ体たいを守る力をギリギリ残し、力を集中し始める。

（一いち撃げきだけしか、間は得られまい）

　彼の頭上から、膨ぼう大だいな輝きが轟ごう音おんを引き連れ、落下してくる。

　上空から、急きゆう所しよの頭とう部ぶが出現するのを監かん視ししていたのだろう。

　彼女が突とつ撃げきに参加していない以上、分かりきったことだった。

（ゆえに、一撃を全力で、放つ）

　この一撃を放つため、頭は防ぼう御ぎよの自じ在ざい法ほうを解かねばならない。

　が、潜ひそんだままでいることは、課された職しよく責せきから論ろん外がいだった。

　最後の最後まで、自らの任を果たすことのみ考えていた彼は、

（当た、れ!!）

　死の刹せつ那な、願っていた。







　ゾフィーは、山間で膨ふくれ上がった巨大な力ちから目め掛がけ、渾こん身しんの落雷蹴りドロツプキツクを放つ。

　常つね以上に紫し電でんの火ひ花ばなが派は手でに広がっているのは、敵てき将しようを討うち取る意い気きを示しているわけではない。放ほう電でんの先せん端たんが抵てい抗こうなく吸い取られると確かく認にんした場合……つまり攻撃を放つ頭部にも転てん移いの自在法がかけられていた場合、即そく座ざに蹴けりのエネルギーを開放、放たれつつある攻撃の威い力りよくを至し近きんの爆ばく発はつで殺そぎ、あわよくば方角をずらす、という目もく算さんを立てているからである。

　が、

　全ては杞き憂ゆうだった。

「──」

　初めて見るデカラビアの本ほん体たい、長大な魚の、巨大な頭部は火花を散らし、

「──っだぁ」

　全力を込めた落雷蹴りドロツプキツクの威い力りよくを全て、平たく尖とがった脳のう天てんで、受け止める。

「らっしゃああああああああ──っ!!」

　放たれた攻撃は、頭上からの蹴りを喰らって狙ねらいを逸そらし、大きく一線、彷さ徨まよう断だん末まつ魔まのように走った破は壊かい力りよくの塊かたまりたる鉄てつ色いろの輝きは、橋の一いつ端たんを消し飛ばした。

　その粉ふん砕さいと全く同時、

　全ぜん戦せん場じようにあって蠢うごめき巡っていた巨大な魚ぎよ身しんの全てが、猛もう然ぜんたる鉄色の大だい爆発を起こし、粉こな々ごなに吹き飛ぶ。両軍に正せい反対の反応を呼び起こす、一つ戦いの終しゆう結けつ──〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビア──の光景だった。

　駆かけ走る中の、歓かん声せいに似た勇ゆう躍やく。

　守り潜む中の、絶ぜつ叫きように似た沈ちん黙もく。

　この二つが地上を支配し、中空に踊る輝きと輝きも、見た目に動きに差が表れた。

　今まさに、勝敗は決した。




　かに見えた、そのとき。




　死せるデカラビアの計ったとおりの出来事が、戦せん場じように起きる。

　それは、フランソワとグローガッハによる絶ぜつ叫きようから始まった。

《サ、サバリッシュ総そう司し令れい官かん！　戦場西せい方ほう、至し近きんに突然、巨大な気け配はいが!!》

《監かん視しは怠おこたっていなかったのに──やはり、単体よ!?》

　彼らが注ちゆう視ししなければ分からないほどの小ささ。戦場外がいの逃とう亡ぼう兵へい、あるいは戻れなくなった斥せつ候こうと見み做なされていた〝徒ともがら〟らしき気配が、唐とう突とつにその気配を膨ふくらませつつあった。

　打倒の余よ韻いんに浸ひたる間もなく、吹雪ふぶきも止やんだ西の空に目を遣やったゾフィーは、凍りつく。

　確かに、空に、飛んでいる。

　光の点が数多く、見えていた。

「この、炎ほのおは」

「……」

　タケミカヅチも言葉を失っていた。

　彼女らは、その光の色を知っている。

　僅わずか白みがかった紫むらさきのような──楝おうち色いろ。

　彼女らは、聞こえてくる歌を知っている。

「幸運を願おう、勇ゆう戦せんを謳うたおう」

　中心に飛んでいるのは、大きく翼つばさを広げた、異い形ぎようの鳥とり男おとこ。

　その周囲に在るのは、大小様さま々ざまな鳥の群れ。

　一羽一羽が、楝おうち色いろに燃えていた。

「倒すまで進もう、燃え尽きるまで走ろう」

　どこまでも響ひびき渡る歌の中、鳥たちが輪りん郭かくを徐じよ々じよに変えてゆく。

　異形の鳥男が口から吐く、大量の砂さ鉄てつにも見える不ふ思し議ぎな粉こなを纏まとって。

　ある程度の大きさになると、それらは突とつ如じよ、輪りん郭かくを明確にし、地に降り立つ。

　鳥男──布告官ヘロルト〝翠すい翔しよう〟ストラスによる高こう速そく輸送の自じ在ざい法ほう『プロツェシオン』だった。

　この自在法によって鳥として運ばれた者が一人、また一人、降り立ってゆく。

　滔とう々とうと響き渡る歌の中で、次々と。

「友の火を踏んで生きよう、敵の火を踏んで死のう」

　楝おうち色いろに燃えて、整然と居い並ならんだ、それらは全て〝徒ともがら〟の軍ぐん勢ぜい。

　デカラビアの命を代だい価かとする時を渡ってきた［仮装舞踏会バル・マスケ］の援えん軍ぐん。

　そして、ストラスとともに最後の一人、歌の歌い手が、戦場を足に踏む。

「灰も残らぬ我らが身、せめて爪そう牙がの証あかしをば、残そう──遺のこそう──」

　重たげな双そう頭とうのガスマスクを被かぶり、ボロのマントを纏まとった、案か山か子しを想そう起きさせる異い形ぎよう。

　デカラビアより［仮装舞踏会バル・マスケ］全軍の指し揮き権けんを移い譲じようされた〝紅ぐ世ぜの王〟。

[image: ]

　外界宿アウトロー征せい討とう軍ぐん総そう司し令れい官かん〝煬よう煽せん〟ハボリムだった。










　　　　断だん章しよう　数日前の話　その２







　マージョリーの枕まくら元もとに座った佐さ藤とうは、抱えた神じん器ぎ〝グリモア〟、マルコシアスに、初めての任にん務む中に起きた出来事、自分が得た諸もろ々もろの情報や戦せん利り品ひんについて語ろうとした途と端たん、

「おっと、んーなことより」

　いきなり制せい止しされた。

「ちょいとバーまで、顔かお貸かしてくれや」

　出で鼻ばなを挫くじかれて、思わず肩をガクンと落とす。

「んなこと、って」

　彼の面おもてにありありと見える、自分の任務について語りたい気分、ようやくの再会を果たした女性との離れ難がたさ、それらを十分に察した上で、なおもマルコシアスは促うながす。

「いーから、ほれ」

「……分かった」

　少しの間をせいぜいの抵てい抗こうとして、佐藤は従った。

　フレイムヘイズの情報交こう換かん・支し援えん施し設せつたる外界宿アウトローでの奉ほう職しよくを目指す彼にとっては、マージョリーと契約する〝王〟たるマルコシアスも師し匠しよう、あるいは教きよう官かんの片かた割われなのである。

　改めての足取りも重く、彼は自宅に設けられた室内バー、常ならマージョリーが居い候そうろうの自室として陣じん取どっているはずの部屋へと、マルコシアスを運び込んだ。カーテンが閉まって暗い部屋の、電でん灯とうを点つける。

「……」

　現れた部屋の全景に、佐藤は不ふ吉きつな空白を覚えた。

　彼女がいた間は大たい抵てい散らかり放ほう題だいだった室内が、その不ふ在ざいに伴い、ハウスキーパーらによって綺き麗れいに片付けられていたのである。ほとんど唯ゆい一いつの私し物ぶつである洋服が──全て綺麗にクリーニングされ、クローゼットに入りきらない分は、他の部屋から持ってきたものらしい洋服掛かけに並んでいる──部屋の隅すみに残っていなければ、不在を消しよう失しつと錯さつ覚かくしてしまいそうだった。

「よう」

「……っ、あ、ああ」

　佐藤は心に湧わいた不吉さを追う払うように首を振って、マルコシアスをソファ前のテーブルに置いた。当然のことと自分も座ろうとして、

「おいおい、おめえまで座ってどーするよ」

「え？」

　また止められた。

　怪け訝げんな顔をする未み熟じゆくな若者に、マルコシアスは溜ため息いき混じりに言ってやる。

「部屋に戻んな」

「え？」

　先と同じ反応を返してから、沈ちん黙もくの数秒を経て、

「──っあ!?」

　ようやく彼の行動が、二人への気き遣づかいであったことを悟さとって、佐さ藤とうは内ない心しん外がい見けんとも、大いに動どう揺ようした。どんな表情になっているのか分からない自分の顔、とりあえず口元を、思わず掌てのひらで強く叩たたくように隠かくした。耳まで赤くなって、ソファの背に手を掛けてもたれかかる。

「で、でも」

「そのために帰ってきたんだろうが」

　固まった足を動かすためには、一つ、

「まあ、うん」

「エータや嬢じようちゃんから、話は聞いてんだろ？」

　二つ、

「それ、なりに」

「だったら、とっとと行け。いつまでも言わせてんじゃねえ」

　三つ、

「いや、えと……」

「行け」

「……はい」

　四つの後あと押おしが、必要だった。

　佐藤は、たしかに田た中なかと最初に連れん絡らくを取った際、遠とお回まわしに聞かされている。マージョリーを目覚めさせられるかどうかは、偏ひとえに自分の行為にかかっていることを。親友からの忌いま々いましげなからかいとして、また嫉しつ妬とを込めた元・子分たる少年による助じよ言げんとして、

《あんだろ、ほら、眠り姫の目を覚ます方法が》

　そんな、なすべき行為のことを。

　もちろん妄もう想そうとしては、そういういい格好を思い浮かべたこともないではない……というよりあったが、やはり実行するとなると、相当な度ど胸きようが要求された。相手が自分の想いを懸かけてきた人であればなおさら。周りが知っているというオマケまで付いて。

　それでも、

（マージョリーさんが、初めて俺を、必要としてるんだ）

　若者は自うぬ惚ぼれの力を借りて、度胸を限界まで振り絞しぼった。

　よし、とわざわざ声に出して部屋を出て行こうとする、その背中に、

「ケーサク」

　マルコシアスが最後の助じよ言げんを与える。

「ここに入ったときみてえなシケた面つらしてたら、目覚めるもんも目覚めねーぞ。それに、カッコつけられる場面ってな、どこまやってもやり過ぎってこたーねえんだ。気き張ばれよ」

「ありがとう、マルコシアス」

「ヘッ、万ばん事じ上手うまくいってから言いやがれ」

　小こ馬鹿にする声を扉とびらの向こうに、佐さ藤とうは歩き出した。

　不ふ思し議ぎなことに、バーを出た途と端たん、先の動どう揺ようが噓うそのように去ってゆく。助言の効果で腹が据すわったのか、それとも単に、行為への指し摘てきを受けたのが他人の前だったからなのか。

（事に臨んで冷静になる……って柄がらじゃ、俺は、ないよな）

　理由はともかく、足取りは現に、速く、確かで、大おお股またになっていた。家へと帰り着くまでは感じていた、切せつ羽ぱ詰まった焦しよう燥そう感かんが、消えている。

（マルコシアスは、俺をこうするために話したんだろうか）

　代わって胸に在るもの、足取りを速めさせているものは、胸を締め付ける切なさ。それは一見、冷たく静かなようで、焦燥以い上じように熱く激しい。

　部屋に入り、眠るマージョリーの傍かたわら、ベッドに座って、その想いを確かめる。

「──マージョリーさん」

　自然と、声を眠りの彼方かなたへと届けるように、その寝ね巻まきの肩に手を置いて、語りだした。

「起こったこと全部、聞きました」

　彼女に残された全てである復ふく讐しゆうを取り上げ、空っぽにしてしまった怪かい物ぶつの正体。

　それが彼女自じ身しんの鏡きよう像ぞうであり、彼女に代わって復讐を行ったに過ぎないこと。

　彼女の数百年に渡る彷ほう徨こうが、彼女自身にとって意味のないものだったこと。

「でも、俺たちには、間違いなく意味はありましたよ」

　助言された通り、自分にできる限りの格かつ好こうをつけるつもりで、強きよう者しやへの憧あこがれではない、女性への愛情だろう想いを込めて、話を続ける。

「田た中なかに、シャナちゃんに、吉よし田ださんやオガちゃん……そうさ、坂さか井いにとっても。御み崎さき市の人間も皆、そうだ。貴女あなた自身にとって意味がなかったとしても、手段が乱らん暴ぼうでも、行き違いが幾いくつあっても、戦って〝徒ともがら〟を倒した分だけ、助かった人はいるんだ……なにより」

　ほんの微かすか、肩に置いた手に、力が入った。

「俺にだけは、絶対の意味がある」

　開かない眼めを見つめて、その開くことを願って、言う。

「フレイムヘイズとして世界を守るとか、人としてなにかをしてくれるとか、そんな理由があろうとなかろうと、貴女を他の奴やつらがどう思おうと、貴女が自じ分ぶん自身をどう思おうと……俺にだけは、貴女が生きていること、貴女がここに在ること自体に、絶対の意味があるんだ」

　声はどこまでも熱く、

「貴女あなたを生かすことだけに全てを賭かける俺にとっての、存そん在ざい理由は貴女なんだから」

　微笑ほほえみはあくまで穏おだやかだった。

「その貴女が俺を待っていることを、俺を必要としてくれていることを聞かされて、嬉うれしかった。俺が、貴女のために生きていることを……貴女が、俺にとって絶対の意味を持つ存在だってことを……俺は、この嬉しさを感じることで、本当に分かったんだ」

　言う間に、顔に顔を、近づける。

「貴女の眼めが覚めたら……まず、それを聞いて欲しい」

　そして、唇くちびると唇が、触れ合った。

　柔らかさと、その余よ韻いん。

　佐さ藤とうの痺しびれる間に、触れ合ったそこから、

「　　──」

　安あん堵どの端はしとも、情じよう火かの欠かけ片らとも感じられる、微かすかな吐と息いきが。

「マージョぅわっ!?」

　顔を離して目覚めを確かく認にんしようとした彼の、マージョリーの肩に掛けていた手に、新たな手が添えられ、押さえた。弾はずみで佐藤は倒れこみ、二人は頰ほおと頰を寄せる。吐息に乗せた小さな声が、寄せられた頰から耳へと零こぼれ落ちた。

「聞こえてた、わよ……さっきも、あのときも」

　紛まごうことなき、それは『弔ちよう詞しの詠よみ手』マージョリー・ドーの声。

　佐藤は胸に熱いものが湧わき、それが涙として溢あふれつつあることを感じた。そんな、自分の情なさけない姿すがたを隠かくすために、相手の頰から耳に同じく、問いとしての声を零す。

「あの、とき？」

「全てを知って、壊こわれそうになったとき……エータとカズミの声が、ね」

　マージョリーは佐藤の手に添えていた自分の手を、離れないよう、しっかりと押さえた。

「貴方あなたが、まだ私のために何もしてない、私が、貴方に恋されてることを感じろ……だから死ぬな、ってね。あのとき、確かに私は貴方を思って、自分からの気持ちを、感じた」

「自分からの……マージョリーさんからの、気持ち」

　心の奥おく底そこに留め、しかし見返りは求めない、という誓ちかいから強しいて無視していたもの。佐藤は、それをマージョリーが口くちの端はに乗せたことへの喜びと怖さに、緊きん張ちようした。

　寄せた頰を離さず、マージョリーは少しだけ、自じ嘲ちようする。

「それが在ることに、驚いて……疑って……分からなくなって……だから、眠ったのよ」

「なぜ？」

「……」

　躊ちゆう躇ちよらしい間を置いて、答えが。

「それが本当に在るのなら、さっきので感じられるかも……その時を目当てに、もう少し消しよう滅めつを待ってもいいかな……なんて思ったのよ」

「……」

　佐さ藤とうは、今という結果を受け止めて、改めて尋たずねる。

「……感じられたん、ですね」

「私を、消滅させないほどには、ね」

　誓ちかった心が、感動の大きさと事実の重さに決けつ壊かいしてしまうのを、佐藤は感じていた。

「十分です……ええ、十分です、俺にとっては……！」

　頰ほおを合わせて横たわる女性を渾こん身しんの力で、彼女にとっては微び々びたるものだろう、それでも自分にとっての渾身の力で、抱きしめる。その体は、驚くほどに柔らかく、壊こわれてしまいそうなほどに華きや奢しやだった。

　マージョリーは再び頰を寄せ、今いま在る場所、自分の居い場所に安らぐ。

「ありがとう、は侮ぶ辱じよくかな、ケーサク」

「なんでもいいです、俺は……貴女あなたがいるだけで」

　気の利かない、しかし全てを削そぎ取った気持ちを、佐藤は届けていた。

　安らぎの中、眼めを瞑つぶったマージョリーは問いかける。

「それだけじゃ、ダメ。だから、私は女として、男の貴方あなたに訊きくわ……ケーサク、生かすとか、賭かけるとかじゃなくて、私が好き？」

「はい、好きです」

　微み塵じんの逡しゆん巡じゆんも遠えん慮りよもない、即そく答とうだった。

　マージョリーは、寄せていた頰を離すと、

「覚えてる、かしら」

　妙たえなる微び笑しようと共に、並んで身を横たえる若者と見み詰つめ合う。

「フレイムヘイズは強すぎて、力一いつ杯ぱい抱き合うこともできない、って話」

「え、ええ」

　戸と惑まどいつつ答えた佐藤の胸に、軽く人ひと差さし指ゆびが触れた。

　瞬しゆん間かん、自じ在ざい式しきが広がって、その体に得えも言われぬ力が湧わく。

「これ、は？」

　見た目は悪戯いたずらっ子このように、奥には重いものを隠かくして、マージョリーは笑った。

「短たん時間なら、この程度はできるの。でも、ああやって予防線せんを張っとかなきゃ、不ふ用意に近づいちゃう、でしょ？　あのときはどっちも、そうでなきゃ、いけなかった」

　佐藤は今さらの動どう悸きを感じつつ、見つめ合う女性の頰に触れる。

「今は……？」

「確かめて、みれば？」

　二人はもう一度、唇くちびるを合わせた。










　　　　３　神







　両りよう界かいの狭はざ間まで、完全に造ぞう化かの確定された『詣けい道どう』の最さい奥おう。

　フレイムヘイズの成れの果てたる色付く影も入れない、道を辿たどる者にとっての終しゆう着ちやく点てんたる地には、中ちゆう途との道どう程ていにも在った不ふ可か思し議ぎな光景、その最たる物が広がっていた。

　管くだ状じようをなす大だい地ちの中ちゆう空くうを突いて、無数の高層ビル群が立ち並んでいるのである。

　見渡しても見上げてもコンクリートとガラスの塊かたまりが埋め尽くす、雲も空もない世界は、まるで伸び上がる迷めい宮きゆう、あるいは口を閉じつつある巨大な生物の牙きばと見えた。

　その世界の最さい果はてに、周囲のビル群と馴な染じまない、行き止まりの壁が在る。

　緩く反そり上がるカーブを描く大地から、垂直に立って遮しや断だんする形ではない。管の径けいを急速に狭めて、その最後を閉じた円形の蓋ふたのような、まさしく最果ての帰き結けつたる形だった。

　壁の中央には、無ぶ骨こつかつ執しつ拗ような装そう飾しよくを施ほどこされた、四角く広い入り口が開いている。

　周囲の地面から上がって行くための階段もない、空を飛ぶ者が到達することが前ぜん提ていとなっているこの入り口から、［仮装舞踏会バル・マスケ］指し導どう部ぶは足を踏み入れていた。

　そこは、彼らにとっての聖せい地ち、目的地とも言える社やしろ──『祭さい殿でん』。

　内部の構造は、柱を両脇わきに備えた奥へと続く広大な廊下のみと単純だが、それらを組み上げる構造物ぶつは全て黒ずんだ青せい銅どうの塊かたまりで、精せい密ちな組くみ木きのように互いを絡め繫つなげている。総そう体たいとしては単純な形ながら、その個々は角ばった凹おう凸とつに富み、表面には四角い渦うずが無数彫ほり込まれていた。各所に掲かかげられた弔ちよう旗きのような漆しつ黒こくの幕も、場の荘そう厳ごんさをより印いん象しよう付づけている。

　暗く澄すんだ空気の揺蕩たゆたう中を進んでゆく一いつ行こうの先頭を、

「嗚呼ああ──!!」

　切せつ々せつたる声を張り上げつつ、切るように鋭く歩むモノが在った。

　緋ひ色いろの凱がい甲こうと衣で装い、漆しつ黒こくの竜りゆう尾びを後頭に伸ばす少年……［仮装舞踏会バル・マスケ］の盟めい主しゆ、その代だい行こう体たいたる〝祭さい礼れいの蛇へび〟坂さか井い悠ゆう二じである。彼は歩みを止めることなく上じよう方ほうを仰あおぎ、

「嗚呼、嗚呼、ここまで来たか、この『祭殿』まで来たか──!!」

　迎えるように、迎えられるように、両の手を一いつ杯ぱいに広げた。小さくも強き全身には、まさに今という時を数千年待まち続けた、深しん淵えんの神の歓かん喜きが漲みなぎっている。

　その胸元に下げられた、黒い宝石に交差する金の輪を意い匠しようしたペンダント、

「……」

　神じん器ぎ〝コキュートス〟に意い思しを表ひよう出しゆつする〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールは、『祭殿』の内に入ってから、口を噤つぐんだままである。

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟と同どう格かくの存在たる天てん罰ばつ神しん、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナと契約し異い能のうの力を与える彼は、遂ついに迎える、迎えてしまう時の中で、ただ訪れる状況を受け取るだけの存在となっていた。もはや、なにを言っても翻ひるがえる場面ではない。全てを情報として持ち帰る以外、彼に為なすべきことはなかった。

　逆に、同どう行こう者らの足取りは、彼の内心を嘲あざ笑わらうかのように、どこまでも軽い。

「もう、動き出しているようですが」

　後に続く、白く大きな帽ぼう子しとマントに着られるような少女……三柱臣トリニテイの巫み女こ〝頂いただきの座くら〟ヘカテーが、盟主の今にも破は裂れつしそうな感情に当てられ、やや頰ほおを紅こう潮ちようさせて呟つぶやいた。

　その右、灰色のタイトなドレスに幾いくつもの装そう飾しよく品ひんを付けた妙みよう齢れいの美女……三柱臣トリニテイの参さん謀ぼう〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟ベルペオルが、右を欠いた左と額ひたい、二つの目で行く手を凝ぎよう視ししつつ、言う。

「誰だれにとっても時は惜おしいからね。御み座ざに着かれる準備くらい、しておかなくては」

「たしかに、ここでは外の戦せん況きようも分からんからな。早々に用を済ませて帰りたいものだ」

　同じく左、ダークスーツにサングラス、オールバックにしたプラチナブロンドという長身の男……三柱臣トリニテイの将しよう軍ぐん〝千せん変ぺん〟シュドナイが、火をつけないタバコを揺らして笑った。

「っんなぁーにを言ぃーっているんです!?　こぉーんなェエーキサイティングな宝の山にモォーグモグ潜もぐり込んで、すぅーぐさま帰るなど、愚ぐぅーっ愚ぐ愚ぐ愚ぐのっ、骨こつ頂ちようですよぉー!?」

　三人の後ろ、分ぶ厚あつい眼鏡めがねをかけ、髪かみをベルトで纏まとめ、白はく衣いを纏ったひょろ長い男……〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオンこと『教きよう授じゆ』が、背負った珍ちん妙みような機き械かいを弄いじりながら叫びを上げる。

「でも、サンプル採さい取しゆは終えましたし、後は解放と崩ほう壊かいのデータさえあればひいはたひいひいはたひい」

　教授の傍かたわら、膨ふくれた発条ばねの頭にガスタンクのように丸い体の〝燐りん子ね〟……『我が学がくの結けつ晶しようエクセレント28─カンターテ・ドミノ』が、頰ほおをマジックハンドで抓つねられた。

　最さい後こう尾びをフラフラと付いてくる、目ま深ぶかに被かぶった三角帽ぼう、襟えりを立てた燕えん尾び服ふく、という面めん妖ような楽がく師し……〝笑しよう謔ぎやくの聘へい〟ロフォカレが、手にしたリュートを爪つま弾びき、ゆるやかに歌い上げる。

「光を夢ゆめ見み、道を敷しく、砕くだく運命さだめが其その道を……」

　各おの々おのが言い合いつつ、

　しかし歩みはあくまで速く、

　広大な『祭さい殿でん』の行き着いた先に、

「夢──」

　彼らが膨ぼう大だいな時と労力を費やし目指した、それは在った。

「そう、夢やもしれぬ、とこの地を歩みつつ、幾いく度どとなく思った」

　言う間に、少年とは異なる声が、比ひ重じゆうを増してゆき、

「覚めれば消え果てる、数千年のまどろみの内に垣間かいま見みた、刹せつ那なの幻まぼろしやもしれぬ、と」

　完全に変わった声で感かん慨がいを漏もらし、それを仰ぎ見た。

　一同も倣ならう。

　視線の集つどう先に、世界を閉ざす果てのような、黒ずむ青せい銅どうの絶ぜつ壁ぺきが在る。

　表面に刻まれているのは広大な星せい図ずと見える、幾いく百ひやく重じゆうにも連なる同どう心しんの環わ。

　表面各所には、零こぼれる影とも見える黒い炎ほのおと、長くのたうつモノの意い匠しようが見える。

「だがこれは──夢ゆめ幻まぼろしでは、ない」

　そして、

　環の中心には一つの小さな、彫ちよう刻こくではない生なま身みの眼がん球きゆうが据すえられ、また環の一部を砕くだいてうねる頭と尾、幾いくつかの胴どうを垣間見せる、巨大な黒き蛇じや骨こつが、彫ちよう像ぞうのように固まっていた。

　まるで、

「全てが──ここに、現に、在る」

　天を荒らし暴あばれ回っているようにも、天に押し潰つぶされもがいているようにも見えるそれこそが、太たい古この昔〝紅ぐ世ぜ〟より渡り来、フレイムヘイズらによって不ふ帰きの秘ひ法ほう『久く遠おんの陥かん穽せい』で両りよう界かいの狭はざ間まへと追つい逐ちくされた創そう造ぞう神しん……〝祭さい礼れいの蛇へび〟だった。

「長く、待たせた」

　代だい行こう体たいならぬ〝祭さい礼れいの蛇へび〟は己おのれに告げ、感かん慨がいというにはあまりにも大きく、感動というにはあまりに深い、この地への到達という光景を、強く嚙かみ締める。ただただ御ぎよしきれない感情だけが、どこまでも膨ふくらんでゆく。

「が、それも今、終わる」

　来らい訪ほうと追つい逐ちくから数千年、両りよう界かいの狭はざ間まに彷さ徨まよいながら、『詣けい道どう』を作り、『大たい命めい詩し篇へん』を編み上げ、巫み女こと交信し、代だい行こう体たいを作り上げ、意識を同調させ、『神しん門もん』を開き、『祭さい殿でん』まで辿たどり着いた、全ての成果が、今──ここに実りつつあった。それを思うだけで、彼の精神は狂きよう騒そうし、体は軋きしみをあげ、表情は笑えみを通り越す。

「否、始まる」

　両の掌てのひらを強く握る内に、沸ふつ々ふつと湧わき上がる思いに押されるように、ゆっくりとその身が浮かび上がっていった。蛇へびの頭ず蓋がい骨こつ正面に位置してから、下方の眷けん属ぞくへと声を放る。

　数千年、待ち望んでいた、声を。

「──余よを、まどろみより、覚ませ──」

「……は」

　ベルペオルも万ばん感かんの思いとともに答え、前へと進み出た。

　同どう心しん円えんの中心で、今も彼女を見つめている眼がん球きゆう。これこそ、かつて『久く遠おんの陥かん穽せい』発はつ動どうに際し〝祭さい礼れいの蛇へび〟へと託たくされた彼女の右目、本来は眼がん帯たいの下に収まっていたものだった。

　名を称しようして、『旗はた標じるし』。

　試し行こう錯さく誤ごする『大たい命めい詩し篇へん』を、受信者たる巫女・ヘカテーへと正確に届けることも、両界の狭間という無限の大たい海かいの中で、業ごう苦くや艱かん難なんを『詣けい道どう』へと織り成し伸ばすことも、常に彼女の在る場所を見続ける磁じ針しんたる、この『旗はた標じるし』あってこその業わざ。

　本来であれば方ほう途との見けん当とうも今いま在る場所も自覚できないはずの両界の狭間において、一ひと筋すじの光こう明みようとして〝祭さい礼れいの蛇へび〟を導いた、全く小さな眼球……これこそが、不ふ帰きの秘ひ法ほうたる『久く遠おんの陥かん穽せい』を根本から覆くつがえした元げん凶きようなのだった。

　前へと進み出たベルペオルは、この誇るべき自らの一部に目を遣やり、動かした。

　この『祭さい殿でん』における『旗はた標じるし』は〝祭さい礼れいの蛇へび〟本体の統とう括かつ管理という副ふく次じ的な役割も宛あてがわれていた。今、彼女らが在る社やしろは、『大たい命めい詩し篇へん』の構成や『詣けい道どう』の創そう造ぞうという、精神活かつ動どう以外の不要な部分……つまりは神としての体を、帰き還かんのときまで休きゆう眠みんさせておく、〝祭さい礼れいの蛇へび〟の巨大な神かむ床どこでもあるのだった。

　ベルペオルは『祭さい殿でん』に入ってすぐ、この神床から本体を解放する準備を『旗はた標じるし』にさせている。黒き蛇じや骨こつの周り、所々に炎ほのおが漏もれ出ているのは、その証あかしだった。

　数千年の時を経てかけられた声で、これら役割が、遂ついに終わる。

「務め、ご苦労」

　告げたベルペオルと『旗はた標じるし』、同じものである、目と、目と、目が、合った──瞬しゆん間かん、彼女の眼帯が弾はじけ、環わの中心に嵌はめ込まれていた目が、金色の火ひ花ばなとなって彼女の許もとに戻った。

「……さあ」

　見開かれた三つ目を合あい図ずに、促うながすような言葉を号ごう令れいに、始まる。

　空白として残った環の中心に、代わって黒い炎が点ともった。

　数秒の間を置いて、

　目の嵌はめこまれていた中心の環わが、回り始めた。まるで制せい動どうが解かれたかのように、不ふ意いに速く、無む闇やみに激しく。環は、摩ま擦さつに火ひ花ばなを散らすように黒い炎ほのおを零こぼして数すう回転、唐とう突とつに止まった。すると、その一つ外側の環が逆ぎやく方向へと数回転、また止まる。さらに、その一つ外側の環が逆方向に、止まってはまた一つ外側の環が逆方向に、と互い違いの回転と静せい止しは、どんどん外側へと拡大していった。

　黒い炎の漏ろう出しゆつも、回転の環が大きくなる度たびに勢いを増し、巨大な蛇じや骨こつを押さえつけた円えん全体が軋きしみを上げて細かく震え始めている。いつしか、その細かい震えは『祭さい殿でん』全体にまで波は及きゆうしていた。黒ずんだ青せい銅どうの、床が、柱が、天てん井じようが、漆しつ黒こくの幕から暗く澄すんだ空気までもが、前ぜん兆ちようとしての震えを増しながら、全てを解き放つ瞬しゆん間かんを目指している。

　悲ひ願がん、待たい望ぼう、成じよう就じゆ、という言葉が現実のものになろうとしていた。

　代だい行こう体たい〝祭さい礼れいの蛇へび〟坂さか井い悠ゆう二じは、宙に在って、自身の蛇骨に残された眼め、光を欠いた虚うつろな水すい晶しよう玉だまの前で、願うように、あるいは時の到とう来らいまで伏せるように、僅わずか頭こうべを垂れる。

　その胸元、討うつべき敵の首しゆ領りよう、決して目覚めさせてはならない神と面したアラストールは、しかしなにをできるでもない神じん器ぎたる己おのが身に歯は嚙がみし、儀ぎ式しきの進行をただ見み据すえる。

　下か方ほう、取り戻した三つの眼を陶とう然ぜんと細めるベルペオルを中心に、紅こう潮ちようして時を待ち侘わびるヘカテーを右に、凶きよう暴ぼうな笑いを浮かべて事を眺ながめやるシュドナイを左に、三柱臣トリニテイらが侍さぶらう。

　その後ろ、いつの間にかベルペオルの宝ほう具ぐ『タルタロス』の作った、音声を遮しや断だんする輪の内で、教きよう授じゆとドミノが機き器きを操あやつっては騒ぎ、ロフォカレも吞のん気きにリュートを爪つま弾びいている。

　そして、

　円の縁ふち、最後の回転が、終わらない。

　今まではすぐに止まっていた回転が、どこまでも加速して行く。加速し続けて、その構造の支え得る限界点てんに迫っていった。ほどなく回転は歪ゆがみを生じ、外がい周しゆうの環が周囲と擦こすれる。歪んだ環はすぐに内部へと伝でん播ぱして、高速回かい転てんとの落らく差さから一気に──崩ほう壊かいした。

　代行体〟祭さい礼れいの蛇へび〟の前にある、眼。

　光を欠いた虚ろな水晶玉、その奥底に、銀色が、射し、点ともり、光り、輝き、




　創そう造ぞう神しんは、目覚めた。




　黒い炎を巻いて崩くずれる同どう心しん円えんの封ふう印いんを砕くだいて、大だい重量の蛇骨が全形を現す。

　広大な『祭さい殿でん』の内が、洪こう水ずいに見み舞まわれたかのように、神の体で溢あふれ返る。

　黒い肋ろつ骨こつが床を砕くだき、黒い尾び骨こつが柱を折り、黒い頭ず骸がい骨こつが天井を突き砕く。

　身じろぎを終えると、首を振り上げ、ないはずの胸きよう郭かくに一帯の空気を吸う。

　溜ためて一いつ瞬しゆん、放たれるのは、




「──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──ッ!!」




　数千年を経た、歓かん喜きの咆ほう哮こう。

　地じ響ひびきすら伴う、人間が聞けば耳を肺を潰つぶしてしまうような音の爆ばく発はつが、内から『祭さい殿でん』を呆あつ気けなく吹き飛ばした。余よ波はを受けて、近きん辺ぺんにある高層ビルの上じよう層そう部ぶが爆ばく砕さいし、ガラスとコンクリートが輝きと重さを伴う暴ぼう威いの豪ごう雨うとなって、一帯に降り注そそぐ。さらなる追い討うちとして、黒い炎ほのおの塊かたまりと青せい銅どうの塊が一帯を襲おそい、狭い世界は粉ふん塵じん満ちる混こん沌とんの巷ちまたと化した。

　その中、

「なぁーんという、そぉーこに在るモノ分かるモノ！　新・怪き・奇かい・超ちよう常じよう！　つぅーまるところは現象のっ、オォーンパッレェード！　胸を沸ぁかせる、ェエーッキサイティング!!　ドォーミノォー！　キーッチンカチンとデータ収しゆう拾しゆうは続けていぃーるでしょうねえぇー!?」

「はは、はいでございますです、教きよう授じゆ！　各かく観かん測そく機き器きとも、正常に作さ動どう中〜！」

「ほう……」

　輪わになっていた『タルタロス』から解き放たれた三人は、無む造ぞう作さに放り出され、

　眷けん属ぞくたる三人は、彼らの創そう造ぞう主しゆが一時、静かに潜ひそむ粉塵の中へと、眼めを凝こらす。

「こうして遠くから出迎えるのも、久しいな」

「まだ、最後の仕上げが残っているよ。ご自身では、膨ぼう大だいな『大たい命めい詩し篇へん』から次なる手順を動かす式を拾われるのも一ひと苦労だからね。こういう時に役立ってこその眷属さ。ヘカテー」

「分かりました」

　粉塵舞い上がる奥、黒い炎と銀の影が陰いん陽ようを過ぎらせる中央に、うっすらと一つの巨大な影と、一つの小さな影が、浮かび上がってくる。

　鎌かま首くびをもたげる黒い蛇じや骨こつと、その鼻はな先さきに静止する代だい行こう体たいである。

　まるで確かめ合うように、銀に輝く眼め、漆しつ黒こくの瞳ひとみ、互いが互いを凝ぎよう視ししていた。

　それを遠く見つめて、しかし表情は乏しく、巫み女こヘカテーが、その本ほん分ぶん……神の意を受け、神の現れを助ける、巫女の本分たる力を発はつ揮きする。手に在る大だい杖じよう『トライゴン』が鋭く振るわれ、三角形の錫しやく杖じよう頭とうにはまった遊ゆう環かんが、シャーン、と透すき通った音ね色いろを奏かなでた。

　巫女の意を受けた『大たい命めい詩し篇へん』が稼か動どうを始め、黒い蛇骨と代行体の周囲に変化が起きる。

「──〝頂いただきの座くら〟ヘカテーより、立ち居たる御おん身みへ──」

　彼らを祝う花はな吹雪ふぶきと見える、明るすぎる水色の三角形が大小無む数すう、舞い始める。三角形はぶつかっては砕くだけ、砕けては新たな三角形を増やして、未だ収まらない粉塵と、瓦が礫れきを敷しいて聳そびえる黒い蛇骨を、幻げん想そう的に彩いろどってゆく。

「──此方こなたが大杖『トライゴン』に、御身が結けつ装そうを、委まかされよ──」

　砂すな粒つぶほどまでに細かく砕かれた三角形は、ただ舞うだけでなく、雪のように瓦礫へと落ちては解ける。解けて、『祭さい殿でん』を形作づくっていた青せい銅どう塊かいにのみ、波は紋もんとなって広がる。

「──委まかされよ──」

　繰り返される声に答え、幾いくつもの青銅塊が浮かび上がる。浮かび上がって、聳そびえる蛇じや骨こつへと飛んでゆく。これらは、休きゆう眠みんに際し切り離され、神かむ床どことなっていた力の結けつ晶しようである。

「──委されよ──」

　次々と飛んでくる青銅塊は、勢いよく蛇骨にぶつかっては泡あわと弾はじけ、黒い炎ほのおとなって全体を包んでいった。その燃え上がる力の内で、骨には肉が加わり、肉には血が通い始める。

「──委されよ──」

　巫み女こ〝頂いただきの座くら〟ヘカテーに促された睡すい余よの神は、急速にかつての莫ばく大だいな力を、豪ごう壮そうなる姿を取り戻してゆく。炎が凝ぎよう縮しゆくされ、また新たに燃える、心しん臓ぞうの鼓こ動どうにも似た作業の中で。

「──」

　かつてと同じ、その存在を認めたヘカテーは、笑えみを浮かべる。微び笑しようではない、心からの喜びの笑みを。ベルペオルも、シュドナイさえも、各おの々おののやり方で同じ笑みを浮かべていた。

　そして、当とう人にん。

　飛び交う青銅塊に気を払わず、燃え上がる炎にも動じず、代だい行こう体たいは未だ同じ場所で浮かんでいる。神の復活による変へん調ちようも、ましてや消しよう滅めつの気け配はいなども見せず、ただ今は他者の視点から、完全なる存在を取り戻した己おのが体たい軀くを眺ながめる。

　両りよう眼めと影から零こぼれる銀ぎん光こうに浮かぶ真しん黒こくの体たい表ひようは、幾いくらか鋭えい角かくを備そなえた細い頭部を兜かぶとに、長ちよう大だいな蛇じや身しんを隙すきなく覆まとう鱗うろこを鎧よろいに見せ、地じ鳴なりを伴って佇たたずむ全ぜん容ようは、燃え盛る黒い炎を随ずい所しよに纏って、〝紅ぐ世ぜ〟真しん正せいの神なる威い容ようを、狭き全地に知らしめていた。

　深く頷うなずき、大きく笑って、〝祭さい礼れいの蛇へび〟は、創そう造ぞう神しんたるの声で言う。

「よく、やった。眷けん属ぞく『三柱臣トリニテイ』──我が誇ほこりよ」

　言って、両手を強く一いつ杯ぱいに広げた。

　応じて、蛇身が首を振り上げ、同じ意を込めた咆ほう哮こうを轟とどろかす。

　宙に在る三人は、これを喜き色しよくとともに正面から受け止め、別の三人は翻ほん弄ろうされ墜つい落らくした。

　と、その胸元から、

「我が同どう胞ほうにして列つらなる一ひと柱はしら、創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟よ」

　この場に在るもう一人、アラストールが口を開く。

「我は、これより『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナの許もとへと、帰き還かんする」

　全てを見み届とどけ、これ以上得られるものがないと理解した、決けつ別べつの言葉だった。かつてないほどに長く、ともに居い続つづけた他者の、創造神ではない方……少年に向けて、彼は言う。

「坂井悠二──これが、今こん生じようの別れとなるのか」

「！」

　本ほん体たいが復活した現状における、改めての確かく認にんだった。

　前々から、代だい行こう体たいは使える、消したりはしない、と〝祭さい礼れいの蛇へび〟本人からも、それ以外の枢すう要ようからも聞いてはいたが、いざ実際に本ほん体たいを得て、気が変わることは十分あり得る。

　ただでさえ、互いに現状の維い持じを約束したわけではなく、またする気もなかった、ただの宣せん告こくに拠よって立つ状態なのである。ゆえにこそアラストールの言葉は、単なる確かく認にんなのだった。

　その単なる確認が、しかし〝紅ぐ世ぜ〟の魔ま神じんが示した可能な限りの優しさであると分かっている少年は、笑う。喜びとそれ以外を、等とう分ぶんに混ぜて。

「ありがとう。でも、心配は要いらないよ、アラストール」

　その気休めにも似た言葉を、

「そうとも。余よらは──共に征ゆく」

　創そう造ぞう神しんの異なる声が、誓ちかうように継ついだ。

　また少年の声で、少年の表情で、一ひと先まずの別れを告げる。

「また、すぐに『星せい黎れい殿でん』で会えるさ」

「……さらばだ」

　修しゆう辞じを飾らず、アラストールは紅ぐ蓮れんの火ひの粉こを撒まいて、去った。
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　代行体たる少年は融とけ合った心の内で、言葉とは裏うら腹はらな、近い再会の予感を覚えている。理り屈くつの面では、捕らえた少女が逃れられるとは思っていなかったが、それ以外の面では、反対のことを思っていた。手段など想そう像ぞうも付かない、推すい測そくならぬ予感である。

（ともあれ）

　そう、どちらが思ったのか、名残なごりのような紅ぐ蓮れんの火の粉こを握り締めることで、踏ん切りをつけた。心は一気に色を変え、［仮装舞踏会バル・マスケ］盟めい主しゆたるの本ほん分ぶんに立ち戻る。

（この地で為なすべきことは、終わった）

　外部の様よう子すは、この世界の狭はざ間まからは一切摑つかめない。戦せん況きようの有利は動かないだろうが、長なが居いするのは構成員いんの誰だれにとっても怠たい惰だであり、以上に害がい悪あくであろう。

（続いて為すべきことは、山ほどある）

　鋭く手を払って転てん身しんした代だい行こう体たい〟祭さい礼れいの蛇へび〟坂さか井い悠ゆう二じは、本体たる蛇じや身しんの鼻はな先さきへと降り立った。そうして、夢に見た一ひと言ことを、その後方へと同じく降り立ち控える眷けん属ぞく三み柱はしら、また同どう行こう者らへと、盟主としての声で号ごう令れいする。

「今ぞ、還かん幸こうの時だ」

　その本体が、挙きよ動どうの予よ兆ちように鈍く震えた。

　長大な蛇身が、地じ鳴なりを帯びて宙へと浮き上がる。周囲に散らばる瓦が礫れきも、吊つられるように行を共にし、さらには『詣けい道どう』を形作づくる地ち層そうそのものさえも、緩く撓たわんで引き寄せられる。

「待つ者は多く、待つ事も多い」

　彼の背後、蛇へびの頭と首の継ぎ目へと飛び移った者らへと視線を一ひと巡めぐり、

「いざ」

　言うや、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟は、今まで彼らが辿たどってきた『詣けい道どう』を遡さかのぼり始めた。

　目指すは『神しん門もん』、その先に広がる、世界。







　蛇身が発たった後方、『祭さい殿でん』の鎮ちん座ざしていた大だい地ちの最さい果はてが、轟ごう音おんを上げて砕くだけ落ちた。

　粉こな々ごなに砕け、狭間に落ちて、跡あと形かたもなく消えてゆく。

　その向こうには、暗いのか明るいのかすら判はん別べつできない、ただ大地が落ち逝ゆく動きから、猛もう烈れつに渦うず巻まく海とも、極きよく度どに揺らぐ陽炎かげろうとも感じられる、不ふ可か思し議ぎな空間『両りよう界かいの狭間』が無む辺へんの領りよう域いきを広げている。

　創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟が作り上げた『詣けい道どう』は、この世へと至る業ごう苦くや艱かん難なん、不ふ可能という状況を、『道』という実体へと、神の剛ごう力りきによって組み替え織り成した、仮かり初そめの存在である。それを支えていた創造神が、望みを果たし通り過ぎれば、彼にとって意味のない後ろ、存在意い義ぎを失った『道』は理りの当然として、消え去るのみだった。

　今、その破は滅めつの光景を眺ながめているのは、

「んんーっふふふ！　一つの世せぇー界かいが崩ほぅーっ壊かいする光景っ！　のぉーみならず、歪ゆがみに拠よぉーらぬ自然な、まぁーさしく純・ナマの！　両ぅー界の狭間を、継けぃー続ぞく的に観かんっ測そくできるとは！　なぁーんというェエークセレントな状況!!　『我が学がくの結けつ晶しようエクセレント２５２５４６─論ろん議ぎの笈おい』サブスイィーッチ・オン!!　全ぜんっ方ほぅー位い、観測開かぃーっ始し!!」

　叫びつつ、腰から上をグルグル回転させ始めた教きよう授じゆと、

「教授、装置の方に回転アンテナは付いてるんでございまふすへでふすひいはたはたはた!?」

　頰ほおをそのマジックハンドで抓つねり上げられるドミノの二人。

　ロフォカレは三角帽ぼうの下に視線を明かさずリュートを爪つま弾びき、

「駆かけよや前へ、飛べよや先へ、為なすべきものを、ただ目指し──」

　残る三人は、ただ佇ちよ立りつする。

　もはや動いて示し、語って諮はかるほどのものは、彼らにはなかった。まさしくロフォカレの歌い上げた歌のとおり、今は造ぞう物ぶつ主しゆと共に、為すべきものを目指し行くのみ。彼らが動き、諮るのは、今の状況が変わるときだった。

　立ち並ぶ高層ビル群、『詣けい道どう』最さい奥おうの中心を、創そう造ぞう神しんが驀ばく進しんする。

　恐るべき質しつ量りようの飛び行く風ふう圧あつが、ガラスを割わり割さき、

　撒まき散らされる黒い炎ほのおが、軌き跡せきをなぞって火の手を上げ

　巨大な蛇じや身しんが掠かすり激げき突とつする衝しよう撃げきが、ビルを軽かる々がると薙なぎ倒し、

　世界の崩ほう壊かいが、一切を巻き込み両りよう界かいの狭はざ間まに飲み込んでゆく。

　圧あつ倒とう的な存在が、世界を搔かき分け、何物も跳ね除のけて、突き進む。

　管くだ状じようの『詣けい道どう』、大地のみで構成された世界は、造物主によって無に帰していった。

　それら凄せい烈れつ極まる嵐あらしの吹き行く中、

「──」

　最初に気付いたのは、シュドナイ。

「──ほう、しぶといな」

「どうしたね？」

　ベルペオルが訊きく間に、彼は軽く一歩、熱っぽく行く手を見つめるヘカテーの傍かたわらに踏み込んで、手に在る剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を振るった。

「っふん!!」

　穂ほ先さきは、蛇身の丸みに沿って飛び上がってきた二つの人ひと影かげを腹から四つに断ち割って、後方に口を開ける両界の狭間へと──途と上じようで教授のアンテナに掠かすらせて──追い落とす。

「ノォ──ゥ!!」

　叫びを無視し、ベルペオルが三つの目で見やったそれらは、

「奴やつらが、なぜこの深しん部ぶまで……いや、なるほど」

　幾いく度どとなく『詣けい道どう』の途と上じようで干かん戈かを交えた色付く影、秘ひ法ほう『久く遠おんの陥かん穽せい』発はつ動どうに巻き込まれた、太たい古このフレイムヘイズらの成れの果てだった。

　彼女らの在る『詣けい道どう』は、大だい地ちとなる管くだの内側を確たる存在とすることで成り立っている。それはつまり、狭間に在る他のものを排はい除じよすることでもあった。ゆえに夾きよう雑ざつ物ぶつたる彼らが道の内に現れる際は実体を保ち得ず、茫ぼう漠ばくたる色付く影となっていたのである。

　本来であれば〝祭さい礼れいの蛇へび〟による『詣けい道どう』実体化か作業の熟じゆく練れん度ど上昇によって、排はい除じよの度ど合あいの増した深部で、彼らがその内に存在を許されるはずもない。

　が、しかし今、『詣けい道どう』はすぐ後ろに彼らが漂う両りよう界かいの狭はざ間まを大きく開けている。崩ほう壊かいによって開いた道を執しゆう念ねんから辿たどって、彼らはフレイムヘイズとして最後の攻こう勢せいに出たのだった。

　ベルペオルは、数千年の漂ひよう流りゆうで人間としての意識すら喪そう失しつした者らの、使し命めい完かん遂すいに対する闘とう志し、もはや決定的な阻そ止しとは成り得ない妨ぼう害がい、二つが齎もたらす徒と労ろうを嗤わらう。

「たしかに、しぶとい……この期ごに及んで、まだ諦あきらめないとはね。まったく、契約者も討うち手も、碌ろくに考える力なんか残っちゃいないだろうに、ご苦労なことさね」

「力は力だ。背中から転げ落ちる無ぶ様ざまで、我らが盟めい主しゆ殿どのの門かど出でを飾ってくれるなよ」

　彼女が最も堪こたえる釘くぎを刺さして、シュドナイは傍かたわら、小さな眷けん属ぞくに目をやった。

　そのヘカテーは変わらず、蛇じや身しんの行く先しか見ていない。巫み女この本ほん分ぶんを果たす時を向かえた高こう揚ようが、常の彼女からは想そう像ぞうもできないほどの喜びを、その横よこ顔がおに与えている。

　自分が眼がん中ちゆうにないと知った男は苦く笑しようして、せめてと視線の向きを揃そろえた。果ても見えない広大な『詣けい道どう』を前に立ち、蛇へびの行く先を定めている少年に、自身の職しよく掌しようから声をかける。

「我らが盟主殿、その宝具を惜おしまれるならば、ご注意あれ！」

　僅わずか振り向いた〝祭さい礼れいの蛇へび〟坂さか井い悠ゆう二じは、

「無む論ろん、惜おしい」

　少年の声で言って、何ど処こからか片かた手て持もちの大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を抜き放った。

　と、その正面、振り向いた隙すきを狙ねらってか、新たな人ひと影かげが槍やりを持って突きかかる。

「！」

　悠二は振り返らず、その首の向きのまま後こう頭とうの竜りゆう尾びを振るった。太い鞭むちとも撓しなる棍こん棒ぼうとも見える漆しつ黒こくのそれは、迫る槍を難なく弾はじき飛ばす。さらに、振るった動作を加速させ、一いつ回転した悠二は大剣の横よこ斬ぎり一いつ閃せん、影を薙ないでいだ。槍を追って伸びた両腕、その間にあった首、三つが冗じよう談だんのように軽く飛ぶ。

　舞ぶ踏とうのような手並みにシュドナイは賞しよう賛さんの口くち笛ぶえを吹く傍ら、落ちてきた首と腕のない影を一ひと蹴けり、後こう方ほうに流しやった。そのついでと、懲こりずに観かん測そくを続けている教きよう授じゆとドミノ、慌あわてて走り回るロフォカレに警けい告こくも送る。

「おまえたち、今さら狭間で彷さ徨まよいたくなければ伏せていろ！　奴やつらは行き道と違って、いつでも好きなときに襲おそってくるぞ！」

　素直に答えたのは、盟主の切った頭に頭をぶつけたロフォカレで、

「分かりました、せいぜい控えましょう」

　その反対は言うまでもなく教授とドミノである。

「大だい大だいピィーンチの中でこそ！　研究ぅー者のスゥーッピリットが試されるのぉーっです!!　そう！　今しかないこぉーの時を、己おのれの研究に捧ささげ尽ぅーっくせるかっ……どうかをっ!!」

「すすすすいません将しよう軍ぐん様〜、あっ教きよう授じゆ、新しい反応が！」

　大おお騒さわぎして蛇じや身しんの上をウロチョロしている二人の様よう子すに、シュドナイは肩をすくめ、とりあえず今、唯ゆい一いつまともに話のできる相手に尋たずねる。

「敵てき襲しゆうを含めて、『詣けい道どう』を出るまでは、こんなものか」

「恐らくは、ね。まあ、残ざん像ぞう同どう然ぜんな連れん中ちゆうにとっては、これが最後の一ひと花はなだ。せいぜい派は手でに咲かせてやるがいいさ」

　投げやりに返したベルペオルは、ヘカテーと自分の周りに鉤こう鎖さ『タルタロス』による輪を作り、その一つ一つを外して広げた。これは攻撃を防ぐ防ぼう御ぎよ陣じんの一種である。

　その自分を含まない、露ろ骨こつな女性の輪に呆あきれたシュドナイは、

「気き楽らくに言ってくれるもの、だ！」

　新たに頭上から飛び掛かってきた三つの影に、己が不満をぶつけた。腕ごと巨大化かさせた『神しん鉄てつ如によ意い』の一ひと払はらい、という形で。影は奇き妙みような形に拉ひしやげて、後方へ転げ去った。

（少々、面めん倒どうではある）

　心なしか、一度に襲おそってくる数が増えたように思えたシュドナイは、大きさを戻した腕と槍やりに、より力を漲みなぎらせる。狭はざ間まに吞まれた者らは、何度でも戻って来られるのだろうか、と答えの出ようもない問いを自身に投げかけた。

　そのサングラスが向いた、行く手。

　凄すさまじい速度で〝祭さい礼れいの蛇へび〟本体が遡さかのぼってゆく『詣けい道どう』の大だい地ち……既すでに高層ビル群ではなくなった、ゴシック様よう式しきの大きな屋や敷しきや二階屋、ガス灯とう並ぶ大通り等の古めかしい市街地ちが管くだ状じように上下左さ右ゆうを取り巻く行く手、遠えん方ぽうから飛んでくる。

　横よこ一いつ線せんに並んだ、色付く影からなる、それらは鳥──

（いや、違う）

　鳥が並ぶ中央に一つ、異なるモノがいる、それは──

（まさか!?）

　気付いたシュドナイは、咆ほう哮こうのように大きく叫んでいた。

「盟めい主しゆ殿どのっ!!」

「──」

　還かん幸こうの先頭、蛇身の先せん端たんに立つ代だい行こう体たい〝祭さい礼れいの蛇へび〟坂さか井い悠ゆう二じは、片手を軽く上げて了りよう解かいしている旨むね、また手を出さないよう制せい止しする命めいを、眷けん属ぞくらに出した。

　零こぼれる辛しん苦くの響ひびきは、少年のもの。

「──分かっている」

　ベルペオルが驚きよう愕がくに瞠どう目もくし、

　ヘカテーが怒ど気きを過ぎらせ、

　シュドナイが制せい止しに戸と惑まどう、

「あれは、余よの客だ」

　三柱臣トリニテイらを背に、坂さか井い悠ゆう二じは大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を鋭く前に突き出す。

　迫り来る少女──『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナに向かって。







　シャナは、帰き還かんしたアラストールから、全てを聞かされた。

　代だい行こう体たい〝祭さい礼れいの蛇へび〟坂井悠二の一党が、目的を果たしたこと。

　彼らが坂井悠二という〝ミステス〟を消す気がないらしいこと。

　既すでに創そう造ぞう神しんの本体は復ふつ活かつし、遠からず『詣けい道どう』を遡さかのぼってくること。

　それを阻そ止しするためには〝紅ぐ世ぜ〟真しん正せいの神と戦わねばならないこと。

　全てを聞かされて、しかし彼女は一いつ片ぺんの恐れも見せず、『詣けい道どう』を突き進んできた。聞かせたアラストールが危き惧ぐしたような、迷いの色もない。胸元を離れていた僅わずかな間になにがあったのか、詳しく尋たずねる猶ゆう予よこそなかったが、大おおよその見けん当とうはついていた。

　近きに在って感じる、契約者の圧あつ倒とう的な力の充じゆう溢いつ。

　力を生み出す根こん源げん、揺るがず確かつ固こと独り立つ意い思し。

　かつての契約者を髣ほう髴ふつとさせる、人としての強さが、少女の内に漲みなぎっていた。

　その人としての強さに呼こ応おうして、魔ま神じんの力を引き出せるようにもなっていた。

　アラストールは、自分が得た情報を語り終えた後、どうするのか、とは訊きかなかった。訊いたとして、その遣やり取りで、少女のなにが変じるとも思えなかったからである。

　だから、ただ、

「行くか」

　それだけを言った。

　少女はその一言に、

「行こう」

　とだけ答えた。

　力強さを増した紅ぐ蓮れんの双そう翼よくが彼女らを運び、やがて両りよう隣どなりにフレイムヘイズの成れの果てたる影が並んだ。鳥の形をした彼らは、語る言葉を持てず、行為だけで意を示す。

　道の先からやってくる〝紅ぐ世ぜ〟真しん正せいの神、彼らが不ふ帰きの世界へと追いやったはずの［仮装舞踏会バル・マスケ］の盟めい主しゆ、今また世に這はい出ようとしている巨大な怪かい物ぶつ、それと対決しようとしている遥か後こう代だいの同どう輩はいと、轡くつわを揃そろえるという行為で。

　シャナも、彼らと並んで飛ぶことで、間違いなく戦うことになる、戦うことを既すでに決めている少年の許もとへと飛ぶことで、己おのが意を示す。

　やがて、

　広くも緩く曲がりくねる『詣けい道どう』の先、奥の奥から、それは来た。

　世の全てを塗り潰つぶす色を総そう身しんに纏まとった、あまりにも巨大な、黒い蛇へび。

　まさに驀ばく進しん、と言うに相応ふさわしい、壮そう絶ぜつな勢いで『詣けい道どう』を遡さかのぼってくる。

　蛇じや身しんの背後は割れ砕くだけ、なにもかもを吞み込む両りよう界かいの狭はざ間まが覗のぞいていた。

　そしてシャナは、捜し求めていたものを、見つける。

「！」

　頭上に輝き光る一つ目『審しん判ぱん』の力を借りるまでもない、灼しやく眼がんによる熱ねつ視し一点、蛇身の先せん端たんで、彼女に剣けん尖せんを突きつけている少年の姿すがたを。

（──坂さか井い、悠ゆう二じ──）

　今こそ自分が、本当の自分として彼と向き合えたことを、シャナは自覚する。

　邂かい逅こうを求め続けてきた心が、その実現によって一気に収しゆう斂れんし、想いを形作づくってゆく。

（悠二、私は──!!）

　混こん迷めいや停てい滞たいは一切なかった。まるで、邂逅というピースによって一つのパズルが完成し、その図ず案あんの意味を理解したように、答えが見つかっていた。

　と、鳥の影が一羽、窺うかがうように傍かたわらに近づく。

　答えを胸に抱くシャナは、言葉が通じるかどうかも分からない彼らに向かって、

「代行体とは私が戦う。他の連れん中ちゆうを抑えて」

　ごく自然に、そう命じていた。

　応じて、横よこ一いち列れつの編へん隊たいが、扇おうぎのような放ほう射しや状じように散さん開かいする。

　鳥の影は、その間に人間の姿を取り戻し、各おの々おのの武器を構え直した。そうして、世界の崩ほう壊かいを引き連れて迫る、巨大な蛇身を大きく取り巻くように空で渦うずを作り、仕し掛かけの時を探る。

　唯ただ一人ひとり、進しん路ろを変えず正面から飛び込むシャナは、

「はああああぁ──」

　驀進してくる黒い蛇を恐れる風ふうもなく、待ち構える少年への気き後おくれも見せず、

「──っ『飛ひ焰えん』!!」

　腕を一ひと振ふり、遠えん慮りよ容よう赦しや一切なしの先制攻こう撃げき、紅ぐ蓮れんに煌きらめく高圧の炎ほのおを放射していた。

　対して真まっ向こう、剣で受けて立つつもりだった悠二は、

「!?」

　意い表ひようを突いた先制、全く未み知ちの攻撃に、『吸血鬼ブルートザオガー』を素早く斜め下へと振り下ろす。

「──オオオオオオ──ッ!!」

　意を受けた蛇身は咆ほう哮こうとともに顎門あぎとを開き、己おのれと同じ黒色、大だい威い力りよくの炎を吐き出した。

　双そう方ほうの間、紅蓮と黒がぶつかり、

　一いつ瞬しゆん、

　全ぜん周しゆうの大だい地ち崩壊を早めるほどの大だい爆ばく発はつが起きる。

　また双そう方ほう、膨ふくれ上がる爆ばく炎えんの中へと、構わず突っ込んだ。

　荒れ狂う灼しやく熱ねつの中も速度を緩めず進む蛇じや身しんの、変わらず正面から、

「はあっ!!」

　シャナは大おお太だ刀ちの切きっ先さきを弾だん頭とうに、突っ込んでくる。

　悠ゆう二じは危うく、

「ぬうっ!!」

　この刺し突とつを『吸血鬼ブルートザオガー』の広い刀とう身しんで受け流した。刀身を触れ合わせた相手に傷を付ける、という宝ほう具ぐの特とく性せいも、寸すん暇かの接せつ触しよくでは使いようがない。通り過ぎた少女に振り返ったそのとき、ようやく爆ばく炎えんの内から蛇へびの頭が抜ける。

　その炎の中から、

「!!」

　蛇の頭上に立つ『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナが、紅ぐ蓮れんの輝きを伴う、堂々たる立ち姿すがたで現れた。悠二が思わず見み惚とれかける、まさに魔ま神じんの契約者たるに相応ふさわしい、圧あつ倒とう的な存在感かん、力強さと華か麗れいさ。

　力を封じ幽ゆう閉へいしていたときはおろか、御み崎さき市で幾いく度どとなく接した戦い、その最後に橋きよう上じようで対たい峙じしたときですら、今の充じゆう溢いつする力りき感かんとは比べ物にならない。ほとんど別べつ人じんだった。

　他にも、どんな方法でここに来ることができたのか、他に討ち手の同どう行こう者はいるのか、待ち伏せしていた〝壊かい刃じん〟サブラクを突とつ破ぱし得たのか、尋たずねるべきことは多くある。

　しかし、悠二としては、それら全てより、唯ただ一ひとつの、重大な質問があった。恐るべき力を満たした灼しやく眼がんと目め線せんを合わせ、真しん情じようからの声を送る。

「シャナ、何故なぜこんなことを？」

「……」

　シャナは、火ひの粉こ舞まい咲く炎えん髪ぱつを揺らし、眩まばゆく煌きらめく灼しやく眼がんで睨にらみ据すえ、神じん通つう無む比ひの大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』を右手に取り、自じ在ざいの黒こく衣い『夜よ笠がさ』をはためかせ、看かん破ぱの自じ在ざい法ほう『審しん判ぱん』を光こう背はいのように燃やして、無む言ごん。

　彼女の背後では、散さん開かいして炎の爆ばく発はつを避けていた影らが、三柱臣トリニテイの前へと降り立っていた。そのまま、同どう輩はいの背中を守るように立ち塞ふさがる。

「あれが、炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんだと？　ちっ、今になって、なんて状況だ」

「ベルペオル、指し示じを」

「見たろう？　今は、ご下か命めいのとおりにするだけさ」

　三柱臣トリニテイは『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』の早々な出現に驚き、その身に滾たぎる力の大きさを脅きよう威いと認にん識しきしていたが、盟めい主しゆによる制せい止しの命もあり、動けないでいる。両者の間で壁となっている色付く影の一いち団だんも、彼らに合わせるかのように、佇ちよ立りつしたままとなっていた。

　それら状況には目もやらず、なお悠二は言う。

「シャナは、戦うつもりなの？」

「……」

　シャナは、悠ゆう二じの顔に過ぎる悲しみの色に、僅わずか胸を痛める。僅か、というのは彼の気持ちを軽けい視ししてのことではない。口を閉ざしているのも単に、胸にあるもの、慣れない事こと柄がらを、会話としてどう切り出せばよいのか、分からなかっただけである。

　悠二は、自分の想いを、行動によって完全に否定されたと考えた。その落らく胆たんで錯さつ覚かくした距離感かんから、これら少女の内的な変化に気付けない。

「君と共に生きたい、という願い。君を守る、という誓ちかい。どちらにも、噓うそ偽いつわりは一切ない。それでも君は、フレイムヘイズという一いち道具として、余よを阻はばむと？」

「阻む」

「！」

　シャナは、全く見事な、悠二が思わず絶ぜつ句くするほどの断だん言げんで返した。

　そうして、自分にとって慣れた事こと柄がらを取っ掛かりに、所しよ信しんを語り始める。

「悠二が手を貸している『大たい命めい』は、神の力を借りた〝徒ともがら〟の暴ぼう走そうによって引き起こされている。創そう造ぞう神しんは、意い欲よくの赴おもむくまま一いつ足そく飛とびに世界の変へん容ようすら実現できる、できてしまう。その実現が、世界に致ち命めい的な危き機きを及ぼす可能性もあるのに」

　フレイムヘイズとしての、模も範はん的な回かい答とうだった。

　悠二は当然これを、自分への拒きよ絶ぜつ、と受け取る。

「だから、討とう滅めつしなければならない、と？」

「……」

　シャナは、今度は沈ちん黙もくで返した。

　が、その沈黙は今までの──〝祭さい礼れいの蛇へび〟と合一した悠二と接する度たびに見せていた──答えられない、答えたくない、という後ろ向きな心しん情じようの表れではない。立つ姿はあくまで強く、投げかける視線はどこまでも真まっ直すぐなまま、口を引き結んでいる。

（シャナ？）

　この表情を見た悠二はようやく、気付いた。相あい対たいしている少女は、単純な使し命めいの道具として自分の前に現れたわけではない、胸の内になにかを秘ひめている、と今いま在る沈黙は、その秘めたなにかを言葉にするための間なのだ、と。

　長い長い数秒を経て、シャナは口を開く。

「私は、悠二が御み崎さき市を去った後、ある人に教えられた──『自分を誤ご魔ま化かすのは終わり。貴女あなたと貴女を一つにする時がきた』──と」

　ある人とは、フレイムヘイズ総そう司し令れい官かん、『震しん威いの結ゆい手』ゾフィー・サバリッシュ。

「……？」

　なんの話か理解できない悠二は、ただ耳を傾ける。

「分かっているつもりだった。フレイムヘイズとしての私と、それ以外の私が、いつの間にかできていたのだと」

　言って、シャナは左の掌てのひらを胸に添えた。目め線せんは前に在る少年を射い止とめたまま。

「でも、それはつもりに過ぎなかった。私は、その意味について相談した相手に、たった一ひと言ことで指し摘てきされた──『二人じゃない、おまえは一人でしょう？』──と」

　相談した相手とは、昏こん睡すい状態に落ちる前の『弔ちよう詞しの詠よみ手』マージョリー・ドー。

「指摘されたときは、どういう意味なのか分からなかった。悠ゆう二じと戦ってからは、自分でも気付かない内に、分からない振りをしてた。悠二と戦うのが嫌いや、嫌だと思っている自分を認めたくない、そんな情なさけない理由から……戦わなければならない私と、戦いたくない私、二人の自分の間で迷うことに逃げて、誤ご魔ま化かしていた」

　懺ざん悔げと言うには平へい静せいすぎる吐と露ろを経て、一いつ瞬しゆんを溜ため、

「今」

　シャナは灼しやく眼がんを燃やして、告げる。

「私は、逃げや誤魔化しを踏み越える、最強の自じ在ざい法ほうを得た。ここに辿たどり着き戦うための、大きな力を得た。そして……悠二に出会うことで、全てを片付ける結けつ論ろんも得た」

　確信の姿すがたに面した悠二は思わず尋たずね、

「全てを、片付ける？」

「うん」

　シャナは軽く頷うなずいて、切りかかった。

　ヒュッ、

　と辛かろうじて耳に引っかかるほどの鋭い斬ざん撃げきを、

「!?」

　悠二は反射的に、大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を立てて受け止める。

　擦さつ過かの火ひ花ばなと音が飛ぶ一いつ瞬しゆん、シャナは背後に跳び抜けていた。

　連れん撃げきを気け取どった後こう頭とうの竜りゆう尾びが振るわれ、これを打ち落とさんとする。

　対して、シャナの掌から噴ふん出しゆつした紅ぐ蓮れんの炎ほのおが巨大な掌を形けい成せい、受け止めた。

　両者、激げき突とつの反発で再び距離を取る。

　シャナが黒い蛇へびの先せん端たん、悠二が頭の上と、場所が入れ替わっていた。

「悠二」

　再びシャナが、口を開く。

　悠二には、その『詣けい道どう』を突き進む黒い蛇の先端に立って己おのれを見つめる存在が、自身の行為を否定する力の塊かたまりとも、野や望ぼうを阻はばむ関かん門もんとも、変へん革かくを阻そ止しする世界の化け身しんとも見えた。

　シャナの方は、このとき最も遠くに在って忘れられていた存在として、口を開く。

　即すなわち、柔らかな笑えみを浮かべる、可か憐れんな一人の少女として。




「私は、悠ゆう二じが好き」




　その言葉は、取り巻く状況の中、どこまでも凄せい絶ぜつに響ひびいた。

　三柱臣トリニテイも教きよう授じゆもドミノもロフォカレも、色付く影すら、この場ば違ちがいなはずの行為と言葉に、余よ計けいな口を行動を挟めなかった。告こく白はくした少女が巫ふ山ざ戯けてなどいないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、確信も気き迫はくも変わらず、総そう身しんに力強く満ち満ちていたからである。

　見つめる以外の余計なことができたのは、その胸元、ペンダント〝コキュートス〟で密ひそかなため息を吐ついたアラストールだけだった。

（切り結ぶ刃やいばの下で、とは……知らず、育ての親の一人に倣ならったか）

　シャナは猛もう烈れつな勢いで過ぎ行く管くだ状じようの世界を背に、堂々と言い放つ。

「この私の抱く気持ち、愛こそが、最強の自じ在ざい法ほう」

「……!!」

　悠二はほとんど物理的な衝しよう撃げきを胸に受け、しかし神しん経けいに構えに足あし腰こしに、力を入れて戦せん闘とう体勢を維い持じした。こんなところで力など抜いたら、間違いなく愛の告白をした少女は飛びかかってくる。誰だれに保証してもらう必要もない、それは少年の側の確信だった。

　シャナは構わず、自分の宣せん言げんを続ける。
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「私は、この最強の自じ在ざい法ほうで貴方あなたに挑いどんで、貴方を倒す」

「──倒、す？」

　話が、ようやく自分の質問に戻ってきたことを、悠ゆう二じは知らされる。答えが、誰だれにとっても空々しく、絶対に在り得ない選択肢しであることも、同時に。

「そう。私は、貴方を殺さない。殺したくないじゃなく、殺さない。腕ずくで倒して、従わせる。貴方に〝祭さい礼れいの蛇へび〟が付いているというのなら〝祭礼の蛇〟ごと」

「──ッ!!」

　過去に受けたどんな非ひ礼れい、どんな雑ぞう言ごんにも勝る、最大の侮ぶ辱じよくを前に、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟は言葉を失った。悠二も、心からの刮かつ目もくで、僅わずか目を離した間に成長した少女を見つめる。

（こんなシャナは、知らない）

　堂々たる『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』は、

「そうして改めて、貴方の力で本当に何をすべきか、せざるべきか、フレイムヘイズたちにも納なつ得とくの行く結果を探す。そう、その難しいことを決意するだけでよかった」

　自分の存ぞん念ねんを、一ひと言ことで結ぶ。

「それが、一人の──フレイムヘイズたる、私」

　が、もちろん、そんな戯言が受け入れられるわけもない。

「不ふ可能だ！」

　悠二なのか〝祭さい礼れいの蛇へび〟なのか、代だい行こう体たいの口から、低い叫びが零こぼれた。

「そんな調子の良い結けつ論ろんが、許されるわけもなかろう。余よが数千年の悲ひ願がんを、子供の絵え空そら事ごとで嘲ちよう謔ぎやくするか」

「許される、許されない、は問題じゃない」

　シャナの調子は変わらない。

「私は貴方とは異なる、二人で生きる道として、これを選んだ。だから、実現を目指す。最強の自在法を、誰もがするように、二人で通い合わせる日のために」

　言って、何故なぜか軽く『贄にえ殿とのの遮しや那な』を、指ゆび差さすように突きつける。

「いつか、悠二は〝祭さい礼れいの蛇へび〟として言った。私がここに在る好こう機きを、全てを転てん覆ぷくさせる魔ま神じんが最も近き契約者として共に在る好機を、無む為いにしてはならない、と」

「な、に？」

　その軽さにも押されるように、悠二は肩を引いた。

　シャナは、その悠二に、なにより〝祭さい礼れいの蛇へび〟に、笑って言い放つ。

「もし、おまえが悠二を消し去って、ただの創造神になったら……私は、天てん罰ばつ神しんの契約者として〝天てん破ぱ壌じよう砕さい〟を躊ちゆう躇ちよなく使う」

「!!」

　今度こそ〝祭さい礼れいの蛇へび〟は完全な絶ぜつ句くに追い込まれた。

　その反応に、ではない、自分たちの得ている喜びに、シャナは笑う。

「悠ゆう二じがそこにいるからこそ、私はただのフレイムヘイズとしての性せい急きゆうな、無む情じような行為に走らない。そして私たちは、今いま在る私たちだからこそ、この新しい道……調子の良い、子供の絵え空そら事ごとを、選ぶことができる」

　彼女を見つめる〝祭さい礼れいの蛇へび〟の後こう方ほう、色付く影らによる塀へい越ごしに全てを聞いていた三柱臣トリニテイらは、初めて同じだけの強さで、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』という存在を捉とらえていた。

（──こいつは──）

　シュドナイは剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を握り込み、

　ヘカテーは大だい杖じよう『トライゴン』を僅わずかに傾け、

　ベルペオルは鉤こう鎖さ『タルタロス』に力を込める、

（──危険だ──!!）

　が、

「ふ、ふふ」

　彼らの機き先せんを制するように、

「ふふ、はあっははははははははは！」

　彼らに背を向けていた盟めい主しゆが、笑っていた。

　それに返すのは、別れたばかりの〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストール。

「その笑いは、誰だれの笑いだ？」

「さあ、ね……でも、面白い。笑わずにはいられない」

　悠二は笑って、手に在る『吸血鬼ブルートザオガー』で一いつ線せん、空くうを切って気合を入れなおした。

「君って子は、本当にすごい。何度もそう思ったけど、今度は極めつきだ。大たい言げん壮そう語ごも、そこまでゆけば立りつ派ぱな戦う理由になる」

「大言したつもりはない。目指して、実現させる」

　シャナの答えは、その言葉通りに平静で、しかし喜びに満ちている。

「だから、そのために聞いておきたい。世界を改かい変へんするという、貴方あなたの大たい命めいの内ない実じつを」

「！」

　悠二は思わぬ要求に、今度は失しつ笑しようした。

　語らなかったのは、万まんが一いちにも阻そ止しする方法を講じられては敵かなわないからである。復活がなり、後は『神しん門もん』から出るだけの今となっては、もう隠かくす意味もなかった。が、それでも悠二は笑って拒きよ絶ぜつする。

「気が早いな。言うことを聞かせるのは、倒してからではなかったのか？」

　密ひそかに、彼女に言ってしまいたい、二人で一緒に行ければ、という誘ゆう惑わくの蠢しゆん動どうをハッキリと感じて、しかしその不ふ可能な道を、少年は理り性せいで閉ざした。かざした大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』の陰で思いを隠し、現した場所で笑えみを深めてゆく。

「物事には、語るべき時というものがある。もし、今すぐに語ってほしいというなら、君の言うように、まず余よをねじ伏せてみるがいい」

「分かった、そうする」

　まるで試合でも始めるかのように、二人は剣けん尖せんを遠く合わせ、踏み出す。










　　　　断だん章しよう　数日前の話　その３







　翌よく朝あさ、佐さ藤とう家けの門前に、新たな出しゆつ立たつの姿すがたが在った。

　昨日きのうまでの容よう態だいを知っている田た中なかが、心配げに尋たずねる。

「今さらですけど、本当に昨日の今日で、いきなり出発なんて、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　どことなく決まり悪そうに明後日あさつての方を見るマージョリーが、

「大丈夫よ。フレイムヘイズなんだから、負ふ傷しよう以外で体力の消しよう耗もうなんてないわ」

　努めて冷静に、異い能のうの討うち手として答えた。

　そんな彼女の様さまを可笑おかしく思う吉よし田だが、せめて自分にできることと、紙かみ袋ぶくろを渡す。

「これ、道どう中ちゆうで食べてください。ワインも一本、入ってます」

「ありがと。嬉うれしいわ」

　真ま心ごころへの礼れい儀ぎか、単に酒さけ目め当あてか、今度は素直に受け取った。

　と、その脇に掛けられた〝グリモア〟から、マルコシアスが水を差す。

「ケーッ、吞のん気きに喜んでる場合かよ。いつまでもケーサクに甘えてっから、丸まる一日経たっちまったい。一人ポツーンとバーで待たされてる側の身になってみろっつーのブッ!?」

「お黙だまり、バカマルコ！」

　乱らん暴ぼうに彼を叩たたいて黙らせる、その姿は田中と吉田がよく知る彼女だった。二人、目を合わせて──指し摘てきの内容には少年少女として赤せき面めんしつつ──笑う。

　そこに、

「マージョリーさん」

　戸と締じまりを終えた佐藤がやってきた。外がい見けん的には、昨日とジャケットを替えただけだったが、その言げん動どうにはかつての軽けい薄はくさが鳴りを潜ひそめ、僅わずかながら落ち着きさえ見える。

「タクシーは呼んでませんけど、いいんですよね？」

「面めん倒どうだから、こいつグリモアで空港に直行するわ。特別便びんの手て配はいは、もう済んでるわね？」

「はい。十時には飛べるそうです」

　キビキビ答える少年に頷うなずくと、マージョリーは手首を返して腕うで時計で確かく認にんした。

「ちょっと出遅れたけど、作戦の主しゆ旨し的には先せん頭とう切る必要はないし、なんとかなるか。この場合、私は役に立たない方が良いんだけど」

「ま、相手が相手だ。万まんが一いちの備えは何重に張っといたところで損はねえさ」

　マルコシアスが課せられた任にん務むの重さを、軽く笑い飛ばす。

　ふと、田中は元もと・子こ分ぶんとして気が付いた。かつてのマージョリーに漲みなぎっていた、戦いに憑つかれたような狂きよう熱ねつが、すっかり消えていることに。今いま在る彼女は、どこまでも自然体だった。

（マージョリーさんは、こうするって決めたんだな）

　そんな感かん慨がいを、密ひそかに抱く。

　かつて彼は、マージョリー・ドーが生きてきた、皮ひ肉にくと言うには酷こくすぎる境きよう涯がいを、それゆえに昏こん睡すいすることになった事情の全てを聞かされ、彼女が目覚めた後のことを危き惧ぐしていた。周りの抜き差しならない状況が、新たな酷ひどい戦いに、再び彼女を追い込んでしまうのではないか、と。その戦いの中で、彼女自じ身しんが知らず、死を望んでしまうのではないか、と。

　が、

（取とり越こし苦労だった、ってことか）

　今、朝の光の中に立つ『弔ちよう詞しの詠よみ手』は、彼の危惧が見けん当とう違ちがいなものであったことを、顔の輝きに、雰ふん囲い気きの明るさに、敢かん然ぜんと示していた。彼女は、何者かへの敵てき意いでも、他者からの強きよう制せいでも、討うち手としての存在ゆえの強きよう迫はく観かん念ねんでもない、明確な自らの意志で、死ぬためではない戦いに赴おもむこうとしている。

　それを、田た中なかは男として大いに喜び、

（ちぇっ、佐さ藤とうめ）

　そして、少年として大いに嫉しつ妬とした。

　そんな彼の思し考こうを、親友として読み取った佐藤は、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいした。その辺りの不ぶ器き用ようさは、まだまだ年とし相そう応おうである。

　そうして二人、

「それじゃ、マージョリーさん」

「ええ」

　田中と吉よし田だが羨うらやましくなるような、たった一ひと言ことで了りよう解かいを取り合い、出しゆつ立たつする。

「ヒッヒ、今度は俺が、エータと嬢じようちゃんに見送られる番か。実際、ここにいると、いろんな体験ができて退たい屈くつしねえぜ」

　マルコシアスは、退屈しなかった、という過か去こ形けいでは言わなかった。

　そんな彼なりの、約束できない『必ず帰る』ことの表ひよう明めい、以前のそれとは違う、討うち手ではない友達も加えた、旅立ちに際しての精せい一いつ杯ぱいの気き遣づかいを、見送る二人は確しかと受け取った。

　吉田は奇き妙みような、しかし他に言いようのない言葉を、旅立つ二人に掛ける。

「無理しないでください」

「そりゃあ、保証できないわね。でも、気をつけるわ」

　軽く請うけ合あったマージョリーは、

「せっかく育てたいい男、今さら台だい無なしにゃできねーわなブッ！」

　からかうマルコシアスを速そつ攻こうで黙だまらせ、

「どうするか、どうしたいか、なんとなく考える余よ裕ゆうはできた気がするし、まずは目の前のことを片付けるつもり。心配しなくていいわ」

　含むものも、引きずるものもなく、素直に笑っていた。

　そして佐さ藤とうは、

「はは、まあ、なんつーか……」

　照れとも戸と惑まどいとも付かない顔で言い、両の手を前に差し出す。

　それが握手の求めだと気が付いて、吉よし田だは両手で、田た中なかは強く、握り返した。

　旅立つべくして旅立つこととなった親友に、田中はニヤリと笑って、言う。

「ヘマして姐さんの足、引っ張んなよ」

「精せい一いつ杯ぱいやるさ」

　二人に強く握り返して、佐藤は誓ちかった。

　その分かち難がたい三人の尻を、マージョリーが声で引っ叩ぱたく。

「さあ！　楽しい楽しい裏うら方かた、なければ御おんの字じの『引ひき潮しお』作戦に出発するわよ！」

「はい!!」

　三人は、なぜか声を揃そろえて答えていた。










　　　　４　道







　日本、風ふう雪せつ一面に荒れる上じよう越えつ国こつ境きようの南側。

　声も明かりも閉ざしてしまう暗あん夜やの奥に、魔まの山として知られる谷たに川がわ岳だけが聳そびえている。

　その麓ふもと、暗い上にもなお暗い針しん葉よう樹じゆ林りんの一帯に、［仮装舞踏会バル・マスケ］の一軍が留まっている。外界宿アウトロー東京総そう本部攻こう略りやくのため派はされた東部方ほう面めん主力軍ぐん、司し令れい官かんは〝驀ばく地ち祲しん〟リベザルである。

　象ぞうほどもある三本角づののカブトムシと見える彼は、極ごつ寒かんの環かん境きように在っても、震え一つ見せず巨きよ体たいを屹きつ立りつさせている。暗あん褐かつ色しよくの鉄てつ兜かぶとのような顔から、

「戦せん況きようの詳しよう報ほうは、まだ来ないのか」

　と不満げな呟つぶやきが吹雪ふぶきの中に漏もれ出た。組んだ上から水すい晶しようの数じゆ珠ずでグルグル巻きにした下した二本に加え、上うえ二本の腕も組んで、尖とがった指ゆび先さきで二にの腕うでをカンカンと叩いている。表情に乏しくとも分かる、苛いら立だちの仕し草ぐさだった。

　その足下、雪に足跡をつけず、しかし風にも飛ばされず、ブカブカのローブを纏まとった子供、という姿すがたの〝蠱こ溺できの杯はい〟ピルソインが歩いてくる。

「まだだよ。今、ブファルさんが各かく方面に確かく認にんを取ってるけど、どこも望み薄かな」

　言って、首を振った。

「オーワダにやった部隊は、封ふう絶ぜつで通信を遮しや断だんされてるみたいだ。ヨコタも同じ。僕らが撤てつ退たいするのを見み越こして、各種妨ぼう害がいの手はずを整えてたんだろうね……この山越ごえみたいに」

「なんてザマだ。逆ぎやつ境きようにこそ人は試されるってえのに、これじゃ落らく第だいもいいとこだ」

　リベザルは吐き捨てて、自分たちを阻はばんだ予想外がいの事じ態たい、本ほん拠きよ地ち『星せい黎れい殿でん』への帰き投とうを急ぐ彼らを嘲あざ笑わらうかのように聳そびえる壁を、風ふう雪せつの彼方かなたに見上げた。

　荒こう天てんの根こん源げんとも見える、鑿のみで乱らん暴ぼうに削けずったような岩がん壁ぺきと、大だい地ちを押し上げたような山さん塊かいが、複ふく雑ざつ極まる地形でもって融ゆう合ごうする中央分ぶん水すい嶺れい──谷たに川がわ連れん峰ぽうと奥おく利と根ね山塊である。

　現在、この険けん峻しゆん極まる地に、相当数すうのフレイムヘイズが立て籠こもり、東部方ほう面めん主力軍ぐんの撤退を遅ち滞たいさせるための阻そ止し線せんを構こう築ちくしていた。東京総そう本部の攻こう防ぼう戦せんには結局来らい援えんしなかった遊ゆう撃げき隊たいと思おぼしき、この一群の悪あく辣らつな点は、出現のタイミングにあった。

　この遊撃隊は、新にい潟がたに上陸した東部方面主力軍が東京へと進しん撃げきする時点での妨害を一いつ切さい行わず、本ほん拠きよ地ち急きゆう襲しゆうの報ほうと撤退命令を受けて踵きびすを返した時点……つまり、攻めかかったときの余よ裕ゆうを失い、一いつ刻こくも早く来援として駆かけつけねばならない状況になってから、まさにその一刻を遅らせるために、退たい路ろを塞ふさいだのだった。

　もし東部方面主力軍が関かん東とう平へい野やへと侵しん攻こうする前に、彼らが阻止行動に出ていれば、東京からの援えん軍ぐんを仰ぐ形で、あるいは勝ちを拾う状況になっていたかもしれない。最低でも撤退開かい始しの時点まで、この要よう害がいの地で粘ねばれたはずだった。

　が、フレイムヘイズ陣じん営えいとしては、それではなんの意味もないのだった。

　後こう背はい、一ひと駆かけの距離に新潟港こうを望む場所で撤退が開始された場合、東部方面主力軍は多少の追つい撃げきなど振り切り、日本を脱してしまうからである。東京まで引き込んだ後にその帰き路ろを阻むことで初めて、彼ら遊撃隊の戦いには戦せん略りやく的てきな意い義ぎが生じる。敵てき中ちゆうで孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする『震しん威いの結ゆい手』ゾフィー・サバリッシュら、『星せい黎れい殿でん』を攻こう略りやくするフレイムヘイズ兵へい団だんに対する間接的な援軍、という意い義ぎが。

　人間とは比べ物にならない〝徒ともがら〟の快足を、この阻止線で数日、あるいはほんの数時間、滞たい留りゆうさせることで、遠い決戦場における戦力差さを優ゆう勢せいに傾ける（より消極的には、撤退時の敵包ほう囲い網もうを薄くする）。東京総本部は、この状況を作るため市街地での籠ろう城じよう戦せんを選び、陥かん落らく寸すん前ぜんという苦く闘とうの末、望んだ結果を得ることに成功したのだった。

　もちろん、結果を得られた側も、状況に甘んじているわけではない。貴き重ちような時間を浪ろう費ひするルート迂う回かい案あんも含めて、一いつ旦たんの協議を行うため、こうして軍を留めている。

　今は、人間の施し設せつへと人員を遣やり、協議の前ぜん提ていとなる、撤退の全ぜん体たい状況についての情報収しゆう集しゆうと確かく認にん作業に努めているところだった。

「あそこにいるのがミカロユスのイカレ野や郎ろうじゃなきゃ、とっとと突とつ破ぱをかけたんだがな」

「向こう側も、それを承しよう知ちで配はい置ちしたんでしょ。あいつに準備の時間を与えた上に、場所が荒こう天てんの冬山ってのは、最さい悪あくを極めてるね」

　リベザルとピルソインは、この地で阻そ止し線せんを指し揮きしているだろう、少なくともその一員に加わっているだろうフレイムヘイズ『興きよう趣しゆの描かき手』ミカロユス・キュイの姿すがたを、未だ見ていない。しかし、彼がいることは、前ぜん衛えいと接せつ触しよくした討うち手らの戦せん術じゆつから明白だった。

　山さん岳がく部ぶに踏み込んだ彼らを襲おそったのは、気け配はいから色しき彩さいまで、雪山の一部として巧こう妙みように偽ぎ装そうを施ほどこされた一いち団だんだったのである。『興きよう趣しゆの描かき手』は、振るう絵え筆ふでによって自じ在ざいに物体の色彩を操あやつり、特とく性せいを変化させてしまう力の持ち主だった。石に木を描けば、石は火で燃える。雪に剣を描けば、雪は木を切り倒す。この力を以もって討うち手らに風景を描けば、彼らはその中へと溶け込んで、動き出すまでは感かん知ち不能の存在となる。

　飲まず食わずで冬山に籠こもっていても、餓が死しや凍とう死しの心配がないフレイムヘイズらに、この庇ひ護ごを以って潜せん伏ぷくされると、通る側には地じ獄ごくである。部隊長ちようクラスでも易やす々やすと不ふ意い打うちを受けてしまう危険がある上、その当人、ミカロユスという男は、病的な顔立ちに相そう応おうなのか裏うら腹はらなのか、発想が奇き抜ばつで好こう戦せん的ときている。迂う闊かつな仕掛けで思わぬ損そん害がいを蒙こうむり、そこに東京総そう本部からの追つい撃げきでも受ければ、要いらぬ損害が増えるばかりだろう（リベザルもピルソインも、負けるとは全く思っていない）。万ばん事じ慎しん重ちようにならざるを得なかった。

　ちっ、とリベザルはわざとらしい舌した打うちをする。

「これというのもデカラビア、あの泥どろ魚ざかなが下手へたを打ったせいだ。おまけに『プロビデンス』まで持っていきやがって。おかげで撤てつ退たいの状況が摑つかみ難にくいったらありゃしねえ」

　長い付き合いであるピルソインには、そんな憎にくまれ口を叩たたく上じよう官かん、乱らん暴ぼうなくせにお人よしという相あい棒ぼうの心しん底ていはお見通しである。

「血けつ相そう変えて、帰るまで持たせろ、って叫んでた奴やつの台詞せりふじゃないね」

「……『星せい黎れい殿でん』と『神しん門もん』の防ぼう衛えい線せんを持たせろ、って意味に決まってるだろうが」

「はいはい」

　軽く返すと、肩に担かついだ袋ふくろを下ろし、中から大きな作戦地ち図ずを取り出した。樹じゆ間かんを潜くぐる強風に破られないよう気をつけて広げ、すぐ現在地を中心に折りなおす。

（日本は、通信網もうが整ってるけど狭い……主要な通信基き地ちには案あんの定じよう、フレイムヘイズの手が先に回ってた……となると、参さん謀ぼう閣かつ下かが人間に作らせておいた秘ひ匿とく施設を頼るしかないか）

　地図上じようには、進しん撃げき路ろを中心に、非常時じの連れん絡らくに用いる施設の位置が、びっしりと書き込まれていた。各おの々おのの距離から、総合的な情報を得られる時間を計算する。

（他の日本侵しん攻こう部隊も、こういう時には状況に応じた所定のコードを発信し続ける手て筈はずだけど、どの程てい度ど実行できているか……どうも撤退以い降こうは、後ご手てに回ってるみたいだし）

　その、人間には短く〝徒ともがら〟には長い時間を思い、溜ため息を吐ついた。

「どっちにせよ、僕らは全体の状況を摑んでからでないと動けないね。戻って包ほう囲い戦せんに参加するのは、当とう分ぶん先までお預けだろうな」

「ああ。東京方ほう面めんへの索さく敵てき網もう構こう築ちくも、まだ万ばん全ぜんじゃねえしな」

　リベザルも憤ふん懣まんは憤懣として、軍ぐん司し令れい官かんたるの冷静な判断を下す。

「もし他の部隊が大した妨ぼう害がいを受けず兵力を温おん存ぞんしたまま撤てつ退たいできていたら、俺たちも損そん害がいを無視して一点突とつ破ぱを図れる。その逆なら、迂う回かいルートを慎しん重ちように進まなきゃならん」

　頷うなずいて、ピルソインは地図を袋ふくろにしまい、肩へと担かつぎ直した。

「連れん絡らく待ちの間に、この強風さえ収まれば、僕の『ダイモーン』が使えるんだけど」

　その悪あく名めい高い自じ在ざい法ほう、吸い込んだフレイムヘイズを、契約した〝王〟ごと酩めい酊てい・錯さく乱らんへと陥おとしいれる毒どくの靄もや『ダイモーン』も、強風の吹き荒れる現状では十分な威い力りよくを発はつ揮きし得ない。

　リベザルは、夜よりは闇やみの形容こそ相応ふさわしい、暗あん澹たんたる荒こう天てんを見上げる。

「収まれば、か……いっそ参さん謀ぼう閣かつ下かの通達されていた『警けい戒かいの要ようあれど喜ばしき、非常の天てん変ぺん地ち異い』とやらでも起きれば、道具どもへの揺さぶりになるんだろうが」

　山さん嶺れいに被かぶさる雲は、変化の兆ちよう候こうを欠かけ片らも見せず、未だ分ぶ厚あつかった。







　中東──

　遠い星空の中、

「やっとこさ、次を捉とらえたか。聞き慣れない名前だったが、どこを占せん拠きよしてるって？」

「テヘランに近い軍の通信基き地ちです。封ふう絶ぜつが解かれてからは、人の動きが全く見られなくなった、と……口くち封ふうじと補ほ給きゆうを兼ねたんでしょう」

「補給、ね」

「コンテナには警けい告こくランプ以外付ついてないので、ハッチ開放が降下の合あい図ずになります」

「分かった分かった。どうせ先せん陣じんはオマエだ、お付きの俺は寝ね転ころんで時を待つさ」

「もう──！」

　彼らは一いち路ろ、目指す。

　その先──

　カスピ海を北に臨む通信基地。

　雲一つない明るい月夜の下、大きな方ほう形けいのフェンスを張る基地が、見渡す限りの岩いわ山やまと乾いた荒こう野やが形作づくる白黒の世界に、文明の孤こ島とうとして浮かんでいる。その内には今、人間の姿すがたは見えない。占拠の際、ごく一部を残して喰らい尽くされてしまっていた。

　代わって、基地の外まで溢あふれているのは人形異い形ぎようの群れ。西部戦せん線せん攻こう略りやくのため派はされた［仮装舞踏会バル・マスケ］ギリシアおよびエジプト、両方ほう面めんの混こん成せい軍ぐんである。ところどころ、色合いも怪あやしい火を方々に燃やして野や営えいする様さまは、まるで星空の一部が地上に降りたようにも、地じ獄ごくの一部が浮き上がったようにも見えた。

　本ほん拠きよ地ち『星せい黎れい殿でん』への奇き襲しゆうという異常事じ態たいを受け、これらの軍を含めた西部戦せん線せん全軍、撤てつ退たいの総そう指し揮きを取っているのは、ギリシア方ほう面めん軍ぐんの指し揮き官かん〝獰どう暴ぼうの鞍くら〟オロバスである。

　彼の姿すがたは、基地司令室しつの通信コンソール前に在る。明かりはスクリーンの表ひよう示じのみ、という薄うす暗ぐらい部屋に溶け込むような、黒こく衣いの青年として。

「東部戦線の主力軍ぐんは足止めか。リベザル様のことだ、迂う闊かつな手は打つまいが、帰りの足であるタンカーまで破は壊かいされている以上、主しゆ戦せん場じようへの遅れは避け得んだろうな」

　届いたばかりの暗あん号ごう通信に目を通し、嘆たん息そくした。

　大たい半はんが数字の羅ら列れつという暗号（その実じつ態たいは、彼らが常より使っている作さく戦せん計画上の行動コード番号そのものである）は、彼らの本拠地への奇襲に始まった戦せん局きよくの急きゆう転てんが、なおも不ふ確たしかなものであることを示している。

　南北防ぼう衛えい線せんの部隊が矛ほこ先さきを返して救きゆう援えんに向かったものの、フレイムヘイズらの遅ち滞たい戦術に遭あい未だ果たせていないこと、東部方面ではリベザル率ひきいる主力が足止めを受け、西部方面も一部で同様の意い図とだろう中小規き模ぼの追つい撃げきを散さん発ぱつ的に受けていること、等々は戦前より整備された通つう信しん手段によって知らされたが、肝かん心じんの主戦場での詳しよう報ほうが、乱らん戦せんゆえか滞とどこおっていた。

　デカラビアの助じよ力りよくなき今、広こう範はん囲いを撤退する各軍の情勢把は握あくは人間の機械頼だよりとなっているが、やはり使い勝がつ手ても即そく応おう性せいも、自じ在ざい法ほう『プロビデンス』とは比べ物にならない。

（総そう司令官たるの所以ゆえん、有用な自在法だけではない、明確かつ厳げん格かくな指し示じをも、我らは欠いてしまった……ほんの一時のことと思いたいが）

　今さらという苦にがい自覚を持って、オロバスは反発を覚えていた前・総司令官の有り難がた味みを嚙かみ締める。その身に課せられた任にん務む、西部戦線における撤退の総指揮には、撤退する先も含めた各かく部ぶ署しよの詳しよう細さいな情報が必ひつ須すとなればなおさらだった。

　彼と彼の率いる軍の役割は、既すでに主力軍ぐんが『星せい黎れい殿でん』への救援として先行した現状下か、撤退する諸しよ友ゆう軍ぐんを援えん護ごし、可能な限り多くを『星せい黎れい殿でん』まで送り届けること、敵の追撃を食い止める盾たてとなることである。ただ早そう急きゆうに後こう退たいするだけ、という気き楽らくな立場にはない。友軍に対する当とう座ざの指し示じも伝え終わった今、その役割に沿った自身の行動指針を決めねばならなかった。

「こちらも、ストラス様がいなければ危なかったでしょうね」

　同じ内容の紙から戦せん況きようを読み取った白はく衣いの女、副ふく官かんたる〝朧ろう光こうの衣きぬ〟レライエが言う。

「もし、まともな撤退戦せんをやって、昏くらき淑しゆく女じよが本気で追撃をかけていれば、ハボリム様といえども、相当な時間を取られていたはずよ」

「幸い、彼女は出てきていないようですね」

　その背後、やはり同様の紙に目を通していた長身の男が、色気に粘ねばる低い声で続けた。前ぜん世紀初しよ頭とうの古ふる写真から抜け出した紳しん士し然ぜんとした身形みなりで、老ろう若にやく判別の付かない白はく皙せきの美び貌ぼうが、暗あん灰かい色しよくのトップハットとテールコート、マントの中に浮き上がって見える。

「他の軍も致ち命めい傷しようとなるような追撃ではない様よう子す……恐らく昏き淑女は、突とつ出しゆつ部ぶであるアンドレイ要よう塞さいをこのまま堅けん守しゆするつもりなのでしょう。万まんが一いちにでも彼女らの軍が崩くずれれば、欧おう州しゆうの外界宿アウトローには纏まとまった戦せん力りよくがなくなってしまうでしょうから」

　彼は〝冀き求きゆうの金きん掌しよう〟マモン。この地で合流したエジプト方ほう面めん軍ぐんの指し揮き官かんたる〝紅ぐ世ぜの王〟である。

　力在ありと衆しゆう目もくが一いつ致ちしているとはいえ、オロバスが〝徒ともがら〟の身ながら撤てつ退たいの総そう指揮を与あずかったことにも不ふ服ふくの体ていを一いつ切さい表さず、むしろ積極的に協力さえしていた。合ごう流りゆう直後、今後の方針についての協議を行った際も、

「ここで行き逢あったのもなにかの縁えん。撤退する友ゆう軍ぐんの援えん護ごとして、是ぜ非ひ、我らも加えて頂きたい。フレイムヘイズ諸しよ君くんがこのまま、撤退する我らを見送って済ませるとは思えません。いずれ必ず、大だい規模な追つい撃げき部隊との接せつ触しよくがあるはず……それに抗する戦力は、多いに越したことはないでしょう？」

　と朗ほがらかに返している。冷れい徹てつな指揮官としての見けん識しきを持ちながら、普段は貫かん禄ろく溢あふれる穏おだやかさを持つ──レライエ密ひそかに評するところでは胡う散さん臭くさい──〝王〟なのである。

　ともあれ、オロバスは総そう指揮を任された身として考えを巡らせ、

（北方に在って撤退する西部方面の各軍は、既すでにカスピ海の北から回り込んで、カザフスタンを横おう断だんするルートに入っている、か……その後方で最大の戦力を保ほ有ゆうするアンドレイ要塞は、自らの重要性から、未だ積極的に動いていない）

　現時点で得られた情報から、改めて戦せん局きよく全体の大おお枠わくを捉とらえ直し、

（しかし他の地域、特に我々の在る西部戦せん線せん南方は、勢せい力りよく圏けんの境きよう界かいが至し近きんに位置する……道具どもは、アンドレイ要塞という拠きよ点てんが後方に健けん在ざいである今、各かく戦線の戦力を自由に動かせるだろう……戦局に応じて投とう入にゆうするはずだった予よ備び兵力を、丸ごと追撃にも使えるな）

　通信室のスクリーンに浮かぶ地ち形けい図ずから、自じ軍ぐんの方針を定める。

「やはり警けい戒かいすべきは、敵の大だい規模な追撃……進しん路ろは、まず我ら南方にある軍を突き、さらに北上して全軍の足あし止どめを図る、といったところか。マモン様、図ずう々ずうしいを承しよう知ちで、助じよ勢せいの申し出を受けさせて頂きたいのですが」

　要よう請せいを受けた〝王〟は、身を優ゆう雅がに屈かがめて〝徒ともがら〟の指し示じに従う。

「元より。撤退の指揮権けんは貴方あなたにあるのですから」

　一方──

　近づく星空の上。

「飛行機による兵へい員いん輸送か。面めん倒どうな奴やつらを思い出してメゲるな。おまけに狭いわ暗いわ、どこの奴ど隷れい船せんだ。だいたい空ってのは、一人で気ままに飛ぶもんだと昔から相そう場ばは決まって……」

「その狭い待たい機きベッドにわざわざ籠こもってブツブツ言──あっ、いつの間にお酒なんか!?」

「今週の規き定てい量りようの内だ。どうせ待機中ちゆうで暇ひまなんだし好きに飲ませ、ぅお!?」

「今は例外！　もう機は降こう下か準備に入ってるんですよ？」

「分かったから痛ててっ、返せって！」

「ダメッたら、ダメです〜っ！」

　彼らは、降下を始めた。

　その先──

　通信によって得られた情報を一通り、精せい査さし終えた三人は、司し令れい室しつから出てゆく。

　と、マモンが、ふと思い出したように足を止め、

「ご苦労だったね、君。助かったよ」

　彼らの傍かたわら、コンソールの前に座っていた人間の男に優しく声をかけた。

　ビクリと跳ね上がるように反応し、ガタガタと骨からの震えに襲おそわれている彼は、三人の言うがままに所しよ定ていの操そう作さをさせられた通信士し、この基き地ちにおける最後の生き残りである。

「こ、殺さないで、くれ……！」

　震えのあまり懇こん願がんする仕し草ぐささえまともに行えない様さまに、マモンは哀あい切せつの表情を作った。

「ああ、この方たちには済まないことをした、そう思っている」

　言って、薄うす暗ぐらい司令室内ないを見渡す。

　それなりに広い部屋は、床といわず天てん井じようといわず、濡ぬれて、散らかっていた。かつて十じゆう余よの人間であった物体……大量の血と、無数の肉にく片へんによって。

　マモンは震える肩に真まっ白しろな掌てのひらを置き、

「だが──」

　再び跳ねようとする体を、細ほそ身みには在り得ない剛ごう力りきで押さえ、場ば違ちがいな甘い声で囁ささやく。

「こうしなければ、君は私たちの言うことを聞いてくれなかっただろう？」

「ひ、ひ」

　声の近さに、通信士は言葉を発することもできなくなった。

　基地に在った人間の中でも、彼の境きよう遇ぐうは最低だった。一体なにが起こり、何に襲おそわれているのか、どうしてこんなことになるのか、彼には全く分からなかった。

　なぜか自分たち司令室要員しかいない基地、その司令室に、見み慣なれない格かつ好こうをした三人の不ふ審しん者（時代錯さく誤ごと分かるほどの知識は彼にはなかった）が、いきなり乗り込んできた。誰何すいかした当とう直ちよく士し官かんが即そく座ざに斧おので真まっ二ぷたつにされた。驚いた他の要よう員いんらが加えた銃じゆう撃げきにも平へい然ぜんと、特に今、肩に手をかけている男が一方的に、しかも素す手でで殺し続けた。最後に残った自分は、指し示じされた通りに通信機き器きを動かした。分かるのは、それら事実だけである。

　客きやつ観かん的に言い換えると、司令室の外にいた者は、誰だれ彼かれ問わず封ふう絶ぜつの内で喰われ、司令室に詰つめていた十余よ人にんも悉ことごとく惨ざん殺さつされ、この通信士のみが機器の操作のため唯ただ一人、生き残らされている、ということになる。

　いずれにせよ、彼の役割は終わった。

　マモンはあくまで優しく、自身にとっての事実を告げる。

「もう、殺すなんて無む為いはしないとも」

「ほ、ほんとう、か？」

　初めて喜き色しよくの欠かけ片らを引きつる頰ほおに浮かべた彼は、至し近きんに妖あやしい笑えみを見た。

「これは、君への脅おどしとして必要だったからやったまでだよ。君は、ちゃんと──」

　年ねん齢れい不ふ詳しようの美び貌ぼう、その口が大きく開き、真まっ赤かな舌と、異い様ように長い犬けん歯しが覗のぞく。

「──喰らうとしよう」

「っ!?」

　硬こう直ちよくした首に牙きばが突き立つ、と見えた瞬しゆん間かん、通信士しの体が黄蘗きはだ色いろに燃え上がった。炎ほのおは、彼の身を焼かず焦こがさず、ただ輪りん郭かくを薄れさせ、マモンの口へと吸い込まれてゆく。

　扉とびらの前で待っていたオロバスとレライエは、特とく段だんの情じよう動どうも示さず、

「まずは両軍に、低速でも陣じんを固めた行軍を命じるべきだろうな」

「北方にいる友ゆう軍ぐんと撤てつ退たいの歩ほ調ちようを合わせるために、行く先さき々ざきでの伝でん令れいと通信を欠かさないようにしなきゃね。なかなか根こん気きの要いるお仕事だわ」

　各おの々おの言って、司し令れい室しつを後にする。

　マントを翻ひるがえして続くマモンも、去り際ぎわに室内の惨さん状じようを見渡して、一言。

「いやはや、我ながら大人おとな気げなかった。失しつ敬けい」

　至近──

　急きゆう降下を始めた機き上じよう、

「確かく認にんされた限りでは最さい南なん端たんに位置する集団ですけど、うまく〝煬よう煽せん〟ハボリムの主しゆ力りよく部隊に食らいつけたでしょうか？　あっ、だから今はダメですってば！」

「わっ！　……さあな、もし違ってたとして、数を減らすか足を止めりゃ、殴なぐり込み真まっ最さい中ちゆうの肝っ玉母さんムツタークラージエへの援えん護ごにはなるさ。後の予定は、各地に伏せた斥せつ候こうの首しゆ尾び次し第だいだな」

「まあ、まずは目前の課題を、慌あわてず急いで、片付けようじゃあないか」

「そういうことね。久しぶりの大だい規模戦せん闘とうなんだから、気をつけなさい」

「ほーらほら、いつまでじゃれ合ってんの。周りが変な目で見てるわよー？」

　彼らの前で、ハッチが開く。

　その下──

　基き地ち内、星空の下で微び量りようの倦けん怠たいすら漂わせていた軍ぐん勢ぜいは、進しん発ぱつの命を受けた途と端たん、まさに点てん火かされたかのように活気付き始めた。巨きよ体たいを持つ者が土つち煙けむりとともに立ち上がり、空を飛べる者が上空警けい戒かい部隊の輪に混じり、人ひと型がたや中ちゆう程度までの者らが整せい然ぜんと隊たい伍ごを組み始める。

　この中、月を近くに架かける監かん視し塔とうの屋根へと登ったオロバスは、左右にレライエとマモンを置いて、基地内ない外がいの大たい軍ぐんへと号ごう令れいを下す。

「この地において合流した、両軍の将しよう兵へい諸しよ君くんに告げる！　我々は、これより『星せい黎れい殿でん』への行軍を共にする！　先行された外界宿アウトロー征せい討とう軍ぐん総そう司し令れい官かん〝煬よう煽せん〟ハボリム閣かつ下かと合流、直ちよく衛えい軍ぐん司し令れい官かん〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビア閣かつ下かと力を合わせ、以って『星せい黎れい殿でん』をお守りする!!」

　司令官二者の呼こ称しようが、開戦時じとの相そう違いを見せている。

　その事実が、戦せん況きようの混こん沌とん振ぶりを如によ実じつに示していると言えた。

　が、それでも混こん成せい軍ぐんの兵らは、本ほん拠きよ地ちの守しゆ護ごに向かう、戦せん友ゆうへの援えん軍ぐんとなる、というもう一方の事実によって自身を集団を大いに鼓こ舞ぶし、夜の荒こう野やに大だい歓声を響ひびかせていた。

「おおおお──!!　我らが『星せい黎れい殿でん』を守れ!!」

「神の御み座ざにたかる道具どもを追い払え!!」

「盟めい主しゆ万ばん歳ざい！　［仮装舞踏会バル・マスケ］万歳!!」

　さらにオロバスは、熱っぽく声を張り上げ、

「ただし、進しん撃げきは拙せつ速そくを以もって為なすのではない！　北に在る友ゆう軍ぐんの将しよう兵へい諸しよ君くんらと、歩ほ調ちようを合わせ整せい然ぜんと帰き還かんするのだ！　この撤てつ退たいを勝利と錯さつ覚かくした道具どもは、いずれ身みの程ほど知らずな追つい撃げきをかけてこよう！　だが、我々はこれを打ち砕くだく！　打ち砕けると信じている!!」

　また間を置いて、

「我が信頼に応える者は今、胸を張り、声を上げて見せろ！　その声を以って北の戦友らに、己おのが誇りを示して見せよ！　いざ──我らが盟主〝祭さい礼れいの蛇へび〟よ、御ご照しよう覧らんあれ!!」

　長なが柄えの斧おのを、大きく高く、星せい天てんに振り上げた。

　一いつ斉せいの声が、

「御照覧あれ!!」

　その絶ぜつ叫きようを、

　大小揃そろえて放ほう出しゆつし、一帯の夜や気きを裂さかんばかりに震わせた。

　これら声を、士し気きの実感として受け取ったオロバスは、鋭く斧を払って命じる。

「進しん発ぱつせよ!!」

　命めいを受け、巨大な〝徒ともがら〟が先さき駆がけとして基き地ちの塀へいを踏み越えた。隊たい伍ごを整えた〝徒ともがら〟らも後に続き、上空の警けい戒かい部隊も輪の一いつ端たんを解いて進しん路ろを変えてゆく。

　指し揮き官かんとして全軍を見み渡わたしていたオロバスは、

「…………」

　ふと、その途と中ちゆう、視し界かいの内に違い和わ感かんを覚えた。

　飛び交う警戒部隊と進しん軍ぐんする地ち上じよう部隊の、間、

「……」

　輝き度ども彩さい度ども明らかに冴さえ渡った星々の、中、

　一点、距離感かんから大きさの分かる、黒い影が。

「！」

　鳥などではない、相当に大きな飛ひ行こう物体。

　彼が周囲へと危険を告げようとした瞬しゆん間かん、




　極きよつ光こうが夜を一いつ閃せん、




　どの星よりも明々と迸ほとばしり、地に突き立つ。

　歩を進めていた〝徒ともがら〟の軍ぐん勢ぜいの真まん中なかで。

　爆ばく発はつし、広がって弾はじける色は、緑から黄色、また赤や紫むらさきへと鮮あざやかに偏へん移いする……まさに極光だった。それが、さらにもう一閃、巨大な〝徒ともがら〟を頭から真まっ二ぷたつに砕くだいた。

　この攻撃にオロバスは、

（次はここだ！）

　と全くの勘かんから察し、隣となりの二人へと警けい告こくしかける──その肩をマモンが突き飛ばし、

「次はここですね」

　一方ではレライエの手を優しく引いて、華か麗れいに跳んでいる。

「っと!?」

　離れた黒こく衣いの背を焼くように、やはり真ま上うえから新たな一閃が迸った。監かん視し塔とうが眩まばゆい極光の中で一たまりもなく打ち砕かれ、破は片へんは燃えずに焦こげて、周囲へと散らばる。

　オロバスは熱と光を背負って着ちやく地ちし、走り出した。

（やはり来たか）

　走りながら長なが柄えの斧おのを振り上げ、軍勢へと大だい音おん声じようで指し示じを下す。

「固まるな、散れ！　空中の警けい戒かい部隊は接近を阻そ止しせよ!!」

「同じ空を飛ぶって言っても、あの子相手じゃ時間稼かせぎにしかならないわ。それに、あの子がいるってことは──」

「分かっている！」

　後に続くレライエに、大おお声ごえで返した。これは煩うるさがっているのではなく、状況に激げきしているためである。もちろん、感情は高ぶっていても、頭は回る。

「マモン様！　奴やつを、この交こう戦せん中に僅わずかでも止められますか!?」

「やってみましょう。ただ、相手が相手ですから、相そう応おうの手て間まは要します」

　傍かたわらを悠ゆう々ゆうと飛ぶマモンは、涼すずしい顔で返した。

　その周囲、奇き襲しゆうの混乱から立ち直り、散さん開かいして備えた兵らの声が響ひびく。

「来た、上だ!!」

「あの極光、天てん路ろ少しよう艾がいか！」

　空くう中ちゆう警戒部隊が空中に張った封ふう鎖さ網もうの中へと、それは猛もう烈れつな速度で降下していた。緑から赤あか紫むらさき、さらには白までをも朧おぼろに揺らす極光を後こう背はいに一いつ線せん引いた、巨大な──鏃やじり。

　上面の切れ込みから少女の頭を覗のぞかせる、小型の戦せん闘とう機きとも見えるそれは、進しん路ろを塞ふさごうとした空中警戒部隊の一いち群ぐんを、両側から流りゆう星せい群ぐんのように放出した極光で粉ふん砕さいした。と同時に、先せん端たんを大きく上げ、地面擦すれ擦すれの低てい空くうを高速、一気に駆かけ抜ける。その前に立ちはだかった者は悉ことごとく貫つらぬかれ、また真まっ二ぷたつになって吹っ飛んでゆく。

　と、突とつ進しんの前方、基き地ちの傍かたわらに堆うずたかく聳そびえる岩いわ山やまが阻はばむように迫るが、鏃やじりは進しん路ろを変えず、正面から激げき突とつした。壮そう絶ぜつな破は砕さい音おんと噴ふん煙えん、極きよつ光こうの欠かけ片らが振りまかれる。

　その圧倒的な攻撃力にオロバスは戦せん慄りつし（無む論ろん、激突した程度で彼女がどうこうなるとは思っていない）、人の身を一いつ転てん、橙だいだいの炎ほのおを口と鬣たてがみに撒まき散らす黒こく馬ばへと変じた。棹さお立だちになって、副ふく官かんに強い声をかける。

「レライエ、乗れ!!」

「私の『ニムロデの綺き羅ら』はデリケートなんだから、あまり揺らさないでよ」

　憎にくまれ口とは裏うら腹はらに、レライエは彼の背中へと足先で降り立った。その身を覆おおっていた緩ゆるやかな衣ころもが、袖そでに裾すそに風をはらんで、大きく広がってゆく。その高い視点から、混こん成せい軍ぐんが戦せん闘とう態勢で備える様よう子すを、傍かたわらの馬ば首しゆとともに眺ながめやる──と、

（へえ、いつの間に）

　周囲に生じていた異い変へんに気付いた。一応と確かく認にんを取る。

「オロバス、マモン様、道具どもが」

「これだけの数を、いつの間に……さっきの飛行機から降下したのか？」

　彼らを遠とお巻まきに囲んで、相当数すうのフレイムヘイズが出現していた。オロバスの推すい測そくどおり、今や地ち平へいの彼方かなたへと飛び去った飛行機から降下したものである。

「可愛かわいらしい恋人を派は手でに登場させて私たちの耳じ目もくを引きつけ、その隙すきに糸いと繰くりで空の道を導いた、というところですか。毎まい度どのことながら抜け目のない御ご仁じんですね」

　ようやく収まりつつある噴煙の奥から、マモンの言ったように、降下したフレイムヘイズらを正確に、軍ぐん勢ぜいを囲むポイントへと落らく着ちやくさせた男が現れる。

「ハボリムの主力軍ぐんじゃあ、ないか。ここんとこ、どうも勝負運うんが悪いな」

「勤きん勉べんなしに賞はなし、っていうだろう？　コツコツ順番に当たるのが吉きちさ」

　深く被かぶったソフト帽ぼうで目め線せんを隠かくし、襟えりを立てたトレンチコートを風にはためかせる、ひょろんと長い、三十前後の男。腰にごつい革ベルトを交差させ、垂れ下がる両手にはそれぞれ、フレイムヘイズの神じん器ぎたる、木片を十字に組んだマリオネットの操そう具ぐが在った。

　その傍かたわら、崩くずれた岩の一段高たかい頂いただきに立つのは、一人の少女。

「相手が誰だれでも同じ、ただフレイムヘイズとして為なすべきことを、為すまでです！」

「あら、オロバスが軍勢連つれてる……これは面めん倒どうかも」

「つーか、マモンまで。これって当たりなのかしら、外れなのかしら」

　年の頃ころは十五、六の、気を張っていると見た目に分かる優しげな容よう貌ぼう。着こなしもしっかりしたスーツに（実は隣となりとお揃そろい）、大きな緑の上うわ掛がけを羽は織おっている。その左手には、神器たる鏃を両端たんとした、オーロラの輝きを見せる弓が展開されていた。

　オロバスは、この恐るべき二人のフレイムヘイズの名を、小さく呟つぶやく。
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「──『鬼き功こうの繰くり手』サーレ・ハビヒツブルグ、『極きよつ光こうの射い手て』キアラ・トスカナ──！」







　降こう雪せつの止んだ暗あん夜やに、奇き怪かい極まる光景が現げん出しゆつしていた。

　墜つい落らくした『星せい黎れい殿でん』の前に広がる平へい野や部ぶを、西側から溢あふれ出た楝おうち色いろの光が覆おおい尽くさんとしている。色付いた上、染められつつも溶かされない雪を蹴け散ちらしてゆく軍ぐん勢ぜいの一人一人も、薄うす皮かわ一枚を被かぶせたかのように、同じ色の光を纏まとっていた。

　この不ふ可か思し議ぎな光の名は『熒けい燎りよう原げん』。踏む者に加か護ごを与え、力を強化する、〝煬よう煽せん〟ハボリムの自じ在ざい法ほうである。

　今や〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビアの後を継ぎ、［仮装舞踏会バル・マスケ］全軍の総そう司し令れい官かんとなった彼は、双そう頭とうのガスマスクにボロマントという姿すがたを、援えん軍ぐんとして帯たい同どうした軍勢の後方に置いている。

　これは彼の臆おく病びようを示すものではない。むしろ逆で、軍ぐん容ようの厚こう薄はくに拠よらず彼を狙ねらって現れるだろう一人のフレイムヘイズとの戦いで、兵らを無む駄だに殺さないようにするための措そ置ちである。無む論ろん、彼自じ身しんが単たん体たいでそのフレイムヘイズを相手にし得るだけの戦せん闘とう力りよくを持つことを前ぜん提ていとした布ふ陣じんだった。

　しかし現在のところ、その対決は起きていない。

　戦せん場じようの全景は、剣けん山ざんのような岩がん峰ぽう群ぐんからなる山さん地ち帯たいの中に僅わずか広がる平へい野や部ぶ、その北ほく端たんに墜つい落らくした『星せい黎れい殿でん』を前に直ちよく衛えい軍ぐんと要よう塞さい守備隊が守りを固め、南からフレイムヘイズ兵へい団だんが攻め掛かっている、という形である。

　当初は南の山地帯で足あし止どめを受けていたフレイムヘイズ兵団が、『神しん門もん』の露ろ出しゆつと『星せい黎れい殿でん』の墜落、それに伴う予よ備び兵力の壊かい滅めつや〝嵐らん蹄てい〟フェコルーの喪そう失しつなどという戦せん機きを受けて、特とく殊しゆ能力を解かい禁きんした攻こう勢せいに出、平野部での激げき突とつへと舞台は移った。

　この危き機き的状況を、デカラビアが身を挺ていして食い止め、一時的に直衛軍と要塞守備隊の側は踏みとどまったが、それも一時のこと。『犀さい渠きよの護もり手』ザムエル・デマンティウスによる進しん撃げき路ろの開かい削さく・兵団側がわ予備兵力の投とう入にゆうによって、遂ついに両軍の均きん衡こうは崩くずれ、デカラビアは戦せん死し、『星せい黎れい殿でん』への突とつ入にゆうは時間の問題となった。

　が、

　今、デカラビアが稼かせいだ、まさにその一時が、援えん軍ぐんの到とう来らいを［仮装舞踏会バル・マスケ］側に齎もたらした。

　しかも現れた援軍は、ゾフィーらが警けい戒かいしつつも未だ到とう達たつには間があると見ていた南北防ぼう衛えい線の部隊ではなかった。遥か西方からの撤退途と上じようにあるはずの西部方ほう面めん主力軍ぐん、およびそれを指し揮きする〝煬よう煽せん〟ハボリムだったのである。

　戦場の形けい勢せいは逆ぎやく転てんしつつあった。

　ザムエルが『ジシュカの丘』によって作り上げた進撃路は、『星せい黎れい殿でん』の手前で最後の防衛線せんを張る直衛軍と要塞守備隊たいを一ひと息いきに突とつ破ぱするためのものだった。ゆえに、その形けい状じようは平野部の中央、最さい短たん距離を貫つらぬく石積みの橋きよう梁りようであり、兵団も同じく一線を描いて進んでいた。

　対して、ハボリムが『熒けい燎りよう原げん』で強化された軍を率ひきい出現したのは、まさにその進しん撃げきに伸びきった横よこ腹はら……平野部の西側なのだった。兵団は、突とつ如じよとして押し寄せた大たい軍ぐんの横おう撃げきを食らい、『星せい黎れい殿でん』までもう一息、止めを指し呼この間に見る地点で足を止めざるを得なくなった。

　橋梁は今や、平野部に聳そびえる低い城じよう壁へきとなり、

「くそったれえ！　もう少しのところを！」「ぎゃああっ！」「何であんなところから援軍がやってくんだよ!?」「喋しやべる暇ひまがあったら蹴け落おとせ！」「け、『熒けい燎りよう原げん』──〝煬よう煽せん〟ハボリムかよ、冗じよう談だんじゃねえぞ！」「うがあっ、ちくしょう！」「上らせるな、分ぶん断だんされるぞ!!」

　フレイムヘイズ兵団は、一ひと揉もみに押し潰つぶさんと迫る軍ぐん勢ぜいへの対たい応おうで手て一いつ杯ぱいとなっている。

　逆に、友ゆう軍ぐんを救わんとする西部方ほう面めん主力軍ぐんの兵らは『熒けい燎りよう原げん』による士し気き高こう揚ようも手伝い、

「かかれ、かかれえ──!!」「おらぁ！　死ね死ね、皆みな殺ごろしだ!!」「よくも『星せい黎れい殿でん』をここまで荒らしてくれたな、討とう滅めつの道具どもがあ!!」「殺す、殺す、デカラビア様の仇かたき!!」「ひぁーっははは！　見たか、薄うす汚ぎたない空あき巣す狙ねらいめ!!」「もう好きにはさせんぞお!!」

　凄すさまじい勢いで橋梁に攻めかかっていた。

　この不ふ意いな激げき闘とうの光景を遠く、現在は後こう方ほう基き地ち（といっても、フレイムヘイズは補ほ給きゆう物ぶつ資しなど不ふ要ようであるため、負傷を治ち癒ゆするまでの休きゆう息そく所じよ程度の役割である）となっている出で城じろの壁へき上じようから、兵へい団だんの総そう司し令れい官かん『震しん威いの結ゆい手』ゾフィー・サバリッシュが眺ながめている。

　デカラビアほどの大おお物ものを一いち撃げき粉ふん砕さいした消しよう耗もうは、そう容た易やすく回復しない。それを承しよう知ちの上で、苦く戦せんを強しいられる討うち手らの許もとに飛んで行きたい、という誘ゆう惑わくと、彼女は必ひつ死しで戦っていた。

「まさか、想そう定てい外がいの援えん軍ぐんに横よこ槍やりを入れられるなんてね」

「やはり、戦いくさとは思い通りにいかないもの、ですな」

　契約者の弱よわ音ねを〝払ふつの雷らい剣けん〟タケミカヅチが先んじて取り上げる（彼女らは、というよりフレイムヘイズらは誰だれ一人として、ストラスの自じ在ざい法ほうについて知らなかった）。

　この厳きびしい心こころ遣づかいに感謝したゾフィーは、危き機きのときにこそ必要な、総司令官としての顔を強く固めた。背後で、寒かん風ぷうが原因ではなく顔を蒼そう白はくにしている『姿し影えいの派はし手』フランソワ・オーリック、敵てき情じようを探っている副ふく官かんに尋たずねる。

「後、どの程てい度ど時間は残っていますか？」

「は、はい。強きよう行こう軍ぐんに乱れていた陣じん形けいを、なぜか今になって整えているようなので、歩を揃そろえた進しん軍ぐんで……短くとも三十分ほどは、余よ裕ゆうがあるものと思われます」

「ハボリムが伝でん令れいでも送っておいたのかもね。自分が先せん行こうするから、万まんが一いちにも突とつ破ぱされないよう万ばん全ぜんの陣じん容ようで後ろを塞ふさげ、って」

　雪を踏む敵の動きを遠く捉とらえる神じん器ぎ〝スプレット〟から〝布ふ置ちの霊れい泉せん〟グローガッハが、契約者の報告を受けて推すい測そくした（ちなみに、この推測は正せい鵠こくを射いている）。

　そう──本来恐おそれていた後こう背はいからの援軍、南方防ぼう衛えい網もうの部隊が、遂ついにフランソワの感かん知ち範はん囲い内に姿すがたを現したのだった。その反対側がわ、北方からの援軍も遠からず現れるに違いない。

　不ふ意いの援軍に加え、包ほう囲いの輪が縮まることで、フレイムヘイズ兵団が保ほ持じしていた時間制せい限げん付つきの優ゆう勢せいも潰ついえつつある、という実感に、豪ごう胆たんで以もって鳴るゾフィーも密ひそかに掌てのひらを強く握る。平静な表情だけは変えず、傍ぼう観かん者しやに向き直った。

「そろそろ、観かん戦せんという状況でもなくなっています。貴方あなた単独であれば、突とつ破ぱも容た易やすいかと思いますが……早期の離り脱だつも、そろそろ視し野やに入れておいてはどうでしょう」

　言われた二人、『皓こう露ろの請こい手』センターヒルと〝殊しゆ寵ちようの鼓つづみ〟トラロックは、しかし簡単にその申し出を却きやつ下かする。声に依い然ぜん、透すき通った笑いを含んで。

「我々はまだ、なにも見てはいませんよ。生なま煮にえの情勢下かに放り出されたところで、我々は観かん点てんも志し操そうも変えたりはしませんから、そのあたりのお気遣いは、どうぞ無む用ように願います」

「そういうことです。意い地じ悪わるな言い方ですが、貴女あなたに助けられたという作為の事実で、私も残る『四し神しん』も動きはしませんし、貴女の後を継いで討うち手らを率ひきいることもありません」

　ここで命を賭かけた恩おんを売って、自分にもしものことがあった場合の保険に、というゾフィーのいささか虫のいい目論見もくろみは、完全に見み抜ぬかれていた。流石さすがにフレイムヘイズでも特別な立ち位置に存る『大だい地ちの四し神しん』だった。食い下がる余よ地ちも取り付く島も、まるでない。

　ゾフィーは降こう参さんして、また少量の憎にくたらしさも込めて笑い、自分の無ぶ礼れいを詫わびる。

「ごめんなさい。自分の死を使った脅きよう迫はくに出るなんて……危き急きゆうの時を迎えて、嫌きらっていたはずの人ひと使づかいの癖くせ、地が出てしまったようです」

「サ、サバリッシュ総そう司し令れい官かん……」

　二人の会話を聞いたフランソワが、まるでこれから死ぬことが決まっているかのような遣やり取りに、蒼そう白はくな顔からさらに血の気を引かせていた。普段なら彼を叱しつ咤たするはずのグローガッハも、まるで抗こう議ぎするかのように沈ちん黙もくする。

　タケミカヅチが、強いてからかいを込めて笑った。

「ふふ、配はい下かの士し卒そつに聞こえる場所で、自分の死について語ってしまうとは、二度続けての失しつ態たいですぞ、『震しん威いの結ゆい手』ゾフィー・サバリッシュ君？」

　応えてゾフィーも、あくまで強い笑顔で返す。

「そうですね、〝払ふつの雷らい剣けん〟タケミカヅチ氏。どうも先から、しくじってばかり。フランソワ、五百年からの付き合いに免じて、先の言葉は忘れてください」

「はい」

「鬼おにの目にも涙……それとも鬼の霍かく乱らんかしら」

　グローガッハの軽かる口くちは流して、総司令官二人は今度こそ心しん中ちゆうで思う。

（それにしても、西部方ほう面めんから主力が早々に、指し揮き官かんごと戻ってくるのは誤ご算さんでした）

（たしかに、ハボリムは戦いの手て管くだに通じている、危険な上にも危険な相手……ここは）

　そのとき、

　遠い戦せん場じようで、法ほう則そく性を持った一いち連れんの轟ごう音おんが響ひびいた。

　一同、この轟音には聞き覚えがある。

「しっかり〝燐りん子ね〟の砲ほう兵へいを連れてきていたのね」

　ゾフィーは計ったように危き惧ぐが的てき中ちゆうしたことに歯は嚙がみした。

　タケミカヅチも声に深しん刻こくさを滲にじませる。

「本気でザムエル・デマンティウスの構こう造ぞう物ぶつを崩くずしにかかっているようですな」

「ええ……今の状況で、ほんの僅わずかな地の利まで失うわけにはいかないわ」

　言って、即そく座ざに出しゆつ撃げきを決意する。

　まだ消しよう耗もうは完全に回復しきっていなかったが、そのようなことを言ってもいられない。

　いかにザムエルが練れん達たつの指揮官であっても、また戦っているフレイムヘイズらが強つわ者もの揃ぞろいであっても、陣じん容ようは不ふ意いの対たい処しよとて整わず、戦う相手もハボリムの『熒けい燎りよう原げん』で強化された大たい軍ぐんである。この上、低いながらも城じよう壁へきとして機き能のうしている橋きよう梁りようまで砕くだかれては、収しゆう拾しゆうの付かない消耗を繰り広げるだけの乱らん戦せん……続々と援えん軍ぐんが到とう着ちやくする［仮装舞踏会バル・マスケ］にとって圧あつ倒とう的に有利な状況へと引きずり込まれてしまう。

（無む論ろんハボリムは、それを狙ねらっているんでしょうけど）

（付け加えるならば、そうなると脅おどして、我々を誘おびき寄せるつもりでもあるはず）

　来らい援えんの悪あく影えい響きようが、単純な兵力差さに拠よらない、まさにハボリムの指し揮き官かんとしての手しゆ腕わんであること、他に選択肢しがない道を歩かされていることに、二人は心しん底そこからの脅きよう威いを覚える。

　が、それでも二人は前に出た。

　後ろを振り返り、副ふく官かんに命めい令れいを置いてゆく。

「南北、もしくは他の援えん軍ぐんの接せつ近きんには十分気をつけるように。私とザムエルだけでなく、各かく部隊長ちようにも忘れず伝えて」

　と、

「あ……」

　塀へい際ぎわに立った二人を、センターヒルが呼び止めた。

　彼にしては珍めずらしい、ハッキリしない声に、ゾフィーらは怪け訝げんな顔になる。

「なにか？」

「いえ……」

　常の確信に満ちた表情の彼が、本当に珍しく、不ふ分ぶん明めいの色を漂わせていた。導くように空の一点へと、容よう貌ぼうの厳いかめしさを改めて思い出させるような真しん剣けんな表情を向ける。

　彼がなにを示しているのかは、尋たずねるまでもない。

　その先に在るのは、暗あん雲うんを背後に浮かぶ『神しん門もん』。

　周囲で行われている戦いには、ハボリムが地上を重じゆう視ししているせいもあって、特とく段だんの変化もない。両陣じん営えいの乱らん戦せんが未だ続いている。予よ備び兵力を投とう入にゆうした分、僅わずかに優ゆう勢せいですらあった。

　が、センターヒルはその戦いを見ていない。

「少し、あの中より奇き妙みような感覚が」

「中、それとも、向こう、と言うべきなのか」

　トラロックも同じく、『神しん門もん』そのものについて注ちゆう視しを求めていた。

　が、ゾフィーには分からない。

　探たん知ち能力に優れている彼なら、と振り返ったフランソワも首を振る。

　言ったセンターヒル自身、首を捻ひねらんばかりに怪訝な様よう子すである。彼ら『四し神しん』は、厳きびしい修しゆ行ぎようによって〝存在の力〟への適てき性せいを高めた上で契約した特とく殊しゆな存在である。その修行なり在あり様ようなりに感じるものでもあるのか……いずれにせよ、彼ら自身にそれが判はん然ぜんとしない以上、他者には確かめようもない。

　フランソワは、誰だれもが隠かくしていた最大の不安を、つい口にしてしまう。

「まさか……〝祭さい礼れいの蛇へび〟が、帰ってきたのでは」

「……考えられるわね」

　グローガッハまで釣つられて呟つぶやいていた。

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の帰き還かんはつまり、後を追って『神しん門もん』へと飛び込んだ『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』らの敗北に他ならない。彼女らを信しん頼らいするしない、という話ではなく、戦せん場じように立つ者として、援えん軍ぐんなど問題にならない、戦いの決定的な敗北を示す事じ象しよう到とう来らいの不安を、フランソワらは口にしたのだった。ゾフィーやタケミカヅチにしても、抱く不安は同じ。

　ほんの一いつ瞬しゆん、という重い沈ちん黙もくを、二度目となる砲ほう兵へいの斉せい射しやが叩たたいた。

　我に返ったゾフィーは、当面の対たい応おうへと戻る。

「センターヒル、他に摑つかめることがあったら、フランソワを介かいして知らせてください」

「フランソワ・オーリック、先の指し示じも、動どう揺ようから疎おろそかにせぬよう、頼みますぞ」

　タケミカヅチの注意を終えるや、『震しん威いの結ゆい手』は紫し電でんと弾はじけて飛び立った。

　落下点てんを目指す曲きよく線せん軌き道どうの中、天地に溢あふれる戦せん場じようを望んで二人は、

（まったく、思い通りにいかない、どころではありませんね）

（それで放り出せるならば、人生もどれだけ楽であることか）

　本ほん音ねの遣やり取りで心の平へい静せいを取り戻す。

「ええ、全く楽ではありません。だからこそ、切り開こうとする心に意味が──ある!!」

　叫ぶや、ゾフィーは修しゆう道どう服ふくの裾すそを引き絞しぼり、体勢を反転させた。

　落下点に在るのは、周囲に兵のいない軍の後こう方ほうで、左右に一列、砲兵たる筒つつ型がたの大型〝燐りん子ね〟を並べた、敵てき将しよう〝煬よう煽せん〟ハボリム。

　膨ぼう大だいな光を後に引いて、

「──だあらっしゃ──っ!!」

　両足による飛び蹴けりが叩たたき込まれる。

　が、ハボリムはその寸すん前ぜん、『熒けい燎りよう原げん』の輝きの中に自らを沈み込ませていた。

　ゾフィーもそれは予想の内である。目もつ下かの標ひよう的てきは、ザムエルらの籠こもる橋きよう梁りようを狙ねらい撃うちにしていた〝燐りん子ね〟砲兵の殲せん滅めつだった。蹴りは大だい地ちを凄すさまじい勢いで砕くだき、その破は片へんをもさらに砕いて、膨ぼう大だいな紫電が周囲一いつ帯たいに飛び散る。

　取り残された〝燐りん子ね〟たちは、元より砲ほう撃げき以外の戦せん闘とう力りよくなど備えてはいない。紫電の炸さく裂れつによって引き千ち切ぎられ、たちまちの誘ゆう爆ばくを起こして、色とりどりに散り果ててゆく。

　その跡に一人立つゾフィーは、依い然ぜん『熒けい燎りよう原げん』が周囲の地面を燃やしているのを、軽く確かく認にんした。実は互いに一隊の指し揮き官かんとしてではない、一フレイムヘイズ、一〝徒ともがら〟として戦うのは初めてのことだった。

「……」

　燃え盛さかる『熒けい燎りよう原げん』の怪あやしい明かりの中、ゾフィーはじっと待つ。

　情報としての知識なら、各種資し料りようから得てもいたが、実際に相あい対たいした上で、なにを仕掛けるのか、どう返すのかは（おそらくは双そう方ほうして）計り難がたい。

　ビシ、

　と左後こう方ほうで岩が火ひ花ばなに弾けた。周囲の地ち表ひように、警けい戒かいのための紫電を薄く展開しておいたのである。何者かが地下から出現すれば、即そく座ざに火花が散る仕掛けだった。

「！」

　反応したゾフィーは指を差し向けて、収しゆう束そくした紫し電でんを叩たたき込む。

　現れたハボリムは、三倍ほどまでに巨大化かさせていた体の右みぎ半分を、いきなりこの攻撃で吹き飛ばされて、

「登ったか──我が舞台に」

　なお傾いた体に残された一つの、焦こげたガスマスクから声を零こぼした。

（体を二つに分ぶん離りさせて挟きよう撃げきや陽よう動どうを行う、というのが彼単たん体たいでの戦せん闘とう方法だそうよ）

（それだけでは、なにも分からぬのと同じですな）

　声なき声で言い合いつつ、もう片方の出現へと気を払う彼女らに、残された方のガスマスクが、さらに告げる。

「あたら豪ごう傑けつが、誘さそいの罠わなに踏み込まざるを得んとは、哀あわれ。とはいえ、これも戦いくさの倣ならい」

　やはり戦いに引きずり込んで消しよう耗もうさせることが彼の目的、と知ったゾフィーは、

「でも、貴方あなたをここで引き付けておきさえすれば、的てき確かくな指し示じも送れないでしょう？　罠とはいえ、踏み込む囮おとりになった餌えさくらいはもらわないとね」

　探りを入れる意味でも、話しかけた。

　傾いた体は、変わらぬ調子で答える。

「我が身の用は、二つで足りる」

　声の平へい静せいさから、逆に悪お寒かんを覚えたゾフィーは、鋭く一いつ帯たいに気を払った。

　そして、捉とらえた。

「！」

　遠く、彼らが現れた平へい野や部ぶの西側外はずれに、

　もう一つのガスマスクを被かぶったハボリムの、巨大化した半身が立っている。

　その傍かたわらに、戦いに巻き込まれないよう布告官ヘロルト〝翠すい翔しよう〟ストラスを置き、

　両脇わきに、より強力と一ひと目めで分かる〝燐りん子ね〟の砲ほう兵へいを、ずらりと並べて。

「身が力を消しよう耗もうさせ、破は壊かいの企き図とも、果たす」

　近くに在るガスマスクが言い、

「撃うて」

　遠くに在るガスマスクが言った。

　居並ぶ〝燐りん子ね〟砲兵から吐き出された破壊の力が、膨ぼう大だいな光こう芒ぼうを伴う弓なりの流りゆう星せい群ぐんとなって、ゾフィーの頭上を飛び越えてゆく。

「ザムエル!!」

　上がった叫びは、遅れてやってきた、先の斉せい射しやに倍する轟ごう音おんに搔かき消された。

　流星群の行く先たる戦せん場じようには、砲ほう撃げきに幾いく分ぶんか削けずれた橋きよう梁りようで、未だ激しい攻こう防ぼうが繰り広げられている。

　その中心で陣じん頭とう指し揮きを執とっていたザムエルは、戦せん場じようの外れで新たに膨ふくれ上がった力の規模、再び飛びのいた〝徒ともがら〟らの動き（ハボリムの『熒けい燎りよう原げん』で加か護ごを受ける者は、彼の歌を聞き進しん退たいする）、なにより豊富な戦せん闘とう経験から、先に勝る危き機きが迫っていると瞬しゆん時じに察した。

「──っはあ──!!」

　素早く片かた膝ひざを突き、掌てのひらを石の床に打った。

　その場を中心に、石の隙すき間まから薄うす墨ずみ色いろの光こう芒ぼうが走り、上に乗ったフレイムヘイズらを押しのけ跳ね飛ばして、彼らを分ぶ厚あつく守る一枚の壁へと瞬またたく間に組み変わる。

　構成の完了とほぼ同時、

　その表面で、第一射しやのときとは比べ物にならない破は壊かいの力が炸さく裂れつした。戦場に、壁をなぞる形で一いつ直線の猛もう火かが立ち上り、耳から腹からを揺るがす衝しよう撃げきが荒れ狂う。







　半はん球きゆうドーム型屋や根ねを持つ礼れい拝はい堂どうの、四し方ほうに配された細い尖せん塔とうの一本、

「ふう──」

　その頂いただきで疲労の吐と息いきを漏もらした『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシンは、傍かたわらの城じよう壁へきを砕くだいて現れた炎ほのおの怒ど涛とうに乗る〝紅ぐ世ぜの王〟に向き直り、躊ちゆう躇ちよなく前に跳んだ。

　迫つい撃げきを加えようとしていた〝王〟、〝壊かい刃じん〟サブラクは、

「ぬっ!?」

　逆に自分に向かって来たフレイムヘイズに驚き、その手に在る鉄てつ棒ぼう『メケスト』に対し、思わず両手の剣を交差させて受け止めようと試みる。

　が、無む双そうの怪かい力りきで振るわれた大だい重量の塊かたまりは、寸すん暇かの制せい止しさえ許さない。振るわれた勢いを全く減じず、受け止めた剣を容た易やすく打ち砕くだき、そのついでとして持ち主も吹き飛ばした。

　その黒こく衣いが、礼拝堂の屋根を突き破って中に飛び込む。

　カムシンはすかさず足の裏に褐かつ色しよくの大だい爆ばく発はつを生んで、強ごう引いんに落下の軌き道どうを追撃へと振り向けた。穴の開いたドームに、別の穴を開けて飛び込み、その内部、ステンドグラスの光こう彩さいも煌きらびやかな床へと、足音も重く着ちやく地ちする。

　礼拝堂の中ほど、椅い子すの列と敷しき石いしを粉こな々ごなに砕き、サブラクが大だいの字じで倒れている。

　その身に、目に見えるダメージがないことを二人は確かく認にんし、

「ああ、いい加か減げんこの鼬いたちごっこも何とかしたいのですが」

「ふむ、そうは言っても、切り傷一つつけるまでは意い地じでも離してくれんじゃろう」

　慨がい嘆たんとともに『メケスト』を軽く一回しして、床に打ちつけた。ズゴッ、と軋きしみの極きよく限げんのような音がして、敷石にめり込む。

　と、サブラクが倒れたまま、

「それを分かった上で近きん接せつ戦闘に臨んでいるのは、他ほか二者に我が刃やいばを向けさせぬためか。確かに俺は、この身一つの感覚しか持ち得んが……おまえたちは隠かくれて死を引き伸ばすか、すぐ斬きられて死ぬかを選んでいるに過ぎん。我が新たな自じ在ざい法ほう『スティグマータ』の前では、な」

　ブツブツと、聞かせる気がないような小こ声ごえを零こぼした。

　この豪ごう語ごに二人は、

「ああ、しかし以前の『スティグマ』でも同じ事を言っていたのでしょう？」

「ふむ、その一人分の感覚にかまけた油ゆ断だん……というよりは、どうしようもない弱点を突かれて敗北した、というのが先の戦いの経過と聞いておるがの」

　と減らず口で返したものの、実は現状認にん識しきとしてはサブラクの方に明らかな分がある。

　地ち域いき一いつ帯たいに己おのが体を浸しん透とうさせ、その範はん囲い内では無限と錯さつ覚かくするほどの耐たい久きゆう力りよくと回復力を持つ彼は、アンバランスなことに、感覚自じ体たいは司し令れい塔とうたる人ひと型がたの分ぶんのみしか備わっていない。ゆえに戦せん闘とう中、一人が引きつけている間は、他の者の身に危険が及ぶことはまずなかった（もちろん、一人で引きつけること自体が、非常な難なん事じであることは言うまでもない）。

　しかし今、付近に潜ひそんでいる他二人のフレイムヘイズ、『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメルと『輝き爍しやくの撒まき手』レベッカ・リードが、彼の自在法『スティグマータ』によって傷を負っているという事実が、状況を不利に傾けてゆく重石おもしとなっていた。

　かつて破られた、掠かすり傷からでも徐じよ々じよに負った傷を広げてゆく『スティグマ』と違って、この『スティグマータ』は、ただ塞ふさがらないことのみに特とつ化かした自在法である。

　ただ、と言っても、傷を負っていれば体力は消しよう耗もうしてゆくのが道どう理りで、なにより潜む二人は、既すでに戦いの内に深ふか手でを負わされている。時とともにフレイムヘイズらが不利へと追い込まれている、というサブラクの指し摘てきは、全く正しい見方なのだった。

　カムシンが無む傷きずであるのも、後こう方ほうで自在式しきの罠わなを作っていた位置取どりから、戦いの前面に立っていなかった、というだけのことで、相あい性しようが良いというわけでもない。むしろ、彼本ほん来らいの戦せん闘とう形態である瓦が礫れきの巨人『偽ぎ装そう』を封じられている現状は、圧あつ倒とう的に不利といえた。

　ともかくもサブラクとしては、いずれ僅わずかでも刃を掠かすらせさえすれば、そこから傷を大きくする自在式を伸ばして、致ち命めい傷しようへと届かせることができる。

　他ほか二人をしつこく追つい撃げきして止めを刺すことをせず、カムシンと相あい対たいしているのも、まず傷の一つさえつけてしまえば、後の状況など幾いくらでもひっくり返せる、という自信──限りなく事実に近い──があるためなのだった。

　もちろんカムシンも、ただ漫まん然ぜんと逃げ回っているわけではない。今このときも、身を守るための処置、対抗するための手段としての打だ開かい策さくを巡らせている。

（ああ、おそらく二人は、最後の攻こう勢せいに備えるだけで精せい一いつ杯ぱいでしょうからね）

（ふむ、ここは儂わしらが老ろう骨こつに鞭むち打うって励むしかあるまいの）

　声なき声で言い合って、立てていた『メケスト』を引き抜いた。まるで小こ枝わざでも扱うかのように軽く右の手首を利かせて、大だい重量の鉄てつ棒ぼうを掌てのひらで上に滑らせ、下か端たんをはっしと握る。

「ああ、壊こわすには惜おしい造ぞう作さくですが」

「ふむ、神の見た泡沫うたかたな現世うつしよの夢じゃ、弾はじけたとて恨うらまれはすまい」

　さらに『メケスト』を一いつ杯ぱいに長く振るって、右側の床をガンと乱らん暴ぼうに叩たたいた。

　褐かつ色しよくの火ひ花ばなが散る一いつ瞬しゆん、小さな自じ在ざい式しきが点ともり、消える。

「ああ、そのまま動かずにいてくれると、ありがたいのですが」

　平へい然ぜんとした口く調ちようとは裏うら腹はらに、今度は動どう作さも大きく『メケスト』を引き戻した。その床に打った先せん端たんからは褐色の炎ほのおが鎖くさりの如ごとく伸びて、一いつ定てい距離でビンと張り詰める──と、その怪かい力りきに引かれて、床および下の地面が塊かたまりで捥もぎ取られた。

　即そく席せきのモーニングスターは、一回り二回りで、倒れた〝紅ぐ世ぜの王〟を押し潰つぶすように、容よう赦しやなく上から叩き込まれる。打だ撃げき力りよくを完全に伝え終わった後に、爆ばく発はつ。

「ふむ、目め処どは大よそ立っ──」

　ベヘモットが言おうとした下、床の敷しき石いしが、隙すき間まから茜あかね色いろの光を、次いで炎を、まるで誘ゆう爆ばくしたかのように噴ふん出しゆつした。カムシンが目を遣やろうとした瞬しゆん間かん、

「！」

　礼れい拝はい堂どうを内側から吹き飛ばす大だい爆発が起きる。

　溢あふれ返る炎は、内に踊り狂う無む数すうの剣を蔵ぞうして、残ざん骸がいとも呼べない礼拝堂の破は片へんを切り裂さいてゆく。その一本が、空中に浮かぶ塊に刺さり、ビンと震えた。

　塊に乗っているのは、言うまでもなくカムシンである。

「ああ、危ない危ない、一本、跳ね返し損ないました」

「ふむ、その一本が命いのち取とり、重じゆう々じゆう気を付けねばな」

　最初に『メケスト』を床に打ちつけた際、密ひそかに仕込んだ自在式の現れ……立っていた場所を中心に直径二メートルほどの半はん球きゆうに刳くり抜いた床だった。

　礼拝堂の内に立っていたときと変わらぬ姿すがたで佇たたずむ彼は、見下ろした先、礼拝堂の中で渦うず巻まき吹き上ってゆく炎の怒ど涛とうの上に、やはり変わらず現れる者の姿を認める。

　まさしく徒と労ろうの権ごん化げとして立つ、サブラクの姿を。

　が、カムシンらも、徒労で終わらせまいと、

「ああ、目処は大よそ、なんでしたか」

「ふむ、立った、はずじゃよ？」

　一つ行動に打って出る。

　手に在る『メケスト』を、真ま上うえに差し上げる形で。

「儀ぎ装そう」

「カデシュの血けつ印いん、点てん火か」

　二人の声を受け、激げき闘とうの跡を各所に残す瓦が礫れきに幾いく十じゆう百ひやく、褐色の炎からなる自在式が、一いつ斉せいに燃え上がっていた。『詣けい道どう』へと広こう範はんに撒まき散らされたそれらは、疎まばらな灯とう火かと見える。

「起き動どう」

　言うカムシンの体が、同色の炎ほのおからなる『カデシュの心しん室しつ』に包まれ、浮き上がった。戦う度たびに一つずつ、念ねん入いりに力を込めてサブラクの干かん渉しようを排した瓦が礫れきへと、意識を集中させる。

「自じ在ざい式しき、カデシュの血けつ脈みやくを形けい成せい」

　応じるベヘモットの声に導かれて、撒まき散らされた自在式から遠く、糸のように細い炎が無む数すう、漂い来て『カデシュの心しん室しつ』に結けつ合ごう、唐とう突とつに太さを増し、心しん室しつへの牽けん引いんが開始される。

「展開」

　新たな攻こう撃げき準備を察し、飛び掛からんと身を屈かがめたサブラクに向かって、カムシンは足下の塊かたまりを蹴けり飛ばした。砲ほう弾だんとなった塊はサブラクの至し近きんで爆ばく発はつ、蹴った彼は逆に宙へ高く跳ぶ。

「自在式、カデシュの血脈に同調」

　跳んだ彼の許もとへと、各所からの瓦礫が衝しよう突とつを目指すように飛ひ来らいした。ほとんど爆発と見える制せい動どうの噴ふん射しやによって、褐かつ色しよくの炎が空中に膨ふくれ上がること数秒、中から殻からとして打ち破る。

　瓦礫からなる、巨大な人ひと型がたが。

　遂ついに構成に成功した──本来なら同時に構成されているはずの鞭むちはなく、その柄えとなる『メケスト』をただ右手に握り込んでいる──『儀ぎ装そう』だった。

　爆発の炎から立ち直ったサブラクは、

「っなんだと!?」

　その眼がん前ぜんに、在り得ない巨きよ体たいが降り立ったことに、降り立ったのみならず腰を捻ひねり、横からの拳けん撃げきを溜ためていることに、気付く。

　刹せつ那な、

「──」

　巨大な物が疾しつ駆くする怖おぞ気けを伴って、

　ズゴンッ、

　サブラクの体を丸ごと、拳こぶしが撃うつ。

「──っご、──ぁ」

　叫びさえままならず、彼は吹き飛ばされていた。

　石ころのように石いし塀かべにぶち当たり、宙に跳ねる。

　その高速で過ぎ行く朦もう朧ろうたる意識の中で、見た。

「──ぅ」

　いつの間にか跳び上がっていた瓦が礫れきの巨人が、自分目め掛がけ両の足を振り下ろしてくる姿を。

「ぉお──!?」

　声らしい声を出し得たときには視し界かいが閉ざされ、闇やみと大だい重量と炎が、彼を押し潰つぶしていた。

　褐色の大だい爆発が、『詣けい道どう』の薄い地ち層そうをビリビリと揺らす。

「ああ、しかし」

「ふむ、じゃろうな」

　カムシンとベヘモットは、落らく着ちやくと爆ばく発はつの反動を使って再び跳び上がり、距離を取った。一つ二つ、会かい心しんの攻撃が入ったところで油ゆ断だんはしない。こんな程度で倒せるのなら、彼ら腕っこきのフレイムヘイズ三人が手こずるはずもない。

（ああ、この儀ぎ装そうも、次の突とつ破ぱ口こうを見出すまでの時間稼かせぎ、というだけの話ですからね）

（ふむ、掠かすり傷さえ命いのち取とり、せめて盾たての一つも構えておかねばの）

　思う彼らの前、足あし跡あとの中から、その覚かく悟ごを試す姿すがたが平へい然ぜんと立ち上がる。

「なるほど、流石さすがに壊こわし屋の異い名みようを取る怪かい物ぶつ、大したものだ。だが、その強大な力をもってしても、この俺を脅おびやかすことにはならない。それが俺の在あり様ようゆえの特とく性せいであるとしても」

　呟つぶやくサブラクの周囲に満ちていた茜あかね色いろの炎ほのおが、唐とう突とつに彼の足下に凝ぎよう縮しゆくした。

（！）

　その炎の様よう子すに見み覚おぼえのあったカムシンは、咄とつ嗟さに瓦が礫れきの巨人の足を前後、踏ん張る体勢に開き、左の掌てのひらを大きく開いて前に突き出す、彼らにとっての防ぼう御ぎよの体勢を取った。

　前方、サブラクの足下で集しゆう約やくされた炎が、一いち方向へと飛ぶための力として開放される。爆発ではなく、鋭い光こう条じようにも似た茜色の強きよう襲しゆうが繰り出された。

　弾だん頭とうとなっているのは当然のように、剣けん尖せんを揃そろえたサブラク自身。

　一いつ瞬しゆんさえ要せず、両者は激げき突とつした。

　結果も同じく、一瞬さえ要しない。

　サブラクは、防御のための力を結けつ集しゆうされた巨人の掌を完全には貫つらぬけず、小こ指ゆびと二にの腕うでの端はしを削そぎ取るように軌き道どうを逸そらし、その背後へと通り抜けた。行く先に湧わき上がった炎の怒ど涛とうに、マントを翻ひるがえして着ちやく地ちし、己おのれの不満足な戦せん果かを見やる。

「ほう、胴どうの中央を貫くどころか、掌の端を削けずったのみで済んだか。あの規模の力を防御のため一点に集中されると、我が決め手すらも然さ程ほどの戦せん果かを挙げ得ぬ、というわけか……だが」

　対するカムシンらは、ほとんど呆あきれて、左の掌を巨人の中から眺ながめた。

（ああ、苦労して集めた材料を、さっそく削られてしまいました）

（ふむ、戦えば壊こわされる……世の理ことわりと受け入れるよりあるまいて）

　彼らが『メケスト』に瓦礫の鞭むちを付ふ随ずいさせなかったのは、つまりはそういうことだった。巨人を組み上げる瓦礫を、いつものように無む尽じん蔵ぞうに補ほ給きゆうできないため、滅めつ多たにない直接の格かく闘とうで戦いに臨んだのである。非常時の備えとして、予備の材料も幾いく分ぶんかは構成に動どう員いんせず取ってあったが、だとしても無む論ろん、気き軽がるに浪ろう費ひするわけには行かない。

（ふむ、しかしこの状況が続くようでは、新たな突とつ破ぱ口こうを見つけるどころではないの）

（ああ、とはいえ、守りを固めなければ、状況の中に居い続つづけることすら困難でしょう）

　そして、彼らと相あい対たいする〝紅ぐ世ぜの王〟は、そんな停てい滞たいをすら許さない。

　僅わずか距離を取って、炎の怒涛の上に立つサブラクは、

「大きな力があるとて、なにが変わるわけでもない。ただ日々の道を行き、依頼を受け、標ひよう的てきを斬きるのと同じ。そうするだけの力がある、ゆえに眼がん前ぜんの障しよう害がいを斬る、それだけの話だ」

　呟つぶやきながら、跳んだ。

　カムシンは怪け訝げんな顔を作る。

「……？」

　それも当然、彼は炎ほのおの怒ど涛とうの背後に着ちやく地ちしていた。茜あかね色いろに輝き、内に剣を無む数すう舞わす炎の彼方かなたに幽かすか、黒い翳かげりとして、その姿すがたがある。同じく幽か、

「これで、やはり俺は彼奴きやつらを破ることが叶かなおう」

　呟きが漏もれ出るとともに、炎の怒涛がさらに周囲から滲にじみ、湧わき、溢あふれて、巨人を押し包まんとするほどの幅を、吞み込まんとするほどの分ぶ厚あつさを、持つに至った。

「なにを励はげんだわけでもない、ただ俺が持つ力だ」

　あまりに膨ぼう大だいな力の顕けん現げんに、さすがのカムシンとベヘモットも驚きを露あらわにする。

「ああ、これは予備だなんだと言っている場合ではありませんね……！」

「ふむ、まずは今を凌しのがねば」

　瓦が礫れきの巨人が右腕を振り上げ、一いつ帯たいにまだ残していた瓦礫の残りを引き寄せた。集つどった瓦礫は、握られていた『メケスト』に連れん結けつして、体からだ全体を守り得る長ちよう方ほう形けいの盾たてとなる。

　その前、

　怒涛の彼方で、

　身み構がまえたサブラクが、

　両手の剣を前に振り向けた。

　ゆらり、と剣を混ぜた茜色の炎からなる怒涛が、一点に集い、前方へと噴ふん出しゆつする。径けいを絞しぼることで速度も圧力も高めた鉄てつ砲ぽう水みずのように、炎の怒涛が発射された。

　この驚きよう異い的な破は壊かい力りよくの奔ほん出しゆつに、カムシンは盾に全力を注そそいで、なんとか堪こらえんとする。

　炎の中に混じる無む数すうの剣が切きっ先さきを揃そろえて次々と盾に激げき突とつしては粉こな々ごなに砕くだけてゆく。集しゆう約やくされて炸さく裂れつを続ける茜色の怒涛の周囲に、散っては空気を灼しやく熱ねつに変える炎、砕けては細ささめ雪ゆきのように輝く剣、二つが吹き荒れて、地じ獄ごくもかくやという光景を現げん出しゆつさせた。

　これらを一点、受け止め続ける瓦礫の盾も、限界が近い。

（まずい）

　明確な言葉ではない危き機き感かんの欠かけ片らが、カムシンの心に過よぎった。

　膨ぼう大だいな熱量と強化された鉄てつ塊かいによる断だん続ぞく的な攻撃は、いつしか盾の表面を溶かしては削けずり、削っては溶かし、余よ波はは本体の端はし々ばしにも損そん害がいを与え始めている。

（が、もう、少し）

　彼の忍にん耐たいを支える辛かろうじての縁ふちは、サブラクの呼び出した怒涛が、放ほう出しゆつするほどに減っていく様さまだった。今やその大たい半はんは消しよう費ひされ、既すでに残りは十分の一もない。

（もう、少し……!?）

　と、その最後の噴ふん出しゆつを控えた正面の塊かたまりの向こうに、サブラクが両の腕をゆっくりと水平に広げ、そのまま背後へと振りかぶってゆく姿すがたが揺らめく。

　走る悪お寒かんを、

「──斬きる」

　サブラク自身の言葉が裏付けた。

　振りかぶっていた両手を、鋭く前へと差し向ける。動どう作さに乗って投とう射しやされた二本の剣が、茜あかね色いろの怒ど涛とう、その最後の塊を吸い取って集しゆう束そくさせた巨大な槍やりとして、前方へ繰り出された。

　一いち撃げき、

「くっ!!」

　盾どころか巨人本ほん体たいにまで穂ほ先さきは届き、カムシンの目を眩くらませ身を揺らす大だい爆ばく発はつを起こす。岩がん塊かいを引き裂さきぶち抜く、凄すさまじい衝しよう撃げきが、巨きよ体たいの上じよう半身を半分方かた、消しよう滅めつさせた。

「っう、あ──」

　心しん臓ぞうの位置、露ろ出しゆつしつつも内部には辛かろうじて影えい響きようを及ぼさなかった『カデシュの心しん室しつ』、内に浮かび意識を朦もう朧ろうとさせていたカムシン、

「カムシン・ネブハーウ、前だ!!」

「──ッ!?」

　その寸すん前ぜんにサブラクが、トン、と静かに飛び移っていた。身を屈かがめる中、腰から粗そ末まつな短たん剣けんを抜いて一いつ閃せん、跳び抜ける。

「痛つっ！」

　全くの本能的な回かい避ひで、カムシンは首くび筋すじを狙ねらっていた刃は先さきを右の掌てのひらで跳ね除のけた。そこに走った激げき痛つうで、遂ついに自身にも自じ在ざい法ほう『スティグマータ』が刻まれたことを、知らされる。

　背後、舞い散る火ひの粉こと剣の欠かけ片らの輝く地じ獄ごくへと着ちやく地ちしたサブラクは、

「分からん、な……ただこれだけのことの、なにに執しゆう着ちやくする意味があるのだ」

　やはり小さく、呟つぶやいていた。







　黒い蛇へびは、既すでに『詣けい道どう』を近きん世せい初期にまで遡さかのぼっていた。

　装そう飾しよくに輝く城じよう館かん、高く聳そびえる天てん守しゆ閣かく、幾き何か学がく的様よう式しきの寺じ院いん、華か美びなバロックの聖せい堂どう、粗そ末まつな石造りの民みん家かまで、全てが歪ゆがんで崩くずれ、世界の罅ひび割われへと吞み込まれてゆく。

　自らの生み出した世界を、まるで生いけ贄にえのように破は滅めつさせて、巨大な蛇じや身しんは数千年の夢が覚める先、自らの欲する世界へと這はい出そうとしていた。

　うねって奔はしるその頭上で、刃やいばが交こう錯さくし、火ひ花ばなが散る。

　大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を振るった勢いで身を宙に翻ひるがえした代だい行こう体たい〝祭さい礼れいの蛇へび〟坂さか井い悠ゆう二じが、ズン、と重く着ちやく地ちした。

「シャナ、君とこうなった今でも、君に向ける想いの強さは変わらない。今からでも余よの許もとに戻り、余の大たい命めいの元で、共に歩む気は？　君の解放こそが望みなんだ」

　大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』で弾はじいた『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナが、トン、と華か麗れいなステップを踏んで向き直る。

「悠ゆう二じこそ、今からでも［仮装舞踏会バル・マスケ］を抑えるか手を切って、私に協力すればいい。私にとっての困こん難なんな道、本当に望んでいることも、それで半分は片付く」

「今になって、そんなことできるわけ……ないだろう！」

　悠二は真しん摯しな叫びとともに、再び踏み込んだ。斬ざん撃げきの軌き道どうを胴どう体たいの中心部へと向け、刃やいばを触れ合わせた相手に傷を負わせる宝ほう具ぐたる大たい剣けんでの、鍔つば迫ぜり合いへと持ち込もうとする。

　シャナには無む論ろん、彼の意い図とが分かっていた。先せん刻こくからの斬きり合いと同じように、驚きよう異い的な重さを持って迫る刃を、大太刀の刀とう身しんで鋭く打ち返し、挙きよ動どうに隙すきを作ろうとする。

　が、悠二の怪かい力りきは尋じん常じようなものではなく、弾くだけでも一ひと苦労だった。しかも、その技ぎ巧こうの荒さから体勢を崩くずしても、後こう頭とうから伸びる漆しつ黒こくの竜りゆう尾びが瞬しゆん時じに重じゆう心しんを調整し、体勢を支え、危険な場合には自身で防ぼう御ぎよし、また攻撃してくる。

　今も悠二は、弾かれても流れに逆らわず背を向け、竜尾を連れん撃げきとして叩たたき込んでいた。

　シャナもこの強きよう烈れつな打だ撃げきを避けて、追い討うちが無理と分かると、深ふか追おいせずに下がる。

　先からこの流れの繰り返しだった。

　互いに、決め手となり得る大きな一いち撃げきを繰り出さず、ただ剣と剣による攻こう防ぼうを繰り広げているのは、相手への思いやり云うん々ぬんの甘い事情からでは全くない。

　巨大とはいえ動く蛇じや身しんの頭上という舞台の不ふ安定さ、背後に落ちれば最後という両りよう界かいの狭はざ間まがある状況、なにより二人の後こう方ほうで微び妙みような均きん衡こうを持って対たい峙じする者らが在るためだった。

　片方は、『詣けい道どう』に出しゆつ現げんするフレイムヘイズの成れの果てたる色付く影。

　もう片方は、三柱臣トリニテイ（その他三名もいるが、戦せん闘とうでは員いん数ずう外がい）である。

　色付く影は、声に出しての意い思し表ひよう示じこそ見られないが、シャナが襲しゆう来らい当とう初しよに下した命めい令れい、二人の戦いを邪じや魔まされないよう、その後ろで人ひと垣がきを作って守る姿し勢せいを取っている。

　三柱臣トリニテイの方も一応の主しゆ命めいで待たい機きしているが、それが危うい糸いと一本で引き止められているものであることは、各おの々おのの表情からも明らかだった。もしシャナが、仮にでも危き惧ぐを抱かせるような力を悠二に対して振るえば、三人は躊ちゆう躇ちよなく眼がん前ぜんの人ひと壁かべを突き破り、盟めい主しゆへと加か勢せいするはずである。特に〝頂いただきの座くら〟ヘカテーが、代だい行こう体たいに過ぎない悠二の命令に無む条件で従ったりしないことを、シャナは自身の痛みを伴った体験からよく知っている。

　悠二とシャナがなによりも恐れているのは、そんな彼ら、色付く影や三柱臣トリニテイの参さん戦せんによって起きるだろう、結果の計り知れない無む秩ちつ序じよな乱らん戦せんなのだった。二人は、自分たちがギリギリで保っている均衡の中、互いを取り押さえる……恐らくは最後の機き会かいを、剣けん撃げきの内に狙ねらい続けている。合間に交わしている会話も、剣という大急ぎの手段と同じ次元の、相手を軟なん化かさせるための真しん摯し極まる説得なのだった。

　今を逃せば、次に巡り会うときには、もうどうしようもなくなっているのではないか。

　その得えも言われぬ危き機き感かんが、彼らに声を出させていた。

　まず坂さか井い悠ゆう二じとして、

「そう、絶対に無理なんだ」

　次に〝祭さい礼れいの蛇へび〟として、代だい行こう体たいは語る。

「坂井悠二には全てを包み隠かくさず、明かしてある」

　大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を顔の中心線せんに合わせ構える様さまは、まるでそこに二人が存在していることを示しているかのようにも見えた。

「そう、余よは大たい命めいの遂すい行こうでなにが起きるか、誰だれにどのような反応が起きるか、模も擬ぎ実験の結果までも示した上で、手を差し伸べた。坂井悠二は、それらを知った上で、余の手を取った」

　僅わずか剣が傾き、どちらかの割合が大きくなる。

「坂井悠二は、フレイムヘイズという存在が絶対に……そう、絶対に大命を支持せぬことを知った。それでもなお、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』を戦いの運命さだめから解放したい、家族や友ら大事に思う存在を守りたい、と願って、決意したのだ……我ら［仮装舞踏会バル・マスケ］と共に起たつことを」

　声の響ひびきが、砕くだける世界の中に消えると同時、

　ガチャン！

　と金属音おんがして、シャナの両足が、摑つかまれた。

「！」

　足あし下もと、密ひそかに悠二の許もとから伸ばされていた糸のように細い銀の影から、歪いびつな鎧よろいが腕を体を、様々な部品を混ぜて、出していた。長ちよう口こう舌ぜつが、自分の足を止めるための囮おとりだったことに気付いたシャナは、しかし振り解かずに、彼の話に耳を傾ける。未だ明かそうとしない大命の核かく心しん、あるいは一いつ端たんに触れ得る機会と思ったからである。

　機械とすら混じり合っている鎧が幾いくつも、ゆっくりと体を這はい上がるように少女の各所を摑んで、拘こう束そくする面積を広げてゆく。その望ましい様へと、

「この決意を、軽けい薄はくな言葉で蔑なみすることは、許さぬ」

　悠二は燃えるような視線を向け、剣を持たない方の手で、背後に指し示じする。

「ベルペオル、還かん幸こうによる影えい響きようは、どうなっている？」

　後こう方ほう、色付く影の人ひと壁かべ越ごしに、ベルペオルは一いち礼れいし、

「教きよう授じゆ、『吟詠炉コンロクイム』との同調はできるね？」

　さらに後方、先の指示を守って身を伏せていた──しかし怪あやしげな装置を両手に持ち、懲こりず周囲の状況を観かん測そくしていた──〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオン教授は、伏せていた体から、腰骨を折るように上じよう半身だけを直立させた。腕も逆ぎやく方向に曲げて、背中の機き器きを指す。

「ッンモーッチのロンです！　『大たい命めい詩し篇へん』を圧あ─っ縮しゆく格かく納のうし、『星せい黎れい殿でん』にある『吟詠炉コンロクイム』との同どぉー調ちようによって、彼方かなたの世せぇー界かいでの異いぃー変へんを！　『詣けい道どう』に居いぃーながらにして感かん知ちするっ!!　そぉーれをコォーンパクトに持ちやすく、一ぃーっ家に一台サァーイズに纏まとめたものこそ！　こぉーの『我が学がくの結けつ晶しようエクセレント２５２５４６─論ろん議ぎのぉー笈おい』!!」

「まあ、九割は別べつ用よう途との観かん測そく機き器きの塊かたまりなんでございますへでふすひいはたひいひいはたひい」

　もう片方の手でドミノを抓つねりつつスイッチを入れると、機器の上部がパカッと開いた。

　中から迫り出してきた物は、電球と配はい線せんがゴチャゴチャこんがらがっている、半はん球きゆう状じようの奇き妙みようなヘルメット。それは教きよう授じゆの頭に嵌はまると、電球を派は手でにピカピカと明めい滅めつさせ始めた。

　教授の感覚に、彼方かなたの『星せい黎れい殿でん』内に在る二つ、同種の計けい器きが同調しつつある。

　パターンもデタラメ極まる、ヘルメットの電球による明滅が十数秒、

「んーっんんん〜、んーん〜、──っ！」

　二つの同じ計器が、教授の頭の中に結ばれる像ぞうを明確にしていった。

　頭をフラフラさせていた教授が、不ふ意いに背せ筋すじをピンと伸ばして硬こう直ちよく、

「……来てます……！　──来てます──！」

　徐じよ々じよに盛り上がってゆく声の頂点で、電球が一いつ挙きよに明るく点てん灯とうする。

　像が完全に結ばれた瞬しゆん間かん、教授は求めた通りの結果に、

「来ぃぃィいいィい──ッてまぁァぁあああァぁァっ！　すよぉおおおおおおおおおお!!」

　まさに咽喉のどが焼けたような、狂きよう乱らんの絶ぜつ叫きようを上げていた。

　一つは大きく振れ、一つは静せい止ししたままの、同じ計器という、結果。

　それだけのものが、彼にとって……彼らにとって、重要なのだった。

　常じよう時じを飛び越える異常なハイテンションの中、教授は舌を回転させ始めた。

「それは国！　あるいは大陸！　はたまた星！　あぁーるいはそこから果てまでもお!!　全てのものを襲おそう激げき震しんならぬ激震ッ!!　両りよう界かいの狭はざ間まに在りし巨大構こう造ぞう物ぶつの崩ほう壊かいにより引き起こされた収しゆう縮しゆく運動カッコ推すい定てい！　古こ今こん未み曾ぞ有う！　空くう前ぜん絶ぜつ後ご！　前ぜん代だい未み聞もんの天てん変ぺん──ッ地ち異い!!」

　ズギュルルル、と下か半身をスピンさせつつ立ち上がり、頭上に人ひと差さし指ゆびを突き上げる。

「今こそ名付けん、その名は──『朧ろう天てん震しん』──!!」

　彼にしては静かな、その宣せん言げんに、鎧よろいに囚とらわれたシャナは、異い様ような寒さむ気けを覚えた。







　移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』の、破は壊かいの跡も無む残ざんな城じよう郭かくの高こう所しよ、尖せん塔とうの屋根に、一人の男が在る。

　男は燃える松たい明まつを傍かたわらに、己おのが失しつ態たいの証あかしたる砕くだけた『秘ク匿リのユ聖プ室タ』を見下ろし、また彼方かなたに浮かぶ『神しん門もん』を見上げていた。その胸、両りよう断だんされるほどに深々と斬きられた横よこ一いち文もん字じの傷からは、臙えん脂じ色いろの火ひの粉こが止とめ処どなく零こぼれている。

　突とつ如じよ現れた怪かい物ぶつの襲しゆう撃げきから、咄とつ嗟さに松明で発生させた転てん移い通路に逃げ込むことで逃れたが、もはやその傷だけで致ち命めい傷しよう、余よ命めい幾いく許ばくもないことは、男自じ身しんにも分かっていた。

　それでも最後に、この要よう塞さい外がい郭かくまでやってきたのは、単なる偶ぐう然ぜんでも、ましてや外に逃れるためでもない。自分の果たし得なかった使命、そのせめてもの埋め合わせが叶かなう機会を、死を迎えるその時まで待ち続けようと思ったためである。

　天地に激はげしい戦いを、砕くだけた隠いん蔽ぺいの殻からから望んで、待つ。

　待っているそのとき、朽くちつつある身に、確かに感じた。

　かつて同席していた模も擬ぎ実験で見られた、一つの現げん象しようを。

　いつしか男は、にっこりと、満まん面めんの笑えみを浮かべていた。

「御ご還かん幸こう……祝しゆう着ちやく、至し極ごくに……」

　言葉の断だん片ぺんだけを、ようやく吐き出して、男は再び待つ。

　帰った者に叱しつ責せきを受けるか、それ以外、命を懸かける時を。

　世界が、人ひと知しれず揺れ始めていた。













　日本、上じよう越えつ国こつ境きよう。

「なんだ!?　なにが起こった!?」

　各地との連れん絡らくおよび状況確かく認にんを終え、足あし止どめを受けていた谷たに川がわ岳だけへの強きよう行こう突とつ破ぱをかけようとしていた［仮装舞踏会バル・マスケ］東部方ほう面めん主力軍ぐん、その司し令れい官かんたる〝驀ばく地ち祲しん〟リベザルは、突とつ然ぜん起きた揺れならぬ揺れに驚きよう愕がくの声を上げていた。

　心身は、確かに揺れを感じている。

　しかし、周囲の雪ゆき山やまに変化はない。

　小しよう康こう状態となった寒かん風ぷうの中、針しん葉よう樹じゆ林りんは空を刺す姿すがたを鋭く保ち、枝は雪の重さを受け止めて固まったまま。なにより、たった今まで彼らが雪せつ上じように描いていた、谷川岳攻こう略りやくのための簡単な絵え図ず、その傍かたわらに挿さした木の枝は、微び動どうだにしていない。

　でありながら、彼らは確かに、揺れを感じていた。

　あるいは未み知ちの自じ在ざい法ほうによる撹かく乱らんかと疑ったリベザルは、傍らの地面に両手を着いて堪こらえている副ふく官かん、自在師しでもある〝蠱こ溺できの杯はい〟ピルソインに向かって叫ぶ。

「ピルソイン、これは、道具どもの自在法か!?」

「違う、と思う!!」

　ピルソインはようやくそれだけを、全ての揺れと自身の震えの中で答えた。

　意い地じでも倒れまいと脇の樹じゆ幹かんに摑つかまるリベザルは、そんな情なさけない副官を叱しつ咤たする。

「思うってなんだ！　ハハ、ハッキリしろ!!」

「わ、分かんないよ！　こんなの、初めてなんだからあ!!」

　常じよう時じ意識し続けている〝存在の力〟の脈みやく動どうが皆かい無むな異い変へんに、ピルソインは自在師としての鋭えい敏びんさを持つがゆえの惑わく乱らんを起こしていた。ようやく自分の前に立ったままの木の枝に気付く。

「なんで、なんで揺れてないのさ！　こんなムチャクチャに揺れてるのに!?」

「知らんから訊きいたんだろうが!!」

　言い合う二人の周りでも、出しゆつ戦せん準備をしていた兵らがパニックを起こしていた。

「おお落ち着けえ!!」「ひええ、エギュン様、どうなってんです!?」「俺に聞くな」「ま、待て待て待て！」「うわああ!?　道具どもの攻撃だああ!!」「くそ、やられてたまるかあ!!」

　無む制限に拡かく大だいしてゆく騒さわぎの中、不ふ意いに付近で一つ、続けて引いん火かするように一いつ帯たいで次々と、連れん鎖さ的な爆ばく発はつが起きる。

　幹みきを握り潰つぶして、リベザルは宙を振り仰いだ。

「襲しゆう撃げきか!?　……いや」

　一いつ瞬しゆんの警けい戒かいを経て、辺りの声から味方による誤ご射しやだと把は握あくする。

（だとしても、良い傾向じゃねえな、このまま放っときゃ余よ計けいな損そん害がいが出ちまう）

　そんな、軍ぐん司し令れい官かんとしての反射的な思し考こうが、彼の内に冷静さを幾いく分ぶんか取り戻させていた。改めて視し界かいを大きく捉とらえると、幾いく重えにもぶれて見える谷たに川がわ岳だけの中ちゆう腹ふく、一帯の渓けい谷こくの間という、彼らの軍が配されていない場所でも爆発が起きていた。

（奴やつらも同じ、ってことは、やはり道具どもの攻撃じゃない）

　未だ立ち直っていないピルソインが、揺れに耐えかね頭から被かぶったローブの下で叫ぶ。

「リベザル、どうなってるの!?」

「今のところ揺れてるだけだ、天てん災さいと思ってやり過ご──」

　ふと、

（天災？）

　リベザルはベルペオルからの通つう達たつを、思い出していた。

（これが『警けい戒かいの要あれど喜ばしき、非常の天てん変ぺん地ち異い』なのか）

　確かにこれは、遭あわねば分からない、遭っても俄にわかに判はん断だんし難い、まさしく『非常の天変地異』の表現に相応ふさわしい事じ態たいだった。そう判断した途と端たん、通達の一部『喜ばしき』の言葉が、混こん沌とんとしていた思考を澄すませて行く。揺れを感じつつも怯ひるまず、傍かたわらの副ふく官かんを摘つまみ上げた。

「なな、なにすんだよ!?」

　言ってジタバタするピルソインに、確信を持って告げる。

「怖がるこたあねえ。こいつは参さん謀ぼう閣かつ下かの……いや、我らが〝祭さい礼れいの蛇へび〟の御み業わざだ」

「へっ？」

「分からんのなら、今は摑つかまってろ」

　ひょい、と自分の肩に副官を放り投げると、大だい音おん声じようを張り上げる。

「攻こう撃げき開始だ!!　この揺れは、我らが盟めい主しゆ〝祭さい礼れいの蛇へび〟の御業！　俺たちに害はない!!」

　彼かれ信ずるところの信しん念ねんを、衆しゆうを焚たき付ける材料にする。

「我らが盟めい主しゆ〝祭さい礼れいの蛇へび〟の与え給たもうた天てん佑ゆうを無む駄だにするな!!　加か護ごを受けられん道具どもは慌あわてふためいているぞ！　このまま一いつ挙きよに敵てき阻そ止し線せんを突とつ破ぱし、ニイガタ港に出る!!」

　パニックに陥おちいっている兵らには明確な命めい令れいこそが特とつ効こう薬やく、という戦いくさの法則を熟じゆく知ちする彼は、あえて無む根こん拠きよな断だん言げんを、一いつ帯たいの雪を振るい落とすほどの声で命じた。

　その声の調子が、普段から培つちかった信頼に結びつき、軍ぐん勢ぜいは如によ実じつな反応を示す。

「そ、そうなのか？」「リベザル様が言うんだ、なあ？」「あ、ああ」「これが、神の御み業わざ」「たしかに、言われてみれば揺れるだけだ」「行けるのか」「多た少しよう感覚が狂うだけだ、行けるさ」

　留まって味方を撃うたせるより、進んで敵を撃たせる、留まる場所には味方がいる、進む先には敵がいる、これら単純な理り屈くつとも、攻撃命令は合がつ致ちしていた。

　今ぞ機を生かして活かつ路ろを開くべき、と司し令れい官かんは号ごう令れいする。

「全軍、前へ!!　突とつ撃げきだああ!!」

「うわわわわ!?」

　感覚と実じつ体たいの揺れに翻ほん弄ろうされるピルソインの声を混ぜて、東部方ほう面めん主力軍ぐんは曖あい昧まいな足あし下もとを気にしつつも猛もう然ぜんと、谷たに川がわ岳だけへの突撃を開始した。







　イラン、カスピ海かい南岸。

　この地で戦う両陣じん営えいは、日本の場合と違い、激げき戦せんの最さい中ちゆうで揺れを受けた。

　高速戦せん闘とうで［仮装舞踏会バル・マスケ］ギリシア・エジプト混こん成せい軍ぐんを縦じゆう横おうに搔かき回していたキアラは、突然の空間識しき失しつ調ちように、鏃やじり型がた神じん器ぎ『ゾリャー』の制せい御ぎよを失う。

「な、なに!?」

　予期せぬ、しかも未み知ちの揺れに襲おそわれた彼女は咄とつ嗟さの判はん断だんで、衝しよう突とつするもののない場所、空に向かって転てん進しんした。その、真まっ直すぐ飛んでいるはずなのに揺れている、異い様ような感覚は〝徒ともがら〟の側も同様であるらしい。彼女らの前方、空中の部隊までもが不ふ可か視しの、風向きの無む秩ちつ序じよな竜たつ巻まきに吞まれたかのように右う往おう左さ往おう、ときには激げき突とつまでしていた。

　彼女と契約し異い能のうの力を与える〝紅ぐ世ぜの王〟、〝破は暁ぎようの先せん駆く〟ウートレンニャヤと〝夕せき暮ぼの後こう塵じん〟ヴェチェールニャヤが、神器『ゾリャー』から各おの々おのの動どう揺ようを口にする。

「ちょっと、なんで向こうさんまで、こんなことに？」

「見み境さかいなしの、妙みようチキリンな自じ在ざい法ほうにかかったんじゃないの!?」

　針しん路ろが大よそ、味み方かたを巻き込む危険性のない空を指している状況から、

「まずは、敵と距離を取る！」

　キアラは彼女の主要武ぶ器きである『ゾリャー』、その両脇わきの窪くぼみから発射する極きよつ光こうの弾たま、『グリペンの咆ほう』と『ドラケンの哮こう』を散さん弾だん状にして発はつ射しやした。

　極光の光が尾を引いて散り、行く先にある者らを爆ばく砕さいする。混乱から対たい処しよの遅れた、恐らくは数秒ほどの隙すきを突いた先制は十分に功こうを奏そうし、彼女らは一気に、空くう中ちゆう部隊からさらに上空へと飛び出した。反はん撃げきを警けい戒かいして制せい動どうはかけず、同どう速度のまま大きく弓なりに反はん転てん、戦せん況きよう全体を上空から俯ふ瞰かんしたキアラは、契約した〝王〟らに叫ぶ。

「やっぱり、この変な揺れは敵の攻撃じゃない。見て！」

　二人もそれを確かめた。

「あらまあ、誰だれも彼も戦いを忘れてる？」

「でも、地じ震しんじゃないわよ。ほら、基き地ちの旗はた竿ざお！」

　地上では空中よりも露ろ骨こつに、不ふ可か解かいな揺れの結果が出ていた。

　敵てき味み方かたを問わず、ほとんどの者が片かた膝ひざを突き、中には四つんばいになってまで、異常事じ態たいに耐えている。あるいは過ぎ去るのをひたすらに待っている。

　にも拘かかわらず、指し摘てきの通り基地司し令れい部ぶの旗竿はピクとも動いていない。断だん続ぞく的な震しん動どうを受けていれば、確実に太い鉄てつ製せいの旗竿でも激はげしく揺れるはずだった。

（くっ……だとしたら、本当になんなの？）

　キアラは不可解な状況なりに、鏃やじりの飛行を安定させようと試みる。

　が、よく分からない。頰ほおを走る風も、操そう縦じゆうしている体の姿し勢せいも、間違いなく経験どおりに飛ばせていることを教えていた。そのくせ、視し界かいは細かく大きく全ぜん方向にぶれ、体も周囲の空間ごと搔かき混ぜられているような、感覚の不ふ全ぜんを訴えている。こんな状態では、低てい空くう飛行しての高速戦せん闘とうは到とう底てい不可能だった。

（上空から狙ねらうにしても、細かく狙いを付けられないから味方を巻き込みかねない──）

　できるのは、敵の密みつ集しゆう地点への遠えん距離射しや撃げきくらいか、と思い旋せん回かいする中、

「っう!?」

　ガクン、と体の方も感じる不ふ自然な制動と振動があった。

　炎えん弾だんなどの、直接的な攻撃を受けたのではない。

　何らかの見えない力で牽けん引いんされている。

　抵てい抗こうするための機き動どうをかけつつ、牽引力の根こん源げんらしき方角へと視線を遣やる。

　その、下方、

「!!」

　混乱する地上の〝徒ともがら〟らの中に一人、まるで彼女を歓かん迎げいするように、というより実際に歓迎せんと引き寄せる姿すがたとして、両手を広げ立っている者が在った。

「マモン！」

　暗あん灰かい色しよくのトップハット、テールコートにマントという、場ば違ちがいな様よう相そうの紳しん士し……〝冀き求きゆうの金きん掌しよう〟マモンである。その二つの掌てのひらには、刺いれ青ずみとも見える黄蘖きはだ色いろの自じ在ざい法ほうが浮かび、和なごやかに微笑ほほえむ白はく皙せきの美び貌ぼうを彩いろどっている。自在法『貪どん恣し掌しよう』──意い中ちゆうのものを思うが儘ままに引き寄せ摑つかみ、また押し退のけ払う、原始的ながら強大な欲よく得とくの力である。

　突とつ如じよの揺れから立ち直ることばかりを考えて、開かい戦せん時じにその存在を確かく認にんしていたはずの彼、過去に一度だけ遭そう遇ぐうしたことのある危険な〝紅ぐ世ぜの王〟について、すっかり失しつ念ねんしていたことを、キアラは反省する。

（まだまだ甘い）

　しかし、反省はしつつも、弱気は心を過よぎらない。無む論ろん、助けを求めることも。

　彼女の師し匠しようでもあり、ひけらかさないまでも（契約する〝王〟らには、十分ひけらかしている、とからかわれるが）恋人と認め合う間あいだ柄がらとなっているフレイムヘイズ、『鬼き功こうの繰くり手』サーレ・ハビヒツブルグは、この追つい撃げき部隊の指し揮き官かんである。キアラ一人のために動ける立場ではなく、キアラの方も動いてはならないと思っていた。

　そうでなくともサーレは今、異い変へんに面して混乱するフレイムヘイズらを纏まとめるので手て一いつ杯ぱいに違いない。強きよう攻こう策さくを取らず、包ほう囲いして外側を削けずる戦せん法ぽうを取っていたため乱らん戦せんになっていなかったのは不幸中の幸いだったが（遊ゆう撃げき部隊の作戦方ほう針しんが、敵てき軍ぐんの殲せん滅めつではなく一時の足止め、あるいは交こう戦せんそのものだったため）、それでも一部では両軍が入り乱れている場所もある。立ち直るタイミング如何いかんではフレイムヘイズ側が危き機きに陥おちいることも十分あり得た。

　そうだ、とキアラは思いを改める。

（マモンみたいな強きよう敵てきが立ち直ってしまったのなら、なおさら私が引きつけないと、この異常事じ態たいに対応できない味方の兵に、大きな損そん害がいが出てしまう）

　助けを求めるどころではない、今というとき、逆に自分こそがサーレを助けなければならない立場にいるのだ、と明確に念じた。

（それに、この部隊の意い義ぎから考えて、すぐにサーレさんは命令を出すはず……それまでの時間を稼かせいで、準備を整えなければ）

　情じよう勢せいを努めて冷静に判はん断だんし、自身の為なすべき道を捉とらえる。

「危険だけど、降こう下かしてマモンを引きつける！」

「お好きに、私たちのキアラ。向こうも同じようなこと思ってるでしょうしね」

「嫌いやって言っても、簡単に離してはくれないでしょ、あの強ごう引いんな気き取どり屋は！」

　笑いながらの回答に頷うなずくのと同時、『ゾリャー』は『貪どん恣し掌しよう』で引き寄せられる方角に向けて転てん進しんする。推すい進しん力に牽けん引いん力を加えた、一いつ挙きよの降下。その先にいる〝王〟は、変わらず歓迎の姿し勢せいを取っている。

（この揺れじゃ、精せい密みつな姿勢制せい御ぎよは不可能……先せん手て必ひつ勝しようだ！）

　鏃やじりの両側に極きよつ光こうが凝ぎよう縮しゆくされ、決め手である『グリペンの咆ほう』と『ドラケンの哮こう』が撃うち放たれる。狙ねらいはつける必要がなかった。標ひよう的てきは牽引している当人、鏃の向かう先にいる。

　二ふた筋すじの流りゆう星せいが、奔はしる。

　その前、マモンは広げていた両手の、左掌てのひらだけを返した。

　手の甲こうに別の自じ在ざい式しきが点ともった途と端たん、

「！」

　キアラの意い図としない方向へと流りゆう星せいが曲がり、標ひよう的てきの背後へと着ちやく弾だんした。

　輝き揺れるオーロラの爆ばく発はつを背に、暗あん灰かい色しよくの男は、その爆ばく圧あつを利用して、飛ぶ。両者の間にある牽けん引いん力りよくが強まり、揺れる視し界かいの中、壮そう絶ぜつな速度で接せつ近きんしていった。その顔にある微笑ほほえみの穏おだやかさが、口くちの端はから覗のぞいた犬けん歯しによって逆ぎやく転てんし、不ぶ気き味みなものとなる。

（あいつの引き寄せてるものは……）

　キアラは、その身に掛かる力の感かん触しよくから一つの事じ象しようについて意味を察し、

「っは！」

　突とつ如じよ、『ゾリャー』の戦せん闘とう隊たい形けいを解いた。鏃やじりは二つに分かれ、小型化かする。

「む!?」

　マモンは、自身が『貪どん恣し掌しよう』の対たい象しようとしていた小型戦闘機のような鏃が消しよう失しつしたことで、牽引も自動的に解かい除じよされたことに、驚きの声を漏もらした。

　ガタガタと安定しない視し界かいの中で空を数秒、浮かぶ彼、格かつ好こうの標的に向けて、

「──」

　いつしか左手に鏃を両端たんとした弓を構成していたキアラは、極きよつ光こうの弓弦ゆづるを引き絞しぼり、

「──っはあ!!」

　撃うち放つ。矢は、発射した時点で一本から、狙ねらいを定める必要のない数十本へと枝えだ分わかれしていた。先の『グリペンの咆ほう』と『ドラケンの哮こう』にも劣らない、破は壊かい力りよくからなる流星群ぐんが降り注そそぐ。

　が、マモンは再び『貪どん恣し掌しよう』を掌てのひらと甲こう、両面に輝かせ、腕を横に振り払った。この、優ゆう雅がな指し揮き者しやのような仕し草ぐさに従い、捉とらえる対たい象しようとなった流星群が軌き道どうを変へん更こうする。斜めにずれ、見けん当とう違ちがいな方向に曲がったそれらは、ほどなく彼を取り巻く極光の渦うずを作り上げていた。

「美しい……この輝き、真しん摯しな貴女あなたの心こころ栄ばえにも似ている」

　互いに宙で、静せい止しして向き合う。

　キアラは安定して浮くのに内ない心しん、大いに苦労していた。それでも気き丈じように次の矢を番つがえ、

「それを捻ねじ曲げて手にする貴方あなたの心は、醜みにくく歪ゆがんでいます」

　せめて声くらいはと堂々、言い放った。その指先に、とあるものが触れる。

　マモンは面めん罵ばにも堪こたえた様よう子すはない。むしろ誇って言う。

「残念ながら、醜いとて己おのが本ほん性しよう、変えることなどできません。私を取り巻くこれは、貴女の輝きに感かん嘆たんして、掌しよう中ちゆうに収めたい、という願いの証あかし……」

「相も変わらず無む駄だなお喋しやべりが好きねえ」

「それで痛い目め見ることも多いでしょーに、懲こりないこと」

　ウートレンニャヤとヴェチェールニャヤが、そんな澄すまし顔を大いにからかった。

　もちろんその程度でマモンは気分を害したりはしない。

「それもまた、我が本ほん性しよう。受け入れるよりないのであれば、せめて楽しまねば……それに」

　どころか、付け加えた一ひと言ことに、微び笑しようを乗せた。

「語らいは、いつもいつも無む駄だというわけでもありませんよ？」

　その不ふ穏おんな言いようへの興きよう味みと、先から生じた自身の都つ合ごうを、天てん秤びんにかける。

　微笑をさらに深め、マモンは両手を大きく広げた。自じ在ざい法ほう『貪どん恣し掌しよう』発生の気け配はいはない。

「貴女あなたもこの揺れ、気になっているでしょう？　一体どのような理由で起こっているのか、知りたいでしょう？　もっとも、私もほんの数分前まえ、事前の通つう達たつより察したわけですが」

「……？」

　思わぬ言葉に、キアラは話わ術じゆつによる罠わなの可能性を、まず警けい戒かいした。

　一方のマモンは、明るくも胡う散さん臭くさく、隠かくす気など微み塵じんも見せず、大いに披ひ瀝れきする。

「この揺れこそ、我らが盟めい主しゆ〝祭さい礼れいの蛇へび〟帰き還かんの徴しるし!!」

　恐らくは、の言葉を、彼は故こ意いに省いた。その方が相手の動どう揺ようを誘うと分かりきっていたからである。そして当然、彼は己おのれの声を戦せん場じよう全体に届くよう、大きく大きく、発していた。

「貴女たちの交こう戦せんも、遂ついには無む為いと成り果てたようです……まこと、残念」

「……」

　キアラは衝しよう撃げきに声を失っていたが、それはマモンが期待したような絶望には繫つながっていなかった。どころか逆に、不ふ可か解かいな現げん象しようの情報を得られたことを、幸いに思っていた。そして先からの自身の都合、一つ行為の敢かん行こうへの傾けい斜しやを、決定的にした。指先を、クイと引く。

「……無為かどうか、全てが終わってみなければ分かりません！」

　叫ぶや、番つがえていた矢を力いっぱいに引き、撃うち放った。

　今度は分ぶん裂れつしない、強力な一いち撃げき。

　マモンは、自らの周囲で確かく保ほしていた極きよつ光こうの矢を一部、渦うずの中から指ゆび先さきの動きだけで操そう作さして、この迎げい撃げきに向かわせた。二人の中間で双そう方ほう、極光の矢や同士が激げき突とつする。

　と、

　爆ばく発はつではない、まさしく目を焼くほどの圧あつ倒とう的な閃せん光こうが弾はじけた。

「む!?」

　目め眩くらましの中からの攻撃を警けい戒かいし、マモンは矢の渦を球きゆう状じように巡らせた障しよう壁へきに変える。が、閃光の中からの攻撃が来ない。実は彼自じ身しん、揺れる感覚の中で、常の如ごとき『貪どん恣し掌しよう』の精せい緻ちな技ぎ巧こうを振るえないことから、積極的な攻こう勢せいで思わぬ痛いた手でを受けることを警戒していた。

　ゆえに彼が追わず、防ぼう御ぎよを固めたのは当然の結果だったが、この場合はそれが失しつ態たいを演じるきっかけとなった。防ぼう壁へきの中に浮かんでいた彼は、視し覚かくが回復する前に、

《マモン様！　道具どもが逃げます!!》

　レライエの遠えん話わによって、自分が出し抜かれたことを知らされたのである。

「！」

　ようやっと揺らぐ視し界かいが戻り、その真ま正しよう面めんに、一いち目もく散さんというに相応ふさわしい逃とう走そうを図る極きよつ光こうの輝きが見える。状況にも理由があるとはいえ、初歩的な罠わなに引っかかったことは、彼の〝紅ぐ世ぜの王〟としての矜きよう持じを大いに傷付けていた。

「──お待ちな、さい!!」

　平へい淡たんな憤ふん怒ぬの声とともに、この交こう戦せんでは初めてとなる『貪どん恣し掌しよう』の全力が、掌てのひらのみならず全身に広がる刺いれ青ずみ状の自じ在ざい法ほうとして表れ、目当ての物を摑つかみ取る絶ぜつ大だいな力となって放ほう射しやされる。ほんの数秒、それは遠くに逃れていた『ゾリャー』を背後から一いち撃げきで捉とらえ、静せい止しさせた。

　そして何気なく見下ろした先で、不ふ可か解かいながらもレライエの報告どおりの光景に出くわす。

（これは……）

　地上のフレイムヘイズたちが、一つの方向に逃げていた。

　先の宣せん告こくで蜘く蛛もの子を散らすように霧む散さんするのではなく。

　しかも、追つい撃げきする者らの疾しつ走そうも及ばない、異い様ような高速で。

　逃走の快足に釣つられて各おの々おの追おうとする兵らを、黒こく馬ばとなったオロバスが一いつ喝かつする。

「止まれ！　貴き様さまらで『極きよつ光こうの射い手て』に追いつけるか!!」

　この、まさに鼓こ膜まくを引っ叩ぱたく大だい音おん声じようによって、非常事じ態たいの中にあって興こう奮ふんの歯は止どめが掛からなかった兵らも、ようやく足を止めた。

　その不ふ可か解かいな言葉にマモンは、

（どういう、ことだ？）

　今さらと、自分の『貪どん恣し掌しよう』が摑んだものを確かく認にんする。

（『極きよつ光こうの射い手て』は私が……）

　ジリジリ近付いていたそれが、突とつ然ぜん──爆ばく発はつした。

　猛もう烈れつに渦うず巻まく、菫すみれ色いろの炎ほのおを上げて。

　炎の色の意味するところは、明白。

（傀儡くぐつ──!!）

　マモンは気付かされる。

　自分が見つけやすい真ま正しよう面めんに、この外見だけはそっくりな傀儡が配置されていた。

　フレイムヘイズらが同じ方向へと一いつ斉せいに、高速で撤てつ退たいしている。

　それらの罠や仕掛けを操あやつり得るのは、唯ただ一人。

（サーレ・ハビヒツブルグ……小こ癪しやくな人形遣つかいめ!!）

　仰ぎ見た地ち平へい線せんも近い遠えん方ぽうに、本物の極光を光らせる『ゾリャー』が遠ざかっている。キアラは、あの閃せん光こうの内に、全くの別べつ方向へと入れ替わっていたのである。その後、サーレが傀儡をマモンの真正面に飛ばし、自らは無む数すうの糸を繰くって、飛行するフレイムヘイズらをキアラに連れん結けつして、一いつ挙きよの撤退を計った……否、既すでに成功しつつあった。

　彼ら追撃部隊の役割が、西部方ほう面めん主力軍ぐんを捜そう索さくし、その足を止めることで決けつ戦せん場じようを間かん接せつ的に援えん護ごする、というのものであれば、ここで不ふ可か解かいな状況の中、なし崩くずし的な消しよう耗もう戦せんを続ける意味などない。早々に撤てつ退たいして態勢を立て直し、次の捜索にかかるのが上じよう策さくであろう。

（とはいえ、思い切りの良いことです……む？）

　引き上げてゆく一団、各おの々おの飛行しつつもサーレの糸とキアラの鏃やじりに引かれる数百の討うち手らが、置き土産みやげとばかり、一いつ斉せいに手の内に輝きを点ともすのを見て、

《攻撃が来ます!!　レライエ殿どのは正面を！》

　マモンは、先の返礼と遠えん話わを送り、同時に広げた両手の甲こうに『貪どん恣し掌しよう』を点す。

　その間に、極きよつ光こうに勝るとも劣らない、様々の色合いを持つ炎えん弾だんが無む数すう、飛んできた。

　光る雪崩なだれとも見える、この正面に、黒こく馬ばとなったオロバス、背に立つレライエが現れる。

「──広がり抱け、『ニムロデの綺き羅ら』──」

　レライエが呟つぶやくと、彼女の揺らす白い衣ころもの裾すそが袖そでが、風に解けた。

　その正面、混ざった風の内に、薄うす絹ぎぬでできた高く広い壁が立ち上がっている。壁は炎ほのおを真ま正しよう面めんに受けて、しかし固く跳ね返さず、柔らかに軌き道どうを逸そらしていった。過ぎ行く雪崩が勢いに任せて壁から溢あふれそうになる部分は、マモンが『貪どん恣し掌しよう』で捉とらえ、宙に振り撒まく。

　ほんの十数秒、

　一いち部隊による一斉射しや撃げきは、誰だれ一人として傷付けることもなく、消しよう滅めつしていた。

　代わりに、フレイムヘイズの追つい撃げき隊たいは、地ち平へい線せんの彼方かなたへと、姿すがたを消していた。

　マモンが一ひと息いきを吐ついて自じ在ざい式しきを消し、下方に伝える。

《して、やられました。耳じ目もくも定かならぬ異い変へんの中、『ニムロデの綺き羅ら』を見事に繰くられたレライエ殿どのに比して、なんと不ふ甲が斐いなき我が身か》

《防ぎ得たのは『貪どん恣し掌しよう』の助けあってのこと。それに、あのレベルの使い手が全力で逃げに掛かったのです、誰がマモン様を責められましょう》

　レライエは笑って返した。次いで傍かたわら、橙だいだい色いろの火ひの粉こを撒まいて安あん堵どする指し揮き官かんにも、なんらかの言葉を求める視線をあからさまに送る。

　数秒してから、その気け配はいを察したオロバスは、軽く首を振り向けた。

「俺の強化は乗っているだけでも効果がある。とはいえ、この状況では不ふ安定だろう。しっかり跨またがって体を保ほ持じした方が良くはないか」

　レライエは無む言ごんで橙色に燃える鬣たてがみをむしった。







　サブラクと戦う三人は、もはや戦いの帰き趨すうが決したらしいことを悟さとっていた。

　悟った上で、未だ戦いを挑いどんでいる。彼らは、冷れい静せいな判はん断だんは判断として下しつつも、従しよう容ようと結果を受け入れる気は全くないのだった。先に行かせたシャナの安あん否ぴ、ひいては自分たちの立てた作戦の成せい否ひについてさえ、必ひつ要よう以上に慮おもんぱかることはない。その内の一人も、とりあえず表面的には平へい静せいを保っている。

　瓦が礫れきの『儀ぎ装そう』を解いたカムシンが、もはやまともな形状を残していない城じよう砦さいの中を走る。その右手にはヴィルヘルミナのリボンが包ほう帯たいとして巻かれていた。鉄てつ棒ぼう『メケスト』は左手だけで持っているが、その分の負ふ担たんは特に見えない。眼がん前ぜんに湧わき上がる茜あかね色いろの炎ほのお、その中に現れる黒い影に向かって、小こ枝えだのように振り下ろす。

　黒い影、サブラクは、これを両手の剣で受け流すと、すれ違うように横へと踏み込んで回転、鉄棒を振り下ろした体勢のカムシンを背中から斬きりつけた。

　と、その小こ柄がらな姿すがたが突とつ然ぜん、すっ飛ぶように移動する。

　遠えん方ぽう、高こう所しよからヴィルヘルミナが、リボンで彼を引っ張っていた。

　後を追いかけようとしたサブラクの背後を桃もも色いろの光こう球きゆうが襲おそい、大だい爆ばく発はつを起こす。

　これは言うまでもなく、ヴィルヘルミナと反対側に潜ひそんでいたレベッカの仕し業わざである。同じく彼女も、斬られた背中の傷を、ヴィルヘルミナのリボンでグルグル巻きにしていた。

　サブラクが爆発の中から平へい然ぜんと立ち上がると、三人は姿を消している。焦るでもなく歩き出した彼の足あし下もとで、レベッカの自じ在ざい法ほう『地じ雷らい』が瞳ひとみを開き、また爆発を起こした。

　炎に包まれる彼の許もとに、またリボンによって投とう射しやされたカムシンが挑いどみかかる。

　先から、このパターンの組み換えが延えん々えん、続いていた。

　フレイムヘイズ三人は決定打だを繰り出すことができないまま、塞ふさがらない傷による消しよう耗もうを抱え、ときにサブラクが追い討うちで傷きず口ぐちを広げる一いち撃げきを加えようとするのを必死にかわす、という先さき細ぼそりの状況を強しいられている。

　が、彼らはなにを悲ひ観かんするでもない。

　どうしようもないときはどうしようもない、敗はい勢せいであっても放り出すわけには行かない、ゆえにやる、という心構えを各おの々おの胸に、ひたすら動き続けているだけである。勝ち目のない苦く戦せんにさえ慣れている彼らは、そういう状況下かにおける身の処し方も、よく知っていた。

　つまりは、

（ああ、ともかく死ぬまでは戦う、それのみですね）

（対たい応おうする方法なき今、情じよう勢せいが変化するのを待つしかないのであります）

（へっ、それまでは命賭いのち懸がけの綱つな渡わたりを続ける、ってわけか）

　ということである。

　彼らの中心に在って、この戦いに付き合わされる形となっているサブラクは、常のように誰だれに言うでもなく、ブツブツと呟つぶやいている。

「決した戦いを続けることに、なんの意味があるというのだ。俺という存在の大きさにお前たちは屈した。これが誤りのない事実であるというのに、なぜ、抗あらがうのだ……なぜ、誰もが」

　その声には、微かすか倦けん怠たい感かんのようなものが漂っていた。

　ここに在る三人にして六人、そしてサブラクは、『詣けい道どう』の中に在るが故ゆえに、外の世界で起きている一いち大だい異い変へん『朧ろう天てん震しん』について、未だなにも知らない。







　黒い蛇へびは、中ちゆう世せいにまで遡さかのぼっている。

　砕くだけて散る光景には、粗そ末まつな町まち屋やに混じって、石造りの城や木で組んだ高こう層そう建築などが見えていた。見えて、全てが世界の崩ほう壊かいに吞まれ、両りよう界かいの狭はざ間まへと消えてゆく。

　この蛇の頭上で、シャナは坂さか井い悠ゆう二じを睨にらんでいた。首から下は、悠二の伸ばした影から溢あふれ出た銀の鎧よろいや機き械かい部品によって拘こう束そくされている。特とく段だんの苦く悶もんを感じているでもない口から、

「──『朧ろう天てん震しん』──？」

　言葉の意味を嚙かみ締めるような声が零こぼれた。

　正面に歩み寄って、悠二は頷うなずく。

「そう……〝存在の力〟を操あやつる者だけが感じ得る、世界そのものを揺るがす震しん動どう。余よの果たそうとしている大たい命めいの、それがほんの欠かけ片らであると知れば、誰だれとて同意はせぬだろう。フレイムヘイズがそのような存在であると、運命さだめられているがゆえに」

　創そう造ぞう神しんとして言い、拘束の隙すき間まに見える〝コキュートス〟、シャナと契約しその運命に縛しばり付けている存在へと、今度は少年としての視線を向けた。

「アラストールは、シャナの出した答えを聞いて、フレイムヘイズに運命られた使命の拡かく大だい解かい釈しやくにも程ほどがある、と思わなかったのか？　天てん罰ばつ神しんの力を脅おどしの道具に使われたことを、なんとも思わないのか？」

　馬ば鹿か正直に自分の望みを果たそうとしている少年に向けて、大おお真ま面じ目めに難なん題だいへと挑いどんでいる少女と共に在る魔ま神じんは、未だ整理の付かない考えから、端たん的てきな部分だけを拾い出す。

「貴き様さまらは知るまいが」

　そう、先せん制せいの一いち撃げきを加えてから、

「この子は『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』として契約する直前、我に言ったのだ──『自分で見み極きわめ、自分で決める』──『どれだけ皆に愛されても、どれだけ皆を好きでも、それが嫌いやなら、絶対にやらない』──と。この子は〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟が世界のバランスを乱す者と見み定さだめてから、それを討とう滅めつするのが自分にとって正しく好ましい、と見極めた上で、契約すると決めた」

　淡たん々たんと、かつての声を語った。

　シャナは自分の言葉、短い一生ながら最も強く重く崇すう高こうな誓ちかいを、彼が覚えていてくれたことに胸を打たれる。

「アラストール……」

　そんな少女に向けても表ひよう明めいするように、アラストールは言う。

「そのような子が、貴様らに挑いどみ、大命なるものの意味を見極めた上で、己おのが行く道を探そうとしているのだ。なにを不満に思うことがある。この子は、そう……この子こそは、誰だれもが避ける艱かん難なんの道を、堂々進むに相応ふさわしき我が契約者──『偉大なる者』なのだから」

　低く轟とどろく遠えん雷らいのような声に、悠ゆう二じはかつて見た彼の、まさしく圧あつ倒とう的な姿すがた──天てん罰ばつ神しん〝天てん壌じようの劫ごう火か〟の顕けん現げんを幻げん視ししていた。

「そも天罰とは、我を常のフレイムヘイズと分ける権けん能のうの運命とは、なにか」

　声は、続く。

「それは世の乱れを守るのみならず、世の理ことわりとなりて裁さばくこと。故ゆえに我は、大たい命めいなるものを、その実行者を、この『偉大なる者』とともに見み極きわめ……鉄てつ槌ついを下す、抱ほう擁ようで迎える、いずれの道を採るか決めるだろう。艱難の道どう程ていは、我らにはなんの妨さまたげにもなりはしない」

「……なるほど」

　悠二は、彼の側に在る覚かく悟ごを、声に満たした。

「では余らも、己おのれが見極め、決めた道を進むのみ。還かん幸こう成りし時、そこで我が大命の宣せん布ぷを聞くがいい。艱難の道ではなく、不ふ可能の壁であることを、他の討うち手らの声で知るがいい」

　過ぎ行く道、自身で編んだ檻おりを、大きく振り仰く。

「なに、待つというほども、時は要さぬ。我が本体は、自らを束そく縛ばくしていた重石おもしたる世界『詣けい道どう』を取り払い、速さを増しつつ進んでいる。程なく、互いの道の先も見通せよう」

　遣やり取りをする彼らの後こう方ほう、

（そういうことか）

　ベルペオルは、前を阻はばむ色付く影による人ひと壁かべを、三つの目で見つめ、得とく心しんした。

（成れの果てどもを従わせていたのは、この両者のフレイムヘイズとしての格、表にも現れる力ゆえか……夢ゆめ物語を追うとはいえ、本気で追うとなれば、他者に感かん銘めいも与えるか）

　両隣どなりの二人を制していた手を、密ひそかに下ろす。

（だが、大命が代だい行こう体たいの私し情じようで歪ゆがめられる可能性は……やはり断たねばなるまいよ）

　困こん難なんに挑いどむことに喜びを覚える彼女である。心しん胆たんの内を晒さらさない、眷けん属ぞくとしても度どし難がたいこと甚はなはだしい盟めい主しゆの我わが儘ままも、極きよく力りよく受け入れるつもりでいた。また実際そうしてきた。

　が、再び遭そう遇ぐうしたフレイムヘイズは、その許きよ容よう範はん囲いを完全に超えている、と判はん断だんせざるを得ない存在だった。天罰神の契約者は伊だ達てではない……どころか天罰神の在あり様ようをも包ほう含がんする驚きよう異いの怪かい物ぶつだった。これと交わり、肩入れすれば、大命がどれほど変へん質しつしてしまうか、分かったものではない。

（敵に回すと厄やつ介かい……だが、味方に付けるのは、それと比べ物にならないほど危険だ）

　この、彼女を味方より排除するという奇き妙みような結けつ論ろんを、盟主を前にして、いかにして実現させるか。思し案あんを巡らせていた彼女の三さん眼がんが、鉤こう鎖さの環わ一つ、その存在を密ひそかに捉とらえた。

（早かったな）

　思い、両隣に声なき声で告げる。

（乱らん戦せんになったら、相手を選ぶことはないよ、二人とも）

（了りよう解かいしました）

　ヘカテーは意いを得た指し示じに一ひと言ことで、

（言い訳わけは、任せても良いのだろうな？）

　シュドナイは笑いを含みつつも真剣に、それぞれ答えた。

　鉤こう鎖さの環わ……足あし止どめをしていた〝紅ぐ世ぜの王〟の領りよう域いきが近いことを示す、それは標ひよう識しき。







　カムシンとヴィルヘルミナ、レベッカらが苦く境きようの中で只ひた管すらに待っていた情じよう勢せいの変化、打だ開かいの道は、あまりにも唐とう突とつに襲い来た。

（ああ、なんという）

　彼らにとって、その光景は作戦の失敗を意味していた。

（あれが［仮装舞踏会バル・マスケ］の盟めい主しゆ）

　もはや止め得ない、と実感させられる、破は滅めつ的な光景。

（狭はざ間まに逐おわれた創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟か！）

　曲がりくねった管くだの内側に作られた異い界かい『詣けい道どう』の、地ち平へい線せんもない大だい地ちの果てを打ち砕くだき、欠かけ片らを両りよう界かいの狭はざ間まへとばら撒まき、突き進んでくる巨大な黒い蛇へび。

　その荒あらぶる姿すがたにすら畏い怖ふと崇すう敬けいを覚えさせる──まさに、神。

　三人のフレイムヘイズらは衝しよう撃げきに自じ失しつして、しかしすぐ、あれが敵である、という認にん識しき、闘とう争そう心しんに根ざす反発を原げん動どう力に、我を取り戻した。

　その蛇の頭上に、銀ぎん色いろの拘こう束そくを受けている『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』、すぐ傍そばに緋ひ色いろの凱がい甲こうを纏まとった少年、僅わずか後方に三柱臣トリニテイや教きよう授じゆら、間に立ちはだかっている色付く影の一団、という位い置ち関係も即そく座ざに把は握あくする。

　この状況でなにをなすべきか、青せい天てんの霹へき靂れきという状況も、神との遭そう遇ぐうで受けた衝撃の大きさも、各おの々おのの体を痛めつける傷も、判はん断だんを曇らせることはない。それこそが、彼らを長きに渡り生き残らせてきた、後こう天てん的に育った本能だった。

　が、どういうわけか、

「お、お──」

　三人に勝るとも劣らないそれを持つはずの〝紅ぐ世ぜの王〟──〝壊かい刃じん〟サブラクだけが、思し考こうを停止させていた。一人、甚じん大だいな衝撃に打たれ、ただ呆ぼう然ぜんと立って、

「──あれが〝祭さい礼れいの蛇へび〟──〝紅ぐ世ぜ〟真しん正せいの──神──」

　世界を破は壊かいし迫る神の様さまに見入っていた。

　否、魅み入いられていた。

　カムシンはそんな敵の様よう子すに、原因を探るよりも、ただ撃げき退たいのため、一ひと言こと。

「起き動どう」

「カデシュの血けつ脈みやく、展開」

　ベヘモットに応え、動き出したのは、サブラクを隔かく離りするため各所に仕込んだ自じ在ざい式しき。

　既すでに失敗し放ほう棄きされていたそれらは、中に何も入れぬまま起動し、さらには許きよ容よう限界を超えて力を注そそがれ、たまらず弾はじけた。サブラクがこの隔離を破ったときと同じように……ただし、より瞬しゆん間かん的に、より崩ほう壊かいに勢いを付けて。

　先にこの対たい抗こう策さくを取られたときは、『詣けい道どう』奥の状況が不ふ確たしかであり、また自身らをも狭はざ間まへの漂ひよう流りゆうという危険に晒さらすことになるため、式を停止せざるを得なかった。

　しかし今、奥の状況に気を払う必要は悪い意味でなくなり、漂流せずとも済む乗り物がやってきた。危険それ自体は消えていないが、苦く境きようを打だ破かいする賭かけは、分が悪いのが道どう理りである。そして打破のためなら、分の悪さに躊ちゆう躇ちよなく身しん命めいを投げ出すのも、また彼らの本能だった。

「同どう調ちよう」

「カデシュの血脈──開放」

　二人の声とともに、蛇へびが迫る前の『詣けい道どう』が一いつ斉せいに、大きく分ぶん解かいした。続いてヴィルヘルミナが、二人のフレイムヘイズに加え、高速で突とつ進しんしてくる蛇じや身しんへとリボンを絡ませて命いのち綱づなとする。そして、引かれて宙に舞い上がったレベッカが、

「今度こそ、終わりだ!!」

　体の周囲を巡っていた光こう球きゆうを全て、渾こん身しんの力を込めて撃うち出した。

　その飛び行く先に在る者は、足あし下もとが揺らいでも未だ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすサブラク。

　彼は、迫る〝祭さい礼れいの蛇へび〟の姿すがたに、吞まれていた。今まで出会ったことのない、常識の尺しやく度どから遥かに外れた大きさを持つ〝紅ぐ世ぜ〟真しん正せいの神という存在に、甚じん大だいな衝しよう撃げきを受けていた。他の全て、自分を殺す可能性のある攻撃すらも、眼めに入らないほどに。

「なんという、大きさ──」

　言う間に、防ぼう御ぎよというものを全く行わぬまま、大だい爆ばく発はつに巻かれた。彼に〝存在の力〟を即そく座ざに供きよう給きゆうするはずの地面は今、一いつ帯たいとの繫つながりを完全に分ぶん断だんされている。強大な〝紅ぐ世ぜの王〟の体は、散り散りに両りよう界かいの狭はざ間まへと消え落ちていった。

「すごい──これ、なのか？」

　司し令れい塔とうたる人ひと型がたも、その体が燃え尽きようとしている。

　が、彼は自分の身に起きている危き機きなど、どうでもいいと思っていた。ただ、自分に衝撃を与えた圧あつ倒とう的てきな存在、自分を翻ほん弄ろうしつつある存在、自分が敵し得る領りよう域いきを超えた存在……神についての実感を胸の内に握ることの方が、今はなにより、重要に思えた。

　と、その燃え尽きんとしていた人型の手首に、細い鎖くさりが絡みつく。

《生きているね、〝壊かい刃じん〟？》

「……」

　ベルペオルの宝ほう具ぐ『タルタロス』だった。強力な駒こまを無む為いに失うまいとする、まことに念の入った手当て。彼の身はすぐ様さま、蛇じや身しんの勢いに引かれて、狭はざ間まを流れる。

《手て酷ひどくやられたじゃないか。還かん幸こうが成るまでは、悪いがそのまま──》

　しかしサブラクは、

「構わんで、くれ……」

《なんだって？》

　その助けの手を、余よ計けいなものとしか思わなかった。敗北した身の生き恥はじが、などという次元の話ではない。後は時間との勝負というだけで、彼は既すでに勝っていたのだから。少なくとも、彼自じ身しんはそう思っていた。そんなものより、

「今は……」

　自分が引かれている神、その驀ばく進しんする力の漲みなぎり、己おのれが振り回される感覚に、サブラクは深い興きよう味みを覚えていた。遥か昔、〝紅ぐ世ぜ〟に生まれて以来初めての、心からの欲望として。

「今は、これを」

《〝壊かい刃じん〟!?》

　彼は、自らを引いていた鎖くさりの絡む腕を、粗そ末まつな短たん剣けんで断ち切った。体は過ぎ行く速さから流れ落ち、一方的に翻ほん弄ろうされる。初めてのその感覚を、彼は思う存ぞん分ぶん、胸の内に握った。

「これを……もう少し、見ていたい……」

　握って、遠くへと去る。
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「そうか、これがおまえの、感じた──」

　何処いずことも知れぬ、彼方かなたへ。







　蛇じや身しんの上では、新たな対たい峙じが生じていた。

　蛇身の突進の速さから後方へと流され、飛び移ったカムシン、ヴィルヘルミナ、レベッカの三人。その前に教きよう授じゆとドミノ、ロフォカレを守るように立つ三柱臣トリニテイ。変わらず首の部分で人ひと壁かべを作るのは色付く影ら。そして先せん端たん部のシャナと悠ゆう二じ。

　緊きん迫ぱくする事じ態たいの中、ベルペオルは代わらぬ挙きよ措そで、手に在る細い『タルタロス』、そこから零こぼれ落ちて消える茜あかね色いろの火ひの粉こを見て、告げる。

「〝壊かい刃じん〟サブラクは、行ってしまったよ」

「そう、か」

　シュドナイは短く言って天なき天を仰ぎ、すぐ槍やりを構え直した。とりあえずは、後こう方ほうへ。

　ヘカテーは特になにを感じる風ふうもなく、前方の二人を見ながら、許きよ可かを求める。

「交こう戦せんの指し示じを、ベルペオル」

　彼らの囲む中、

「ドォーミノォー！　『朧ろう天てん震しん』と『詣けい道どう』崩ほぅーっ壊かいの同どぅー期きデータ採取はぁ！　滞とどこぉーりなく進めていぃーるんでしょうねえ？　こぉーこっが一番重じゆぅーっ要ようなんですよぉー!?」

「はいでございますです！　ノイズもロスも想そう定てい範はん囲い内ない！」

　教授とドミノは相変わらず機き器きを弄いじり回し、

「崩くずれ逝ゆく物、去り逝く者、惜おしみ嘆なげきも今は措おき、前へと逸はやる、此こが旅たび路じ……」

　ロフォカレは仰あお向むけに寝ね転ころんでリュートをかき鳴らしていた。

　その一団を遠く望む後方、

「ふう……なんとか、命いのち拾びろいしたか」

「まあ、拾いはしたけど、すぐ転げ落ちる場所ではあるな」

　片かた膝ひざを突いて一ひと息いき吐つくレベッカにバラルが、

「いかにも、まだ気を抜くには早いのであります」

「徹てつ底てい抗こう戦せん」

　なんとか立って身み構がまえるヴィルヘルミナとティアマトーが、

「ああ、そうですね。事ここに至っては」

「ふむ、結けつ論ろんとしては、先と同じか。ただ、戦う──」

　見た目には平へい然ぜんとするカムシンとベヘモットが、緩やかに戦いに備える。

　高速で効果範はん囲いを過ぎ去ったためか、両りよう界かいの狭はざ間まという障しよう害がい物ぶつで撹かく乱らんされたためか……それともサブラクが死んだためか、彼らを苦しめていた『スティグマータ』は、その威い力りよくを失っている。とはいえ、負わされた傷は深く、治ち癒ゆを悠ゆう長ちように待ってくれる相手でもない。依い然ぜん、危き機き的状況に変わりはなかった。

　そして、先頭。

「カルメルさんにカムシンまで来てたのか。もう一人の知らない人も、強いんだろうな。気け配はいで分かるよ。あの影たちもいるし、これはなかなか、片付けるのに骨が折れそうだ」

　後ろを向いて、全ての光景を目に入れる悠ゆう二じ、

「いざとなれば、この蛇へびを輪わ切ぎりにしてでも止める」

「それに〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ら、守る者が在るだけ、貴き様さまらの方が不利やもしれぬぞ」

　ともに見て、銀の拘こう束そくを受けるシャナとアラストール、双そう方ほうの間で、戦せん機きが満ちてゆく。

　悠二は〝銀〟の拘束が気休め程度のもの、シャナが大人おとなしくしていたのは、自分との話を続けるためだったことを理解している。彼自じ身しんも、可能であればもう少し話していたいところだったが、フレイムヘイズ三人の登場で、その機き運うんも尽きた。

　悠二は、その名残なごり惜おしさから、わざと軽く肩を竦すくめて見せる。

「余よの本体を斬きるのは止めた方がいい。大きく跳ねでもしたら、皆して両りよう界かいの狭はざ間まを漂うことになる……この本体以い外がいは、ね。それに、守りについてはベルペオルがいるから心配ないよ」

　一方で、語るべきことは語ってしまったような感覚もあった。

　もう、あとは戦うしかない。

　悠二の漂わせた、そんな躊ちゆう躇ちよを、シャナの号ごう令れいが、

「後方の援えん護ごを！　散れっ!!」

　号令に衝つかれ一いつ斉せいに飛び立った色付く影らが、瞬しゆん時じに吹き払った。

　シャナ自身も気き合あい一いつ声せい、

「──はあっ!!」

　全身から紅ぐ蓮れんの爆ばく発はつを起こし、銀の拘束を粉こな々ごなに打ち砕くだいた。

「シャナ！」

「悠二！」

　求め合う叫びの交差が、蛇じや身しん上での戦せん闘とう再さい開かいを、告げた。

　双そう方ほうして、嚙かみ合う。







　中ちゆう国ごく西南部、山間の平へい野や部ぶ。

　異い様ような震しん動どうの影えい響きようを、最も大きく受けたのは、この決けつ戦せん場じようだった。

　それぞれ、［仮装舞踏会バル・マスケ］の軍ぐん勢ぜいは期待の門もん扉ぴ、フレイムヘイズ兵へい団だんは不安の砲ほう口こう、と見る物体『神しん門もん』を、常に頭上に頂いたまま、戦い続けてきたからである。

　この、神を奥に秘ひめた黒い鏡かがみを実際に目にしていない者らであれば、今蒙こうむっている、体に影えい響きようのない、感覚だけの不ぶ気き味みな震しん動どうについて、他に原因を探していたかもしれない。

　しかし、決戦場じように在る者らだけは全員、初めてである現げん象しようの原因を、良よかれ悪あしかれ、他に求めようがなかった。誰だれもが、こう思っていた。

（──創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の帰き還かんが、近い──）

　盟めい主しゆと仰ぐ神の帰還を前にした〝徒ともがら〟らの士し気きは、天てん井じよう知らずに上昇している。多少視し界かいが揺らごうが、なにをやっているのか分からなくなろうが、とにかく視界を過ぎる敵に襲おそい掛かる。それだけが存在意い義ぎであるかのように、ひたすら突とつ進しんしていた。

　戦せん場じように身を置く熱ねつ狂きよう、『熒けい燎りよう原げん』の加か護ごによる高こう揚よう感、一いち〝徒ともがら〟としての感かん激げきが、互いにあげる炎ほのおの中で、溶け合い、反応し、爆ばく発はつする。勝利を目の前にした一軍の留まり得ない、鬼き気き迫る勢いが全軍を支配し、混こん乱らんすらも燃料の一つとして心しん身しんを熱していた。

　対するフレイムヘイズ兵へい団だんも、このような状況下かであればこそ、大おお崩くずれを起こさず、燃えつつも冷たく抗こう戦せんに努めている。流石さすがに選りすぐられた猛も者さ揃ぞろいだった。刃やいばを鈍らせるだけの悲ひ観かんを切り捨て、ただ生き残るため、眼がん前ぜんの戦いに専せん念ねんしているのである。

　特に〝燐りん子ね〟砲ほう兵へいの総そう攻撃に対し、壁を作って三さん斉せい射しやまでを耐え、その後こう方ほうに新たな出で城じろまで即そく座ざに築いたザムエルの底そこ力ぢからと指し揮き統とう率そつ振ぶりは凄すさまじいの一ひと言ことに尽きた。『熒けい燎りよう原げん』によって強化されている〝徒ともがら〟らの攻こう勢せいを、現在までに五回は撃げき退たいしている。

　ハボリム配はい下かの〝燐りん子ね〟砲兵殲せん滅めつ後ご、空中から戦せん況きようを眺ながめていたゾフィーは、

（頼もしい）

　と思いつつ、迫り来る、あるいは迫り来た危き機きの兆ちよう候こうも、同時に捉とらえていた。

　互いに狂熱に駆かられている、という状況は見た目こそ同じだったが、その根こん源げんは正せい反対である。〝徒ともがら〟は盟主の帰還という希望を前に進んでいるが、フレイムヘイズは決定的な敗北という絶ぜつ望ぼうを後に踏みとどまっているに過ぎない。

（恐らくは、これが最後の力だ）

　何度とない決定機きの度たびに、敵の予想外がいな手立てに阻はばまれている、という事実は、兵へい団だんの猛者であっても例外なく、無む意識下かに不安として溜まり続けている。討うち手のメカニズムとして体力は回復しても、精神はそうはいかない。しかも今、敵の援えん軍ぐんが世界中から引き返してくるという、これまで見えなかっただけの劣勢を、ハボリム率いる援軍の出現によって思い知らされたところに、神の帰還を想そう起きさせる異常事じ態たいまで起きてしまった。

　戦いへの対たい処しよで麻ま痺ひさせている彼らの士し気きはいつしか、それら不安で膨ふくらみきった風ふう船せんとなっていた。状況悪あつ化かの報、ハプニングの発生一つで破は裂れつ、崩ほう壊かいしてしまうだろう。

（なにより、この戦いは、今やっている戦いの勝敗が問題なんじゃない）

　彼女らの本来の目的は、あくまで創造神復ふつ活かつの阻そ止しであり、本ほん拠きよ地ちの前とはいえ局きよく地ち戦せんの勝利を得ても仕し様ようがないのだった。その局地戦の狙ねらい……『星せい黎れい殿でん』を制せい圧あつ目標としているのも、内部に復活の阻止、あるいは復活後ごの撃退に繫つながるなにかを発見できるかもしれない、という曖あい昧まいな目論見もくろみがあったからに過ぎない。

　全ての戦いが、創そう造ぞう神しんが数千年を超えて復ふつ活かつするまで時があるのでは、飛び込んだ討うち手て四者なら事じ態たいを打だ開かいできるのでは、という二つの楽らつ観かんに拠よって立っていたことを、ゾフィーは十分に了りよう解かいしていたはずだった。が、こうして揺れながら揺れていない異常現げん象しよう、世界に影えい響きようを及ぼしかねない事態に面したことで、自身の選択にも、らしくない後こう悔かいの揺らぎが生じていた。

　その選択を、最も辛つらい形で是ぜ正せいし得るかも知れない唯ゆい一いつの方法が、実はあった。

　平へい野や部ぶでの戦いが始まったとき、選択肢しに含めて、危険性から断だん念ねんした方法が。

　彼女は、パートナーに重くも平へい淡たんな声をかける。

「タケミカヅチ氏」

　数秒して、タケミカヅチも同どう様ようの声で、

「反対は、致しませんぞ、ゾフィー・サバリッシュ君」

　問われたことの意味を尋たずねず、答えた。

　彼女も数秒、決意のため瞑めい目もくし、そこで迷いを振り捨てる。揺れる世界を確しかと捉とらえるように目を見開いて、後こう方ほうの出で城じろに在る副ふく官かんへと声を届ける。

《フランソワ、空中で交こう戦せんしている全ぜん部隊に、一時的でもいい、西側に滞たい空くうする敵てき陣じん容ようを薄くするよう言ってください》

《は、はっ、しかし、これは……えっ!?》

　一いつ瞬しゆん、今の異常事態に付いての質問かと勘かん違ちがいしたフランソワは、すぐ総そう司し令れい官かんの要よう請せい、その意図するところに気付いて、驚きよう愕がくの声を返していた。

《まさか、サバリッシュ総司令官！》

《ね、狙ねらいは分かるけど、本当にいいの!?》

　グローガッハまで言う。

　もちろん良いわけはなかったが、ゾフィーはその是ぜ非ひを今、彼らと論じる気にもなれなかった。だからただ、厳きびしく宣言する。

《ええ──これより私は、『神しん門もん』の破は壊かいを試みます》

　静かながら、まさに雷らい霆ていの響ひびきを伴う、声で。

　加えて念ねん押おしと、先の指し示じも繰り返す。

《だから、空中で交戦している全ぜん部隊に、一時的でもいい、西側に滞空する敵陣容を薄くするよう言ってください。分かりましたね？》

《……はぃ》

　フランソワは消え入るような声で答え、遠えん話わを切った。

　誰だれにともなく頷うなずいた命令者は、空に行き交う両軍の様さまを見やる。

「できますかな」

　タケミカヅチが、決意を確かく認にんする最後の質問として尋ねた。現げん時点で分かるわけのないできるできないを話し合ったところで意味などない。にも拘かかわらず尋たずねたのは、彼の未み練れんとでもいうべき感情に拠よるものだった。

　ゾフィーも当然、未練は持っていた。

　創そう造ぞう神しん復ふつ活かつ阻そ止しのため『神しん門もん』へと突とつ入にゆうした四人のフレイムヘイズらは、いずれも彼女の友人である。三人は数百年来の戦友であり、一人は短たん期間ながら、心しん身しんの幼さを危ぶんで教えを授さずけたこともある、愛らしい少女だった。未練がないわけがない。

　が、それでも彼女は、一言で確かく認にんを終える。

「やらねばなりません」

　この状況が、本当に創造神の復活によるものだとしたら、『神しん門もん』へと突入した四人が無ぶ事じである可能性は低い。そうでなくとも、試みは半なかば失敗したといって良い。創造神がこの世に現げん出しゆつする大事と天てん秤びんにかけるわけには──フレイムヘイズとして──断じていかなかった。

　また、両りよう界かいの狭はざ間まと繫つながる歪ゆがみの集しゆう積せき体たいに対する攻撃が及ぼす悪あく影えい響きようも、実際にそれが『神しん門もん』の彼方かなたから表れている今となっては、程度の大小でしかない。悪影響の根こん源げんがこの世に帰ってくることを思えば、危険性を覚かく悟ごで『神しん門もん』破は壊かいに乗り出すしかなかった。

　つらつら、決意を補ほ強きようする理り屈くつを心しん中ちゆうで並べる間に、

「……」

　フランソワの指し示じ通り、フレイムヘイズ側の攻撃が敢かん行こうされ、『神しん門もん』西側の空くう域いきが混こん戦せんとなる。双そう方ほう、絶えず存在を揺り動かされつつも懸けん命めいに嚙かみ合っていた。

「……何なん人ぴとにも哀あわれまれず、罪を犯して省みず、存在もならぬ無に堕おちる我らに……」

　常は自分に願っている声が、どこか懺ざん悔げの色を匂におわせる。一方で、目は油ゆ断だんなく戦せん況きようを見つめ、自分が飛び立つべき時を計る。体の縁ふちには、既すでに紫し電でんが弾はじけていた。

「……せめて勝利よ輝け……アーメン・ハレルヤ・この私」

　言って両りよう掌てのひらを胸の前で組む。その瞬しゆん間かん、西側で攻こう勢せいに出ていたフレイムヘイズらが、一気に引いた。生まれたのは僅わずかな、しかし彼女が駆かけ抜けるには十分な、空の道。

「……!!」

　空中に雷らい鳴めいが爆ばく発はつした。

　ゾフィーは稲いな妻ずまとなって飛ぶ。短たん距離、一気に駆け抜けるだけの力を全身から放出し、最も心重く、最も威い力りよく高い、必ひつ壊かいの蹴けりを繰り出すべく、体勢を反はん転てんさせ、裾すそを絞しぼる。

「──」

　見る見る近づく、宙に浮く黒い鏡かがみ。

　その狙ねらいである銀ぎん色いろの縁を、声で壊こわさんとするかのようにゾフィーは叫んだ。

「──だぁあらっしゃああああ──っ!!」

　紫電の膨ふくれ上がってゆく大きさのまま速さを増し、急ぎ阻止しようとする〝徒ともがら〟らを途と上じようで焼き払い、両足の落雷蹴りドロツプキツクが命めい中ちゆうする──真ま際ぎわ、




　渦うず巻まく粒りゆう子しの壁が、阻はばんだ。




　突とつ如じよ現れた、広大な円形の壁へと叩たたき込まれた紫し電でんが、虚むなしく虚こ空くうを貫つらぬき照らし、また地を突き刺す。絶ぜつ大だいな力の炸さく裂れつは、しかし一片たりと銀の枠わくに届いていなかった。

　想そう定ていしていたあらゆる状況とも違う結果に、ゾフィーは愕がく然ぜんとなる。

「な──!?」

　この力によって攻撃が阻まれることは、彼女だけでなく、空の道を切り開いたフレイムヘイズら、切り開かれた〝徒ともがら〟ら、凄すさまじい雷らい鳴めいに思わず頭上を見上げた地上、両陣じん営えいの将しよう兵へいら、いずれもが、全く思いもしていなかった。

　この地に在る彼ひ我が、誰だれ一人として知らない者のない、力。

　臙脂えんじ色いろの粒子からなる嵐あらし、鉄てつ壁ぺきを誇る、その自じ在ざい法ほうの名は──『マグネシア』。

　ゾフィーは、最悪の意味での戦せん慄りつに襲おそわれていた。

（いけ、ない──!!）

　自身の攻撃が阻まれたことに対するものではない。

　一いつ旦たんは討とう滅めつされたと思われていた『星せい黎れい殿でん』の守しゆ護ご者──〝嵐らん蹄てい〟フェコルー健けん在ざいという事実が、なによりも最さい悪あくなのだった。隠いん蔽ぺいの殻から『秘ク匿リのユ聖プ室タ』が破られた以上、また『星せい黎れい殿でん』が墜つい落らくした状況から考えて、明らかに万ばん全ぜんではないのだろう。しかし、その討滅から健在へと逆ぎやく転てんした事実は、双そう方ほうにとって士し気きを劇げき的てきに変化させる材料となる。

　各所で、鉄壁の守護者の面めん目ぼく躍やく如じよたる光景に、〝徒ともがら〟たちの快かい哉さいが爆ばく発はつしていた。

「ヤッハァ──!!　〝嵐らん蹄てい〟様だあ！」「やられたなんて、やっぱり間違いだったんだ！」「フェコルー様の『マグネシア』があれば、勇ゆう気き百倍よ！」「我らが〝嵐らん蹄てい〟此こ処こに在り!!」

　対するフレイムヘイズらは、明らかな消しよう沈ちんと動どう揺ように見み舞まわれていた。

「死んだんじゃ、なかったのか」「サ、サバリッシュ総そう司し令れい官かんの蹴けりが……」「くそっ、なんで今いま頃ごろ!?」「なんてこった、こんなときに奴やつが」「まさか、これから援えん護ごに出てくるんじゃ」

　誰だれが何をフォローすることも不ふ可能な、その〝紅ぐ世ぜの王〟の復ふつ活かつ劇げきは、彼らの抗こう戦せんを支えていた最後の力……気き概がいを保ち続けていた精神を、遂ついに砕くだいた。ゾフィーは知らず、自らの手で不安の風ふう船せんを一ひと突つきしてしまったのだった。

　そして要よう塞さいの内、

「ふ、う……」

　尖せん塔とうの屋根に在った一人の男は、ゆっくりと目を閉じる。







　黒い蛇へびは、砂さ漠ばくに至っている。

　その上で戦う者らは、気付いていた。

　蛇へびが、ほどなく『神しん門もん』に辿たどり着くことを。

　この管くだのような異い界かい『詣けい道どう』の文明を遡さかのぼった先せん端たん、入り口に当たる部分こそが、今いま広がっている、一面砂すなと疎まばらな岩のみ、という不ふ毛もうの砂さ漠ばくなのである。

　互いへの決定打だは、既すでに状況から在り得ない。そうと分かってなお戦っているのは、つまるところ互いの存在を許きよ容ようできないフレイムヘイズと〝徒ともがら〟、根こん源げん的な在あり様ようの故ゆえだった。

　呉ご越えつ同どう舟しゆうにすらならない、同じ船に乗る者同どう士し、戦う。

　フレイムヘイズの側は、甚はなはだ不利だった。

　なんといっても後こう方ほうの三者、カムシンとヴィルヘルミナ、レベッカは負傷した身である。それが、三柱臣トリニテイという最悪の敵を前に粘ねばることができているのは、倒されても倒されても復ふつ活かつする太たい古この討うち手、色付く影らのフォローを受けているためだった。

　対する三柱臣トリニテイも、攻めきることができない。

　彼らは眷けん属ぞくたるがゆえに、創そう造ぞう神しんの本体を傷付けることのないよう立ち回らざるを得なかったのである。傷ついているとはいえ、色付く影とともに死なない戦いに専せん念ねんする指ゆび折おりの討ち手ら三人を相手に、そのハンデは馬鹿にできない大きさと言えた。

　カムシンとヴィルヘルミナは剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』をあくまで槍やりとして振るうシュドナイの正面に立ちはだかって力と技の両面で辛かろうじて伍ごし、レベッカはヘカテーの光こう弾だん『星アステル』を、爆ばく発はつ力を抑え熱ねつ量りようを高めた光こう球きゆうで迎げい撃げきする。ベルペオルは直接の参さん戦せんはせず、鉤こう鎖さ『タルタロス』で囲い守る教きよう授じゆらの傍かたわらに在り、ときおり襲おそい来る色付く影を、現した使い捨ての〝燐りん子ね〟やヘカテーの助力を受け、叩たたき落としていた。

　それらの交こう錯さくと無む関係な戦いが、蛇じや身しんの先せん端たんにある。

　シャナはあくまで『吸血鬼ブルートザオガー』との鍔つば迫ぜり合いを避け、『贄にえ殿とのの遮しや那な』で弾はじくように打ち合い、相手に火ひ除よけの指ゆび輪わ『アズュール』の在ることから、炎ほのおも使わない。蛇本ほん体たいへの刺し激げきになるような大だい威い力りよくの力も当然のことながら封ふう印いんし、ただ持ち前の身しん体たい能力だけで挑いどんでいた。

　悠ゆう二じも、剣けん技ぎの未み熟じゆくから怪かい力りきで振り回すだけになりがちな『吸血鬼ブルートザオガー』を牽けん制せいに使い、竜りゆう尾びの打だ撃げきを主体に戦っていた。銀の影は、素早いシャナが相手では、真ま正しよう直じきに出したところで通用しない。ましてや一度、不ふ意い打うちに使っている。出し所は慎しん重ちように選ぶ必要があった。

　つまり、両者は変わらず、真まっ向こうからの格かく闘とうによって戦っている。

　大たい剣けんが斬きっては大おお太だ刀ちで弾き、竜尾が振るわれては身をかわし、優ゆう位いな立ち位置を取ろうと駆かけては跳ぶ。鬩せめぎ合いは短くも濃のう密みつに、割って入るものとてない舞ぶ踏とうのように、続いた。

　それを終らせたのは、黒い蛇。

　黒い蛇にそうさせたものは、道。

　行く先に『神しん門もん』が、見えていた。

『詣けい道どう』を辿たどり、遡さかのぼる旅たび路じが、終わる。

　黒い蛇へびは、歓かん喜きに咆ほう哮こうした。

　戦う二人を、頭上に乗せたまま。

「!?」

　シャナは上に跳ね飛ばされ、

「!!」

　悠ゆう二じは思わず片かた膝ひざを着いた。

　いつかと同じ、二人は上下に分かれ、

　そして、また同じ、剣と剣で交差する。

　シャナは瞬しゆん間かん的に紅ぐ蓮れんの双そう翼よくを噴ふん射しやして、

　悠二は手にある大たい剣けんを渾こん身しんの力で振り上げ、

　刃やいばは触れ合わず、一つと一つ、斬きる音が重なる。

「ぅぐっ！」

　シャナは脇わき腹ばらを一ひと薙なぎされ──血ち飛沫しぶきが蛇の上に散り、紅ぐ蓮れんに燃え果てた。

「ぐあっ！」

　悠二は額ひたいを縦たてに一ひと打うちされ──乱れた前まえ髪がみに血と炎ほのおが混じり、黒く弾はじけた。

　それぞれ、辛かろうじて深ふか手でとならない浅さで身をかわし、しかしシャナは華か麗れいな足あし捌さばきで、悠二は地への重い踏み切りで、最さい低てい限の間だけを置き、再び挑いどみかかる。

　このときシャナは、今までと僅わずか異なる手法を取っていた。悠二の『吸血鬼ブルートザオガー』と同じ、片手で『贄にえ殿とのの遮しや那な』を握るという、彼女が常は取らない手法を。真ま正しよう面めんから接せつ近きんし、

（悠二!!）

　求める心のまま、一歩の勇気を振り絞しぼる。

「っ!?」

　悠二は、少女の不ふ用意と見える接近が、大剣を振るう前に、その軌き道どうの内側へと潜もぐり込むための速そつ攻こうであることを察した。咄とつ嗟さに両腕を閉じる形で彼女を捕らえようとする。

「ぬう！」

「はっ！」

　シャナも、これを食い止めようと、素早く両腕を広げた。

　悠二が、シャナが、摑つかみ合った──結果、二人は奇き妙みような体勢となる。

　シャナの左手が『吸血鬼ブルートザオガー』を握る悠二の右手て首くびを摑み、

　悠二の左手が『贄にえ殿とのの遮しや那な』を握るシャナの右手首を摑む、奇妙な体勢に。

　両者、相手の腕を振り解かんと、相手に腕を振り解かれまいと、力を入れる。

　顔と顔が、鍔つば迫ぜり合いよりなお、近づいた。抱き合うことを欲するように、あるいは拒こばむように、二人は自分の腕へとあらん限りの力を込める。込めれば込めるほど、近づいた。

　その、近くに在って壮そう絶ぜつな怪かい力りきを発はつ揮きする悠二へと、シャナは懸けん命めいに堪こらえながら、

「私は、悠ゆう二じを倒す。悠二が折れないのなら、絶対に。創そう造ぞう神しんが阻はばむのなら、創造神ごと。その上で、私は悠二と一いつ緒しよに、道を探す」

　断だん固こと、しかし心を込めて、愛する少年へと打だ倒とうの宣せん言げんをしていた。

　悠二は近くに在って遠い少女に、前のめりに怪かい力りきを押し込みつつも、切なく返す。

「シャナ、余よが大たい命めいの宣せん布ぷを聞いてなお、それが可能だと思うのならば、また挑いどんで来るがいい。だが、今日のところは……刻こく限げんだ」

　腕同どう様ように組み合っていた目め線せんが逸それ、彼らの横、蛇じや身しんの驀ばく進しんする先を射い止とめた。もはや『神しん門もん』は、決まりきった別れのときを示す出口は、至し近きんに迫っている。

　シャナもそれを認め、また悠二を見つめた。

　悠二も視線を合わせて、シャナを見つめた。

　どちらからともなく力を抜いて、組み合ったまま、向き合う。

　蛇身が世界を打ち砕くだき、風を切って進み行く音が、耳に痛い。

　その中、シャナが、のしかかるような体勢の少年に、小さく。

「千ち草ぐさが言ってた。口と口でするキスは、誓ちかいなんだって」

「えっ……？」

　思わぬ名前、思わぬ話題に驚いた悠二の頰ほおに、不ふ意いに柔らかなものが微かすか、触れた。

　気付けば、シャナの顔が、互いの吐と息いきすらも感じるほどの至近に、在ることを知る。




　今いま触れた柔らかなものは──唇くちびるだった。




　殺さつ気きとは正せい反対の気持ち、それゆえに、反応できなかった。

「シャ、ナ？」

　悠二は惚ほうけて、しかして両の手は離さずに、見た。

　身長差さから見上げ返して、シャナは静かに告げる。

「だから、今のキスは、私から悠二への一方的な──誓い」

　悠二は、思っていた。

　今ここで、自分からもそうできればどれほどいいか、と。

　思って、しかし世の全てに勝るその誘ゆう惑わくを、撥はね退のけた。

　代わりに、少年として断だん言げんする。

「できるわけが、ないんだ」

「できるできない、じゃない。ただ私は、する。だからこその、誓い」

　明めい快かいに答えたシャナの傍かたわらに突とつ如じよ、色付く影が降り立つ。

「！」

「！」

　二人が思わず手を離した瞬しゆん間かん、影はシャナを抱え、蛇じや身しんから飛び降りた。

　落下して数秒、再び蛇身の傍かたわらへと、上昇する。

　背中にシャナを乗せる、大きな鳥に姿すがたを変えて。

　さらに三羽、他三人のフレイムヘイズらを乗せた鳥が、また別の鳥が幾いく羽わも追いつき、黒い蛇へびよりさらに早く『詣けい道どう』を先さき駆がけ、飛んでいった。

　この、三度の別れを見送った悠ゆう二じは、

「……」

　飛び去る間ま際ぎわにシャナと目を合わせて、それをしまうように目を閉じた。

　耽ふけるのも束つかの間ま、後ろに眷けん属ぞくらが立つのを感じ、目を見開く。

　そこにはもう、少女を想う少年の姿は、なかった。

　在るものは、復ふつ活かつを目前とした神のみ。

「遂ついに、来た」

　大きすぎて潰つぶれたと聞こえる、重おも々おもしい喜き悦えつが、述じゆつ懐かいには匂におっていた。

　前を向き、迫る『神しん門もん』を、眷属らとともに眺ながめ、宣せん言げんする。

「還かん幸こうここに、成る」

　眷属らを跪ひざまずかせた少年の姿を先に立て、蛇身は潜くぐる。

　数千年の悲ひ願がんたる、解放と自由の待つ扉とびらを。

　その先に広がるのは、彼の世界──







　シャナらを乗せ、また周囲を飛ぶ鳥たちは『神しん門もん』の寸すん前ぜんで、人の姿を取り戻した。そうして、飛ぶ速さを殺さぬまま、四人を放り出した。誰だれも彼も、放り出す者らの手を取り、背を押して。なにかを渡すように、託たくすように、すぐ背後から迫ってくる黒い蛇を後ろに。

　シャナも、ヴィルヘルミナも、レベッカも、見送ることしかできなかった。

　太たい古このフレイムヘイズら、知友だったかもしれない色付く影の一人が、かつて交わした別れの挨あい拶さつ、その仕し草ぐさを取っているのを見て、カムシンは密ひそか微かすかに、悲ひ痛つうの表情を作った。

　そして、四人の視し界かいから彼らが突とつ然ぜん消え、黒々とした平面だけが残った。

　見み覚おぼえの在るそれは、『神しん門もん』──今まさに神が還かえる、巨大な扉。

　四人の周囲に広がっているのは、空で嚙かみ合う、戦せん場じよう。

　眼がん下かに広がっているのも、大地で相あい打うつ、戦場。

　全ての光景が揺れ、とりどり輝いていた。







　はた、と。

　世界を人ひと知れず揺らしていた『朧ろう天てん震しん』が、止まる。

　代わりに戻ったものは──平へい穏おんな世界と、不ぶ気き味みな静けさ。

　東西で戦っていたフレイムヘイズも〝徒ともがら〟も、思わず天を仰いだ。

　まさにその瞬しゆん間かん、決けつ戦せん場じようの真ま上うえに浮かんでいた『神しん門もん』が、飛び散った。

　鏡かがみの縁ふちと見えた銀ぎん色いろの輪が、細かな部品に分かれ、星せい雲うんのように、飛び散った。

　星はどこまでも細かく砕くだけ、どこまでも多く分かれ、一いつ天てんを銀の波として渡ってゆく。

　銀の波は凄すさまじい速さで、文字通りに波は及きゆうしてゆき、

　地球の形に沿う波は紋もんとして広がり続け、やがて縮む。

　そうして、地球の反対側の天空で、一点へと集しゆう約やくされ、消えた。

　己おのが帰き還かんを、地球上に在る全ての者に知らしめる、それは宣せん示じ。

　あるいは、真しん正せいの神による、宣せん戦せん布ふ告こく。

　と、前ぜん奏そうを終えた黒い鏡に、罅ひびが入る。

　否、黒い鏡の縁から、罅が外に広がっていた。

　いつしか地ち平へいも薄うす白じろく明けつつある、夜を逐おう空を、

　全てを塗り潰つぶす黒い罅が、大きく裂さくように、伸びてゆく。

　どこまでも伸びて広がる罅に砕けた、空の欠かけ片らが、舞って消える。

　決けつ戦せん場じように在る者が、鏡の内から飛び出た者が、息を吞んで見つめる先で、




　罅そのものが微び細さいに砕け、中から、黒い蛇じや身しんが出現した。




　黎れい明めいを搔かいてのたうつ、あまりにも巨大なそれこそ、誰だれもが知る──神。

　天地を鈍く震わし、見る者に等しく畏い怖ふと崇すう敬けいを抱かしめる──黒い神。

　創そう造ぞう神しん──〝祭さい礼れいの蛇へび〟。

　忘ぼう我がの静せい寂じやくを突く、

　神の咆ほう哮こうが、

「──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──ッ!!」

　轟とどろく。

　荒こう涼りようたる山間に広がる戦場、両陣じん営えいの間で、真ま逆ぎやくの感情が誘ゆう発はつされた。

　心しん身しんに溢あふれ出た歓かん喜きに躍おどり上がる［仮装舞踏会バル・マスク］の大だい喊かん声せい。

　古こ来らいより、この世の日に陰に跋ばつ扈こしてきた客まろ人うどら、その誰もが、思っていた。

　これは、世界の変へん革かくを呼ぶ、大いなる福ふく音いんだ、と。

　魂たましいの底からの動どう揺ように浮き足立つフレイムヘイズ兵へい団だんの恐きよう慌こう。

　古来より、世界のバランスを守ってきた討うち手ら、その誰もが、思っていた。

　これは、壊こわれ始めた世界の、最初の断だん末まつ魔まだ、と。

　そして、ただ一人、

　咆ほう哮こうを、誰だれとも違う合あい図ずとして聞く、少女がいた。

　フレイムヘイズ『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナだけが、思っていた。

　これは、次なる戦いの始まりを告げる号ごう砲ほうだ、と。










　　　　エピローグ







　初めて、見た。あれほどの大きさを。

　抗こうすることなど不可能だと分かる、大きさを。

　圧あつ倒とう的な力を前にした者の、どうしようもない感覚を。




「私は貴方あなたが、貴方という存在が、羨うらやましい」




　あれが、あの大きさの前に抱く畏おそれが、お前の抱いていた気持ちだったのか。

　この、なにをもってしても埋うめ難がたい畏れを前に、お前は足あ搔がいていたのか。

　俺は、お前をあんなどうしようもない気持ちにさせてしまっていたのか。




「私に在るものは、あまりに小さくささやかな……」




　俺はやっと、お前が俺に対して抱いた気持ちを、知ることができた。

　あんな気持ちを抱いたまま、力を持つ者の前に立つことなど、できはしない。

　ましてや、お前の足あ搔がきを理解できなかった、する気もなかった俺と、共には居れまい。




「無む関心、なのですね……」




　お前が去ったことで、俺はようやく、お前について思いを巡らし。

　俺の前に立つために、力を欲し戦ったお前は、死んだ。

　まったく、なんという馬鹿な俺たちだろう。




「私は、きっと……なってみせる」




　だが俺は、ようやく感じることができた。ようやく知ることができた。

　この世には、俺などが及びもつかない、大きな者が存在することを。

　俺も、お前も、そいつから見れば、大して変わらぬ存在なのだと。




「そのときは、どんな形でもいい……私を見て、笑って、迎えてください」




　お前が俺に及ばぬことを、怒ることはない。

　お前が小さなことを、恨うらむこともない。

　だから笑ってくれ──愛いとしい蝶ちようよ。
















　一つの炎ほのおが狭はざ間まに消え、一つの炎が狭間より出でた。

　出でた炎は、どこまでも激しく、世界の理ことわりに挑いどむ。

　世界は、己おのれを燃やす激しい炎を、ただ内に宿す。







　　　　あとがき







　はじめての方、はじめまして。久しぶりの方、お久しぶりです。

　高たか橋はし弥や七しち郎ろうです。

　また皆様のお目にかかることができました。ありがたいことです。

　さて本作は、痛つう快かい娯ご楽らくアクション小説です。今回は、神の復ふつ活かつという一いち大事を介かいして、シャナたちと両陣じん営えいの戦いが描かれます。次回は、過去の出来事を絡めた大たい命めい宣せん布ぷが行われます。

　テーマは、描びよう写しや的には「欲していたもの」、内容的には「きめる」です。幾いく人にんかが、自分の望みに対する結けつ論ろんを出し、そしてまた幾人かが、それを抱いて次の場所へと進んでゆきます。

　担たん当とうの三み木きさんは、寛かん容ような人です。毎まい日にち編集部で原げん稿こうを書くような追い込みになっても、生なま温あたたかく見守ってくれます。今回も、その手のシーン存そん続ぞくを賭かけ、毒どく手しゆ掠かすらす死し合あい（以下略りやく）。

　挿さし絵えのいとうのいぢさんは、熱い絵を描かれる方です。前巻のカラー口くち絵えで久ひさ方かたぶりにお願いした、豪ごう勢せい極まる両陣営勢せい揃ぞろいの図には、心からの感かん嘆たんと歓かん喜きを抱かされました。この度たびも拙せつ作さくへの甚じん大だいなる御ご助力をいただけたことに、深く深く感謝いたします。

　県・地名五十音おん順じゆんに、愛あい知ちのＫ柳さん、Ｗ田さん、青あお森もりのＳ藤さん、Ｓ守さん、お名前不明の方、秋あき田たのＩ上さん、茨いばら城きのＫ木さん、愛媛えひめのＩ尾さん、大おお分いたのＭ永さん、Ｔ島さん、大おお阪さかのＵ田さん、Ｙ田さん（お見事です）、岡おか山やまのＭ野さん、鹿か児ご島しまのＳ冥さん、神か奈な川がわのＫ藤さん、岐ぎ阜ふのＫ藤（ヒロキ）さん、京きよう都とのＨ川さん、滋し賀がのＳ摩さん、島しま根ねのＹ井さん、台たい湾わんのＫ尚さん（色々ありがとうございます）、千ち葉ばのＭ原さん、Ｓ藤さん、東とう京きようのＨ郷さん、富と山やまのＹ山さん、長なが崎さきのＳ藤さん、兵ひよう庫ごのＭ下さん、Ｏ田さん、福ふく岡おかのＫ斐さん（そのままの名です）、Ｋ野さん、香ほん港こんのＰさん（色々ありがとうございます）、宮みや城ぎのＭ浦さん（ありがとうございます）、Ｎ村さん、Ｗ邊さん、山やま梨なしのＳ本さん、和わ歌か山やまのＳ路さん、いつも送ってくださる方、初めて送ってくださった方、いずれも大変励はげみにさせていただいております。どうもありがとうございます。アルファベット一文字は苗みよう字じ一文字の方で、県・地が同じ場合はアルファベット順になっています。

　年ねん賀が状じようも頂きました。遅ればせながら、この場を借りて御おん礼れい申もうし上げます。

　ところで先月、いとうのいぢさん三冊目の画が集しゆう「蒼そう炎えん」（恒こう例れいの、頂いたご要望に沿って書いた短編も収しゆう録ろくされております）が、また今月末、笹ささ倉くら綾あや人とさんの漫まん画が版ばん「灼しやく眼がんのシャナ」第７巻が、それぞれ発売の運びと相あい成なっております。宜よろしければ、そちらもご覧らんください。

　それでは、今回はこのあたりで。

　この本を手に取ってくれた読者の皆様に、無む上じようの感謝を、変わらず。

　また皆様のお目にかかれる日がありますように。


二〇〇九年六月　　　高橋弥七郎
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高たか橋はし弥や七しち郎ろう

東京に居すぎてアイデンティティの揺らぐ大阪人。豆知識その19ー。14巻くらいの初版まで、表紙をめくったあらすじ下の角に、点線で囲った赤い電撃マークが付いてたんやけど、あれって実は単なるデザインで、切り取って葉書に貼る応募券でもなんでもないんやってー。
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木陰で涼む作者




いとうのいぢ

最近お買い物中毒の私。特に靴が良い。なんであんなに可愛い形をしているのだろう。秋はブーツもパンプスもやばいくらい好みのものが出そろうので危険です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「高橋弥七郎先生」係

「いとうのいぢ先生」係
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※2009年9月7日発行の電撃文庫『灼眼のシャナ[image: 19]』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/p281.jpg
N

W
v

SV

\\

M%ME&ﬁ

B

BZUT. COHENEEBNTRERSCS

WEg "

8/10BHEFE. Vv FPZDMDA SANIEEZA. SEEBRBSAICEEE DL/

BEOEBE=MENERICATLEHT

ZTLEYRUTRER UL BIRSABDNESZEVNET ™"
BERDF v SHMFERACEEIHFATIEEIZWNTY !

é(«.%b\fdb DZEODERRUTIEE I SLRMBARCHELEFTHES VK UL,
EVDED IR DA X—IZED A>T BLWI>TEZAAX—I NS —(CLTH

i Lfe~

EENCHIOHRIR(CE ED o T2E

.

HTHRICASTNET "

B&OEBBERROTIN(TLEEA)  BRTIRITDEEBLLTE ~

FBULEBBVELET "

BHEBREDDICBOTURVE LD

FIEREEEZNWLEU&S~!

2009.08
(AYSTNIAY





item/image/p280.jpg
BESACAIRBR.ENTUTERBATLLSD?

STCBEEYTS0ENIPFDOEBEN REDRMATL: !
ZDPTH KIRITHEDNED DT ZDZANTBADE D, (i/utﬁb\oth (Hw;
ZABRBWEAD T HEDNER—ITRHOEIMEHETHSVE LIS,

ZUTC CDBDRFMMEX P ZAR—I I BFIVFICLTHEI U,
YITSDEXTPDVPOEDDEDDBRADT SKPFERLE 272D LET,

ZFARBBEUTUREN BAERBLSFIEESEBLUT VR AZBEBEWTRIENTD
AT (FE () o THISEPHOBRENTE/ VDO TDEIB0O
BEREAIED S H 00

HZHTI,

")






item/image/cover.jpg
4_71.3/\“&.90&7/\





item/image/kuchie-004-005.jpg
KEL DD DL T RICHED S DSGCH R
R DEZRATE MIEZ 2T ‘
D)IND 5. D@






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p155.jpg





item/image/gaiji-019_g.png
XIX





item/image/dengekibunko-club.jpg
BExE |EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p188.jpg





item/image/gaiji-001.png





item/image/p027.jpg





item/image/kuchie-002-003.jpg
o
FC@*L@?EV;’\%‘B\%‘TI &)
\ oo A

N

A\ SZTONED

AR TR 327 ACBD.
EVhL AU
SR A R
19

@

HRbhik—






item/image/p108.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		１　傷



		断章　数日前の話　その１



		２　時



		断章　数日前の話　その２



		３　神



		断章　数日前の話　その３



		４　道



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p135.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
Design . Yoshihiko Kamabe(zen)

YIMKLANSNOS50

SSRGS





item/image/photo.jpg





item/image/p251.jpg





item/image/p051.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/kuchie-008.jpg
[ERER] BB #IRR

[{RFFEES]
LA LN ZA5H

[ERPERE - RETHRE

IE%RER]
(E23%)

[4P7) RASBRK

RIHB= (PSRb—I) | 18 UL LN ZRE
AHT— K3 25 3HYF)
D 4559 (SW=r3)
N o7 b 7 (Fa—H1%)

“SRALDYE” RHEABRE Ya—kl (F50v9)

e

FLWAWITF (F1FPZh—)
ALYV (RAEVR)
LA (15500)

I 4 3 2 1 7
E m]
O B oM B § =)
I : I
7 Vi

275 167 121 63 17 11





item/image/t009.jpg





item/image/kuchie-006.jpg





item/image/kuchie-007.jpg
S A BT A
/S /Z‘(DTI//Q«\/(X
IRV






